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イギリス会計思想史序説*

一 ピ ール(1553)か ら ク ロ ンヘ ル ム(1818)ま で 一

中 野 常 男

1.簿 記 理論化 の試 みと仕訳規則

一一イギ リスへの複式 簿記 の伝来 と初期簿記書 の分析 一一

1.1.ロ ンバー ド通 りと複式簿記の伝来

一一ボ ロメオ商会 ロン ドジ支店 の元帳 一一

1.2.仕 訳 帳ア プローチ と仕訳規則の定立

一一ピール簿記書を中心 と して 一一

1.3.仕 訳 規則 の拡 張 と限界

一一ダフォー ン簿記書を中心 と して一一

II.資 本 主理論的簿記論 の萌芽

一一18世 紀 スコ ットラ ン ド簿記書 の分析 一一

II.1.ス コ ッ トラ ンド啓蒙 と実学教育の伝統

一一18世 紀 スコッ トラ ン ド簿記書 の背景 一一

11.2.イ タ リア式貸借簿 記の理論化 と近代化

一一マル コム簿 記書を中心 と して 一一

II.3.イ タ リア式貸借簿記の標準的教科書 の出現

一一メイア簿記書を中心 と して一一
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皿.資 本主理論的簿記論の登場

一一クロンヘルム簿記論の解明一一

皿.1.産 業革命 とイタリア式貸借簿記の革新

一一ブース簿記書を中心 として一一

皿.2.ク ロンヘルム簿記論の構造

一一均衡の原理 と二勘定分類一一

皿.3.簿 記教授法の変遷 と資本主理論的簿記論

一一簿記教授法 としての資本主理論の登場一一

r

*16～18世 紀 当時 の簿 記 書 は,例 え ば,JohnMairの 簿 記 書 の標 題 が,Book-beeping

Methodiz'd:or,aMethodicalTreatiseofMerchant-Accompts,According

totheItalianForm.… …(1736)と 表 記 され て い た こ とか ら も わ か る よ う に,一

般 的 にか な り長 い標 題 を付 さ れ て い る こ とが 多 い。 しか し,以 下,本 稿 で,各 簿 記 書

の 標 題 に言 及 す る場 合 に は,紙 幅 の 制 約 も あ る の で,上 記 の 例 で は,.800h-keeping

Methodiz'dと 略 記 す る とい うよ う に,原 則 と して 原 標 題 の 冒頭 の数 語 を用 い た 省 略

形 で 表 記 して お くこ と に す る。

ま た,単 語 の綴 り方 そ れ 自体 も今 日 と異 な って い る こ とが 多 いが,こ の 点 に つ い て

は,当 時 の 雰 囲 気 を そ の ま ま伝 え る とい う意 味 か らも,以 下 で は,標 題 だ け で な く,

簿 記 書 中 の 語 句 や 文 章 等 を 引用 す るに あ た って も,で き るだ け原 綴 りの ま ま で 表 記 し

て お くの で 御 注 意 い た だ き た い。

さ ら に,本 稿 に お い て,「 イ ギ リス 」 と表 記 す る場 合 に は,現 代 国 家 と し て の 「連

合 王 国 」(UnitedKingdomofGreatBritainandNorthernIreland)の 意 味 で

はな く,む しろ グ レイ ト ・ブ リテ ン島 とア イ ル ラ ン ド島 を 中 心 と した 「イ ギ リス諸 島」

(BritishIsles)と い う程 度 の地 理 的意 味 あ い で 用 いて い るの で,御 注 意 い た だ き た

い。 た だ し,言 及 す る地 域 を特 に限 定 した い 場 合 に は,イ ン グ ラ ン ド,あ る い は,ス

コ ッ トラ ン ド,ア イ ル ラ ン ドと い うよ うに 具 体 的 に表記 す る こ と にす る。
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本稿の目的は,イ ギリス人自身の創意に基づく最初の複式簿記の解説書であっ

たJamesPeeleのManerandFourme(1553)か ら,工 業化 に向けての急

速な社会的 ・経済的変革運動であった 「産業革命」 もほぼ一段落をっげる19世

紀初頭に出版されたFrederickW.CronhelmのDoubleEntrybySingle

(1818)に 至るまでの時期に現れたイギ リスの簿記書に主たる手がかりを求め

て,も っぱ ら文献史的に,以 下の二っの課題に焦点をあてながら,イ ギ リス会

計の歴史的系譜の一断面について史的考究 を進 めることにある。すなわち,

Peele以 降のイギリス簿記書の多 くに共通 してみられる一般的な簿記教授法で

あった仕訳帳アプローチと,例 外的なが ら,こ れに対す る批判 として登場 した

AlexanderMalcolmに よる元帳アプローチ,さ らに,Malcolmの 萌芽的教

示を超えて,Cronhelmに よって本格的に展開された資本主理論的簿記論の構

造などを概観することによって,16～18世 紀当時に支配的であった仕訳規則や

記帳例示の機械的な暗誦 ・暗記を主体とした簿記教授法か ら脱却 し,複 式簿記

の拠るべき基本をまず明らかにし,学 習内容をできるだけ論理的に説き明かそ

うとした,簿 記教授法革新に向けての初期の試み,つ まり,複 式簿記の教示の

側面における理論化 ・体系化の過程にっいて検討を加えることを主要な課題と

する。さらに,副 次的な課題として,こ れらの簿記書に説かれていた教示内容

か ら,日 記帳一一仕訳帳一一元帳からなる三帳簿制(単 一仕訳帳制)の 採用,

あるいは,特 定商品勘定や航海勘定のような個別的な商品勘定の利用,さ らに,

帳簿の不規則的な締切といった,LucaPacioliの 簿記論(1494)に 代表 され

るイタリア式貸借簿記(=ヴ ェネツィア式簿記)に 見出され る古典的特徴が,

その後の社会的 ・経済的環境変化の中で,今 日の簿記教科書で説かれているよ

うな形態のものへとどのように変遷 していったのか,っ まり,複 式簿記の技術

的側面における近代化過程にっいて跡づけることにある。
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1.簿 記 理論化 の試み と仕訳規則

一一イギ リスへの複式簿記の伝来と初期簿記書の分析一一

1.1.囗 ンバー ド通 りと複式簿記の伝来

一一ボロメオ商会 ロ ン ドン支店 の元 帳 一一

わが国 か らヨー ロッパ に向か うとき,そ の玄関 となる都市 は新規航 空路 線の

開設 によ り増加 しつっあ るが,し か し,最 も主要 な玄 関 とな るの は,Charles

Dickensの 「二 都物語』(ATa.leOfTwoCities)の 世 界で はないが,や は り

パ リとロ ン ドンとい う二 つの都市 であ ろう。前者が,芸 術や文化 の玄 関囗 とす

れば,後 者 は,銀 行 ・証券 ・保 険 とい った経済の側面 における玄関 口 として,

わ れわれを迎え て くれる。 その ロン ドンの シ テ ィ(TheCity)と 呼 ばれ る,

わ ずか1平 方 マイルほどの地域 は,古 代 ローマの時代 にテムズ川岸 の砂礫 の段

丘 に築 かれ たロ ンデ ィニ ウム(Londinium)の 昔 か ら,グ ローバ ル化 した国際

金 融 システム上 の一大 セ ンター としての今 日に至 るまで,繁 栄す るロ ン ドンの

中心地 と しての役割 を担 って いる。

ウェス トエン ドの繁華街にあるオ ックスフォー ド・サーカス(OxfordCircus)

駅 か ら,ロ ンドンを網の 目のよ うに結 ぶ地下鉄(Uuderground)の 路線 の一っ,

セ ン トラル ・ライ ン(CentralLine)の 電 車 に乗 り,五 つ 目のバ ンク(Bank)

駅 一一この駅名 は,銀 行(bank)に 由 来す るので はな く,す ぐ南側 を流 れ るテ

ムズ川 の川岸(bank)に 由 来す るといわ れる一一で下車すれ ば,そ こは もうシ

テ ィの心臓部 であ る。交差点 の北側 には,ス レッ ドニー ドル通 りに面 して イ ン

グ ラン ド銀行(BankofEngland)が,ま た,こ の イ ングラ ン ド銀 行 か ら道

路 を隔 てた斜 め向い には,シ ティの市長(LordMayor)の 公 邸であるマ ンシ ョ

ン ・ハ ウス(MansionHouse)が,さ らに,交 差点 の東側 には,「 悪 貨 は良貨

を駆逐す る」 とい うグレシャムの法則(Gresham'sLaw)で 有 名 なThomas

Greshamの 創 設 にな る王立取 引所(RoyalExchange)が,そ れ ぞれ コ リン
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ト様 式の列柱 を聳やかせ なが ら建 って いる。

このバ ンクの交差点か ら七っ の方 向に通 じる街路,例 え ば,チ ープサ イ ドの

大通 りを西 に歩 めば,ゴ シ ック様式 とルネサ ンス様式 が美 しく融合 され たセ ン

ト・ポール大聖堂(St.Pau1'sCathedral)に,ま た,南 東に伸びるキ ング ・ウ ィ

リアム通 りに沿 って歩めば,1666年 の ロン ドン大 火の記念塔(TheMonument)

を経 て,ゴ シック建築 のサザ ー ク大聖 堂(SouthwarkCathedral)を 丿　1向 こ

うに配 した ロン ドン橋(LondonBridge)に た どり着 くことがで きる。

ロンバー ド通 り(LombardStreet)も,ス レッ ドニー ドル通 りや チ ープサ

イ ド通 りな どと同様に,バ ンクの交差点か ら七方向 に伸 びる街路の一つである。

シテ ィの金融街の中心 にあるこの比較的幅狭 い通 りは,そ の名前が物語 るよう
　

に,ミ ラノを中心 と したロ ンバ ルデ ィア地方 か らの商人達 に代表 されるイタ リ

ア商人がかって商業や金融業 の店舗 を構 えていた通 りで もある。

14世 紀 の終 わ り頃にGiovanniBorromeoに よ り ミラノに設立 され,1430

年 に孫のFilippoに 継 承 されたBorromeo商 会(FilippoBorromeoecomp.)

は,ミ ラノの本店 の他 に,14～15世 紀 当時にお ける北 欧商業 と地中海商業 の接

触点 であ った南 ネーデル ラン トの ブ リュー ジュに支店 を設 け,さ らに,こ の ブ

リュー ジュ支店 に従属 す る二次的な支店を イギ リスの ロ ン ドンや,ス ペイ ンの

バルセ ローナに設 けていた1。 ロン ドン支店 の正確 な所在 地 にっ いて は不 明 で

あ るが,同 商 会の発祥地か らみて,ロ ンバルデ ィア商人が集 まった ロ ンバ ー ド

通 り,あ るい は,そ の近傍 にあった もの と推測 されて いる2。

Borromeo商 会 ロン ドン支店の主要 な業務 は,自 己ない し共 同の計 算,ま た

は,第 三者か らの委託で行 った羊毛や毛織物,綿 花,絹 など,多 種 にわた る商

1)Kats[1926a]p.91;cf.Pirenne[1963],pp.125-126;石 坂 他[1980],37-38頁 。

2)小 島[1971],37頁;cf.[1978],123頁 。
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品の売買活動であり,そ の他に,信 用の開設,為 替手形の振出,国 内または海

外との帳簿上の振替 といった金融活動に携わっていた3。そ して,こ のロン ド

ン支店 において も,13～14世 紀 にイタ リァの地 で誕生 した と考 え られ るイ タ リ

ア式貸借簿記,つ ま り,複 式簿 記が利用 され ていたのであ り4,こ の ことは,

ロ ン ドン支店 の今 日に残 る元帳(1435～1439)か ら実証 されている5。

3)KatsL1926a],pp.92,94.

4)複 式簿記誕生の時期や場所に関 しては,史 料的制約や,複 式簿記の本質規定をめ ぐ'

る論者間での差異 もあって,明 確に一致 した見解を見出すまでには至っていない。 し

か しながら,複 式簿記が,「 おおむね13世 紀初頭から14世 紀末までの間 に,イ タ リア

で,商 業と銀行業の簿記実務のうちに生成発展 し,15世 紀 に体系的組織を確立した ・・

・」という点では,多 くの研究者の間に一応の合意が認められるようであ り,こ のよ

うな基本的構造がひとまず確立 された15世 紀段階での複式簿記を世界ではじめて印刷

教本の形で紹述 したのが,LucaPacioliの 簿記論であった。彼は,1494年 に ヴェネ

ッィアで出版 した数学の百科全書SummadeArithmeticaGeometricProportioni

etProportionalityの 第1部 第9編 論説 第11ParticularisdeComputiset

Scripturisに お いて,複 式簿記,特 に15世 紀末のヴェネツィアで用いられていた商

業簿記(=ヴ ェネッィア式簿記)を 合計36章 にわたって解説 していたのである。そ し

て,こ のPacioli簿 記論に代表されるようなヴェネッィア式簿記(イ タリア式貸借

簿記)に は,爾 後の簿記解説書に長 くその伝統として受け継がれてゆ く,今 日の簿記

教科書 と比較 しての三っの古典的特徴が見出される。すなわち,(1)日 記 帳一 仕訳

帳一 元帳からなる三帳簿制(単 一仕訳帳制)が 採られていたこと,(2)商 品名を付

された特定商品勘定や,相 手先の地名を付された航海勘定など,複 数の個別 的な商品

勘定(=冒 険商業勘定)が 利用 されていたこと,(3)帳 簿 の締切が一年 に一度 という

ような規則性をもって行われずに,も っぱ ら帳簿の更新時などに不規則的に行われて

いたことである。なお,複 式簿記の生成 とヴェネッィア式簿記の特徴等の概要にっい

ては,例 えば,中 野[1990a]を 参照されたい(Cf.小 島[1987コ,第2章 ～第4章;

片 岡(泰)[1988],第1章 ～第7章)。

5)Borromeo商 会 ロンドン支店の会計帳簿の詳細については,小 島[1971],第2章;

[1987],第11章 第1節 を参照されたい(Cf.Kats[1926a])。

なお,ChristopherW,Nobesに よれば,外 国商人によるものではあるにせよ,

イギ リスにおける現存する最古の複式簿記帳簿 とみなされるのは,Borromeo商 会

ロンドン支店の元帳よりもさらに1世 紀余 りも前に作成されていた,フ ィレンッェと

同 じトスカーナ地方 の商業都市 シエナのGallerani商 会 ロンドン支店の会計帳簿

(1305～1308)で あるといわれる(Nobes[1982],pp.303-309)。
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もっとも,こ のBorromeo商 会 ロ ン ドン支店 の会計帳簿 の存 在 を もって,

ただ ちに15世 紀前半当時 のイギ リスに複式簿記 が伝来 し,か っ,あ る程度 まで

その普及 をみて いたと結論づ ける ことはできないであろ う。 なぜ な ら,イ ギ リ

ス商木 自身の手 によ り複式簿記 が完全 な形で利用 された最 も初期 の例 は,現 在

のところ,Borromeo商 会 ロン ドン支店 の元帳 よ りも1世 紀 あ ま り後 の,先

に言 及 したGreshamが,層 「毛 織 物 輸 出 商 組 合」(CompanyofMerchant

Adventurers)の 一 員 と して,か つて のブ リュー ジュに代 わ って16世 紀 に国際

商業の中心地 とな って いた ア ン トウェルペ ン(ア ントワープ)と の貿易 に携わっ

ていた若 き商人時代 に作成 した仕訳帳(1546～1552)で あ るか らである6。

複 式簿 記の知識 が,い っ,ど のように して,イ ギ リスに伝来 してきたのか と

いう問題 につ いて は,複 式簿記 の起源 にかか わる問題 と同様 に,明 確 な解答 は

提示 しえない。 しか し,そ れ は,上 記 したことか らも推測 されるよ うに,お そ

らくは,当 時のイギ リスに居 留 して いたロ ンバ ルデ ィア商人 をは じめ とす る外

国商人 との商取 引,あ るい は,逆 に,ネ ーデルラ ン トや,ス ペイ ン,フ ランス

な どの海外 に進 出 して いた イギ リス商人 による外地で の商取引 などの過程 を通

じて,複 式簿記 に よる進んだ簿 記の実務を垣間見 る機会が もた らされ,こ のこ

とが,イ ギ リス商人 の間に複式 簿記 という複雑で はあるが優れ た簿記法 を習得

しよ うとす る気運 を醸成 させた実際的端緒 になった ものと思 われる7。

さ らに,複 式簿記 に関す る世 界最 初の印刷教本 とされ るLucaPacioliの 簿

6)Winjum匚1971],p.149;[1972],p.138;Yamey[1977],p.17;cf.越 智

[1969],119-130頁;石 坂 他[1980],78-82頁 。

7)Winjum[1972],pp.40-44cf..Ramsey[1956],pp.185-186Yamey

[1956a]p.9.

Greshamの 仕 訳 帳 と ほ ぼ 同 じ時 期 に,他 の イ ギ リス 商 人 に よ って 作 成 さ れ た 会 計

帳 簿,例 え ば,ThomasHowellの 元 帳(1522～1528)や,JohnJohnsonの 元

帳(1534～1538),JohnSmytheの 元 帳(1538～1550),ThomasLaurenceの 旧
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記論(1494)に 遅 れ ること約半世紀後 に出版 されたHughOldcastleの 簿 記

書ProfitableTreatyce(1543)を 嚆 矢 と して,徐 々にではあ るが出版 され る

よ うにな ってい った複式 簿記 解説書 の登場 もまた,イ ギ リスにおけ る複式 簿記

の伝播 とその漸次 的普及 に大 きな力が あった もの と考 え られ る8。 次 節以 降 で

は,初 期のイギリス簿記書にみ られる教示上の特徴を中心に,そ の内容を概観

す ることに しよ う。

1.2.仕 訳 帳 アブ 囗一チと仕訳 規則の定立

一一 ピール簿 記書 を中心 と して一一

イギ リスにおける最初の複式簿記解説書 は,前 節で も言及 したように,Old一

castleのProfitableTreatyceで あ る。 しか し,当 該簿記 書 はまた,現 在 の

と ころ一冊 も発 見 されて いない 「幻 の書」 であ り,そ の内容 は,こ れ を修正 ・

拡 大 し たJohnMellisのBriefeInstruction・(1588)を 介 し て 推 測 さ れ て い

元 帳(1565～1569)と これ に 対 応 した 仕 訳 帳(1565～1566),お よ び,彼 の 新 元 帳

(1573～1581),WilliamCalleyの 元 帳(1600～1606)が 残 存 して い る。 これ らの帳

簿 は,完 全 な形 で複 式 簿 記 を 利 用 して い たLaurenceの 新 元 帳 とCallyの 元 帳 を除

け ば,複 式 記 入 の体 裁 は一 応 採 られ て い た が,結 論 的 に い え ば 不 完 全 な 形 で しか 複 式

簿 記 の 技 法 を運 用 で きて い な か っ た。 しか しな が ら,彼 らが い ず れ も海 外 と の 貿 易 に

携 わ って い た商 人,例 え ば,・且owellとSmytheは ス ペ イ ン,Johnsonは フ ラ ン

ス,LaurenceとCalleyは,Greshamと 同様 に,「 毛 織 物 輸 出 商 組 合 」 の 哨 員 と

して ネ ー デ ル ラ ン トとの 貿 易 に携 わ って い た こ と を考 え る な らば,こ の よ う な 初 期 の

段 階 に あ って,海 外 に進 出 した 先 取 的 な イ ギ リス商 人 の活 動 が,複 式 簿 記 の イ ギ リ ス

へ の 導 入 に大 き な影 響 を与 え た ご と は,そ の後 に,JohnWeddingtonやRichard

Daffomeと い った外 国 に居 留 した 経 験 を有 す る商 人 に よ って初 期 の複 式 簿 記 解 説 書

の い くっ か が 出版 さ れ た こ と と相 ま って,否 定 で き な い事 実 と して受 け 入 れ られ る で

あ ろ う。 上 記 の16世 紀 か ら17世 紀 初 頭 にか けて の イ ギ リス商 人 の会 計 帳 簿 の 詳 細 に っ

い て は,Winjum[1972],Chap.Vlllを 参 照 され た い(Cf.Connel-Smith[1951];

Ramsey[19567;VanesC19677Winjum[1971])0

8)Winjum[1972],pp.44-45.
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る に す ぎな い9。 この01dcastle簿 記 書 に続 いて,NotableandExcellente

Woorke(1547)が 出版 され るが,こ れ はOldcastle簿 記 書 の出版 と同 じ1543

年 に,ネ ーデル ラン トのア ン トウェルペ ンで刊行 されて い たJanYmpynの

簿 記書NieuweInstructieの 英 訳版で あ った10。

この ようなOldcastleやYmpynの 簿 記書 がいずれ もヴェネ ッ .イア式 簿記

の影響 下 にあった外国簿記書 の翻案 ない し翻訳 にす ぎなか った と考 え られてい

るのに対 して11,JamesPeeleのManerandFourme(1553)は,そ の影響

9)Mellisは,BriefeInstructionの 「読 者 へ 」(TotheReader)と 題 し た 序 文 の

中 で,こ の 簿 記 書 の 出 版 に 関 連 して,次 の よ う な 記 述 を 行 っ て い る(Mellis[1588],

TotheReader,A2-A3;cf.L小 島[1971],73-78,223-239頁)。

・・・…Andknoweyeforcertaine
,thatIpresumenevsurpenottosetforth

thisworkeofmineownelabourandindustrie
,fortruelyIambutthe

renuerandreuiuerofanauncientoldcopieprintedhereinLondonthe

14,0fAueust,1543. __Thencollected,published,madeandsetforthb

oneHughOldcastleScholemaster,whoasappearethbyhistreatisethen

taughtArithmetike,andthisbookeinSaintOllauesparishinMarke

Lane.… 鱒・

(た だ し,下 線 は筆 者 追 加)

10)Ympyn簿 記 書 に は,上 述 した1543年 出版 の オ ラ ン ダ語 版 と,1547年 出 版 の英 語 版

の 他 に,オ ラ ン ダ語 版 と同 じ1543年 に出 版 され た フ ラ ンス語 版Nouvelleinstruction

とい う,合 わ せ て 三 っ の版 が 存 在 す る。 これ ら三 っ の版 の相 互 関係 に っ い て,英 語 版

の タイ トル 頁 や,「 読 者 へ 」(Tothereader),あ るい は,本 文 の第1章 に よ れ ば ,

イ タ リア語 の 原 本 か ら まず オ ラ ンダ語 に翻 訳 さ れ,次 い で,こ の オ ラ ン ダ語 版 か ら フ

ラ ンス語 に,さ らに,フ ラ ンス語 版 か ら英 語 に訳 出 さ れ た もの と記 さ れ て い る。 た だ

し,同 じ英 語 版 中 の 「著 者 の 序 言 」(Theprologueoftheaucthor)に お いて は,

JuanPauloに よ るイ タ リア 語 の 原 本 か らまず フ ラ ン ス語 に 翻 訳 し,そ こ か らオ ラ

ンダ語(フ ラ ン ダー ス語)に 訳 出 した 旨が 記 述 され て い る。(Ympyn[1547]
,Title

PageTothereader;Theprologueoftheaucthor;ThefirstChapiter)o

な お,Ympyn簿 記 書 英 訳 版 の詳 細 に つ いて は,小 島[1971],第4章 を 参 照 さ れ

た い。(Cf.Kats[1927])。

11)Oldcastleの 簿 記 書 は,既 述 の よ うに,「 幻 の 書 」 で あ る が,後 年 これ を 修 正 ・拡

大 して 出 版 され たMe11is簿 記 書 の分 析 を 通 じ,当 該 簿 記書 の 原典 に つ い て,そ れ は,

Paciolo簿 記 論 の翻 訳 で あ る と か,Pacioloが 依 拠 した もの と 同 じマ ニ ニ ス ク リ プ

トに拠 っ た も ので あ る と か,そ の他 種 々 の推 測 が行 わ れ て い る。 同様 に,Ympyn簿
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を紛れもなく受けているが,と にか くイギ リス人 自身の創意によって著された

最初の複式簿記解説書であった12。しか も,そ こには,爾 後のイギ リス簿記書

に長 くその伝統が受け継がれてゆく簿記教授法上の重要なアプローチ,っ まり,

仕訳帳アプローチ(journalapproach)一 一仕訳帳における取引の貸借分析の

教示に重点を置 き,こ れを援助するための仕訳規則を取引例や帳簿の記帳例示

とともに提示することにより,各 種取引の仕訳パ ターンを経験的に学習させる

手法一一が既に見出されるのである13。

すなわち,Peeleは,複 式簿記の教示にあたり,仕 訳帳への記入法を説明す

る部分 に本文(TheInstruccions)の か な りの紙面 を割 き,さ らに,取 引仕 訳

の説明 をよ り良 く理解 させ るために,従 来のPaciolo簿 記 論 な どに はみ られ

記 書 につ い て も,そ の原 典 はPaciolo簿 記 論 に改 訂 を施 した マ ニ ュ ス ク リ プ トを イ

タ リア人 か ら入 手 した もの で あ ろ う との 推 測 等 が 行 わ れ て い る(小 島[1971],85,99,

233-234,279頁;Yamey[1975],p.68;cf.Brown(ed.)[1905];Woolf[1912]

(片 岡(義)・ 片 岡(泰)訳[1977]);Geijsbeek[1914];Kats[1926b];[1927];

MurrayO19307;PenndorfO1933];deRoover(R).[1937]YameyC1963a];

[1967][1975]C1979];BywaterandYameyC1982])0

12)小 島[1971],33,133頁;[1987],213頁;cf.Yamey[1963a],p.162;Bywater

andYamey[1982],p.51.

な お,PeeleのManerandF'ourmeの 詳 細 に っ い て は,小 島[1971],第5章

を 参照 され た い(Cf.Kats[1930])。

13)Cf.Littleton[1931],P.33;匚1961],P.567;Jackson匚1956],PP.288,293;

YameyC1974],p.153;Edwards(J)C1989],p.71.

な お,AnaliasC.Littletonに よ れ ば,簿 記 教 授 法 の 発 展 は,本 文 中 で 言 及 し た

仕 訳 帳 ア プ ロ ーチ か ら,元 帳 ア プ ロ ー チ(ledgerapproach),さ ら に,貸 借 対 照 表

ア プ ロー チ(balancesheetapproach)へ の変 遷 と して 捉 え られ て い る。 この うち,

元 帳 を教 示 の 中 心 に す え た 元 帳 ア プ ロ ー チ は,19世 紀 半 ば 頃 か ら本 格 的 に 展 開 さ れ る

よ うに な り,従 前 の 仕 訳 帳 ア プ ロ ー チ に取 って代 わ っ た と い わ れ る が,そ の 嚆 矢 は,

AlexanderMalcolmのNewTreatise(ゾArithmetichandBoob-beeping

(1718)な どに既 に 見 出 され る。 な お,こ のMalcolm簿 記 書 の詳 細 に つ いて は,丑.

2.で 改 め て検 討 す るの で 参 照 され た い'(Littleton[1931],pp.33-34;[1961],pp.

567-568cf.Jackson[1956],pp.303-3061Vlepham[1988c7,pp.108,112,

121,184-185)0
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なかった仕訳処理の統一的指針 としての仕訳規則,特 に 「受け取 った物ないし

受け取った人は,引 き渡 した物ないし引き渡 した人に対 して借方である」とい

う文言によって代表される,物 の受渡 しと人的関係 とを絡めた擬人的受渡説 に

基づ く仕訳規則を提示 している19。

かかる仕訳規則は,本 文の第4章 において,財 産 目録記載項 目と日常的取引

の仕訳処理に関する説明の最後に,こ れらを総括する形で,会 得 してお くべき

一般規則として,以 下のように示 されている。すなわち,

14)Paciolo簿 記 論 に あ っ て は,仕 訳 処 理 の教 示 は基 本 的 に取 引例 に 基 づ く仕訳 帳 へ の

個 別 的 記 入 法 の 解 説 に と ど ま ってお り,仕 訳 規 則 の 定立 はみ られ な い。 特 定 の取 引 仕

訳 に対 応 す る個 別 的 規 則 で な い,仕 訳 に関 す る一 般 的規 則 定立 に 向 け て の 最 初 の 試 み

は,ド イ ツ のJohannGottliebの 簿 記 書EinteutschverstendigBuchhalten

(1531)に 見 出 され,イ タ リア のDomenicoManzoniのQuadernodoppio(1540)

に お いて も,Paciolo簿 記 論 に は み られ な か った 帳簿 の記 帳 例 示 と と も に,仕 訳 処 理

の 一 般 的 規 則 を 定 め よ うとす る試 み が見 出 さ れ る とい わ れ る。 た だ し,か か る 仕 訳 規

則 の よ り一 般 的 な適 用 な い しそ の可 能 性 を 示 した の は,上 述 したPeeleのManer

andFourmeで あ っ た 。(Yamey[1980b],pp.83-88;cf.BywaterandYamey

[1982],pp.38,41,52)a

また,勘 定 の 人 格 化,っ ま り,擬 人 化(personification)の 手 法 は,個 人 間 の 貸

借 関 係 か ら取 引 の貸 借 分 析 を容 易 に説 明 で きた人 名 勘 定 に 加 え て,現 金 勘 定 や 商 品 勘

定 な どが 導 入 され た際 に,こ れ らの勘 定 を抽 象 化 して財 産 の一 構 成部 分 と し て把 握 す

る こ とが で きず,む しろ,こ れ ら非 人 名 勘 定 に っ い て も人 名 勘 定 と同様 な人的 関係(=

貸 借 関 係)を 擬 制 し,か か る観 点 か ら取 引 の貸 借 分 析 を統 一 的 に 説 明 し よ う と し た試

み の 産 物 で あ っ た。 こ の よ うな勘 定 の擬 人 化 は,既 にPaciolo簿 記 論 に も見 出 さ れ

るが,特 に イギ リス に お いて は,イ タ リア の簿 記 書 を翻 訳 す る 際 に,厳 密 に 対 応 す る

語 が 英 語 に存 在 しなか っ た た め,"debito"や"credito"を 擬 人 的 に意 訳 し,よ り

人 的 意 味 あ いを 有 す る"oweth"や"trust"と い う語 を充 て た り,あ る い は,イ ギ リ

ス 中 世 の 荘 園 会 計 にみ られ る会 計 責 任(accountability)の 設定 と解 除 にか かわ るチ ャ

ー ジ ・デ ィ スチ ャ ー ジ(chargeanddischarge)の 形 式 と も結 びっ くことな どに よ っ

て,深 く簿 記 教 育 の場 に根 づ くよ うに な り,そ の伝 統 は19世 紀 ま で根 強 く残 存 す る こ

とに な った とい わ れ る(Jackson[1956],pp.295-296;Chatfield[1977],pp.218-

220;Edwards(J)01989],pp.71-72;cf.Geijsbeek[1914],p.61;Littleton

[1933],Chap.IV(片 野 訳[1978],第4章);久 野(秀)[1979b],第1部 第2章)。
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…yourgenerallrulebeforetaught
,whicheistomakethethingeor

thingesreceiued,debitourtothethyngeorthyngesdeliuered,orthe

receyuerdebitourtothedeliuerer,youcannotmysseis

(た だ し,下 線 は筆者追加)

Peeleは ま た,仕 訳帳の記帳例示 の冒頭 に掲 げた詩文形式 によ る 「守 るべ き

規則 」(Rulestobeobserued)の 一 部 に も,本 文 中で示 した仕訳 に関 す る一L

般 規 則を,脚 韻をふむ形で若干表現 を変 えて再提示 してい る。 すなわ ち,

Rulestobeobserued

Ifthatinthisaccompt,thesepreceptesyeobserue,

thanIyouwelassure,noparttherofshallswerne.

TomakethethingesReceiuyd,orthereceiuer,

Debtertothethingesdeliuered,ortothedeliuerer.

Andtoreceiuebeforeyouwrite,andwritebeforeyoupaye,

Soshallnoparteofyouraccompt,inanywysedecaye.

15)Peele[1553],TheInstructions,TheiiiiChapiter.

Peeleは ま た,元 帳 記 入 の 方 法 を 説 明 す る 第 与章 に お い て も,上 記 の 仕 訳 規 則 を,

次 の よ う な 形 に 修 正 し て 記 述 レ て い る(Peele[1553],TheInstructions,Thev

Chapiter)o

Youshallunderstande,thateveryoneparcellintheJornall,oughtto

beetwoointheOuaterne,andthecauseis,thateveryoftheimdooeth

includeorcontaintwooproperties,wherofthoneisaDebitour,or

borower,andtheotherisaCreditourorlender.Theborower,orthe

thyngborowed,isbecomeDebitour,byreasonthatitdooethretain

andpossesseandthelender,orthethynglent,istheCreditour,by

reasonthatitisdispossessed.・ ・・…

(た だ し,下 線 は筆 者 追 加)

な お,上 掲 した文 章 に類 似 .の表 現 はlPeeleのM¢nerandFourmeに 先 行 す る

Ympynの 簿 記 書 に も見 出 さ れ る(Ympyn[1547],TheixChapiter;cf.

YameyO1980],pp.86-87)0



イギリス会計思想史序説 49

Obseruewelthesefewrules,yourlournallbokethroughout,

Soshallyoumakesureworke,ofthatyougoaboutis

(た.だ し,下 線 は筆者追加)

実 際 の取 引仕訳 か らおそ らく帰納 され抽象 化 された と考え られ る一般的仕訳

規則 の提示,あ るいは,か か る一般規 則を援 用 して学習者 に仕訳 のパ ター ンを

容易 に暗誦 ・暗記 させる ことによ り,複 式簿記学習 の基本的要素 と もい うべ き

取 引の貸借分析 に関する知識 を教授 しようとする手法,っ まり,仕 訳帳 アプロー

チの展開 は,イ ギ リスで は,上 記 のManerandFourmeを 嚆 矢 とす るので

あ るが17,こ の ような手法 は,当 該簿 記書 に とどま らず,こ れ に続 くPeele

の第 二 の簿記書 であ るPathew(zyetoPerfectnes(1569),さ らに,先 にOld-

castleの 簿 記書 に関連 して論及 したMellisのBriefeInstructionな ど に も

継承 されてゆ くQ

す なわち,Peeleの 新 著PathewayetoPerfectnesに あ って は,複 式 簿記

の基本 が教 師 と生徒 との問答形 式(対 話形式)に よって解説 され てお り,仕 訳

規則 は,か か る本文 の問答 の中で,教 師 によ り,取 引例 を用 いた仕訳処理 の説

明に先立 って,暗 記 によ り,ま た,理 性 によって も習得 され るべ き規則であ り,

か つ,取 引を仕訳 帳に記入 す るすべての場合 に実践 され るべ き規則 とい う形で,

次 のよ うに説 かれてい る。 すなわち,

Scholemaster.Ytisacertayneruletobelearnedbyrote,andalso

byreason,andtobepractisedinallcausesofentringpercellesinto

theJournall・ …Allthingesreceaued,orthereceauer,mustowe

toallthingesdeliuered,ortothedeleuereris

(ただ し,下 線は筆者追加)

16)Peele[1553],Rulestobeobserued.

17)小 島[1974],120頁;cf.[1987],222頁 。

18)PeeleC1569],ADialoguebetwenetheScholemasterandtheScholler.
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さ らに,Peeleは,前 著ManerandFourmeの 場 合 と同様 に,仕 訳 帳 の

記帳例示 の冒頭 に掲 げた韻 文形式 による注意事項 中に も,以 下の ような一般的

仕訳規則 を,そ の一部 と して掲 げて いる。す なわち,

TomakeBachethingereceaued,orthereceauer,

OwetoBachethingedeliuered,orthedeliuereris

同 様 に,Mellis簿 記 書 に お い て も,こ れ に 先 行 す るPeeleの 簿 記 書 か ら お

そ ら く借 用 さ れ た も の と の 推 測 が な さ れ て い る が20,先 に 述 べ たPathewaye

toPerfectnesの 本 文 中 に み ら れ る も の と ほ ぼ 同 一 表 現 に よ る 仕 訳 規 則 が 提 示

されてい る。 すなわ ち,

・・・…thereisaRule
,whichbeefingwellunderstood,willaideyou

greatly:whichRuleistobeelearnedaswellbyrote,asbyreason,

whichisthus.

Allthingesreceiued,orthereceiuermust

owetoallthingesdelivered,ortothedelivererzi.

(ただし,下 線 は筆者追加)

も っ と も,上 記 の よ うな教 師 の教 示 に 対 して,生 徒 の側 は,暗 記 に よ っ て こ の 規 則

を 答 え る こ と はで き る が,し か し,そ の 理 由 を 自分 は理 解 して い な い と述 べ て お り,

この よ うな 教 師 と生 徒 と の対 話 か ら も,そ の 当 時 の 簿 記 法 の 教 示 が"howto"中

心 の 解 説 で あ り,"why"の 側 面 の 説 明 を 欠 い て い た こ とが う か が え る(Peele

[1569],ADialogue;cf.小 島[1974],120頁)。

な お,Peeleの 一PathewayetoPerfectnesの 詳 細 に っ い て は,小 島[1971],第

7章 を参 照 され た い。

19)PeeleC1569],TheJournallordailyeBookeofletterA.

20)MellisのBriefeInstructionは,既 述 の よ うに,01dcastle簿 記 書 を 修 正 ・拡

大 した もの で あ るが ゆ え に,そ こ に み られ る仕 訳 規 則 も,既 にOldcastle簿 記 書 に

含 ま れ て い た もの で あ る との 推 測 が な され て い る。 しか し,Paciolo簿 記 論 に は こ の

よ うな仕 訳 規 則 の 記 述 はみ られ ず,し か も,Peeleの 説 く仕 訳 規則 と ほ とん ど 同 一 で

あ る と こ ろ か ら,Peeleの 一PathewayetoPerfectnesか ら借 用 した もの で あ ろ う

と考 え られ て いる(Kats[1926b],pp.484,487(Note14);cf.小 島[1974],121頁)。

な お,Mellis簿 記 書 の 詳 細 につ い て は,小 島[1971],第8章 を参 照 さ れ た い(Cf.

KatsC1926b])0

21)MellisC1588],BriefeRvles,TheixChapter.
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ま た,時 期 的 に や や 遅 れ る が,JohnCarpenterは,そ の 著 書Most

ExcellentInstruction(1632)に お い て,上 述 のPeeleとMellisの 簿 記 書

で 提 示 さ れ て い た 仕 訳 に 関 す る単 一 の 包 括 的 規 則 を,以 下 に 掲 げ る よ う に,貸

借 二 っ の 要 素 に 分 解 し た 形 で 示 す と と も に,か か る 定 義 こ そ が 彼 の 簿 記 書 の 基

底 を な す も の で あ る と述 べ て い る 。 す な わ ち,

BytheCharge,orDebtor,ismeanttheAccountthatoweth.

BytheDischargeorCreditor,ismeanttheAccountthatduetohave.

TheDebtor,ordebtors,beingtheCharge:and.theCreditor,or

Creditors,beingtheDischarge,areineveryparcelltoequallonethe

other,whethertherebeemanyDebtors,andbutoneCreditor;orsundry

Creditors,andbutoneDebtor.

Generally:Allthingsreceived,ortheReceiver,aretobecharged

ormadeDebtor.

Contrarily:Allthingsdelivered,ortheDeliverer,aretobedischarged,

ormadecreditor,whethertheybeesimpleorcompound.

Andthesedefinitionsarefoundationsonwhichthisworkeis

groundedzz.

この よ うなPeeleやMellisの 簿 記書 など に見 出 され る簿記 教授 上 の ア プ

ローチ,つ ま り,仕 訳帳 における取 引の貸借分析 の教示 に重点 を置 き,こ れを

援助 す るため に,記 帳例示 とと もに,物 の受渡 しと人 的関係 とを絡 めた擬人 的

受渡説 に基 づ く,し か も,各 種取引 の貸借分析 に共通 す るよ うな一般 的で包 括

的な性格 を もっ仕訳規則 を提示 しよ うとする手法 は,Pacioloの 簿 記論 が,教

示 の理 論化 に意を用 いることな く,た だ15世 紀 当時の ヴェネッィアで利 用 され

22)Carpenter[1632],AnExactInstructionforkeepingMerchantsAccounts,

pp.1-2;cf.小 島 匚1971],294頁;[1974],121頁;[1987],280頁 。

な お,Carpenter簿 記 書 の詳 細 にっ い て は,小 島[1971],第9章 を参 照 され た い。
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ていた商的企業複式簿記を単に紹述す る段階にとどまっていたことと比較する

ならば,少 なくとも簿記法教授の側面における大 きな工夫ないし進歩であった

と考えられる。また,仕 訳規則それ自体 も,帰 納的観点に立 っての簿記実務か

らの基本的部分の抽出とその定式化とみるならば,簿 記教授上における初期の

理論化の試みとして評価することができるであろう。 しかしながら,か かるア

プローチを採る限 り,よ り多様な形態の取引に対応できるような普遍性を当該

規則に付与 しようとすればするほど,仕 訳規則はより抽象的なもの,し たがっ

て,個 々の取引仕訳に対する具体的指針としての性格が稀薄になり,逆 に,具

体性をもたせようとすればするほど,規 則それ自体が拡張され,か つ,細 分化

ないし個別化 されてゆくという矛盾を生 じることになる。次の1。3.に おいて

は,17世 紀前半のRichardDafforneの 二つの簿記書を中心に,細 分化 ・個

別化 という仕訳規則の新たな展開にっいて考察 してみよう。

1.3.仕 訳 規則 の拡 張 と限界

一一ダフォー ン簿記書 を中心 と して 一一

初期の イギ リス簿記 書 の ほ とん どが薄幸 な運命 を た ど ったの に対 して23,

DafforneのMerchantsMirrour(1635)は,イ ギ リスの複式 簿記 解説 書 と

して は じめて数版 を重 ね るに至 った書物で あり,そ の意味 において好評 を博 し

た簿 記書 であ った といえるであろ う24。

このMerchantsMirrourは,基 本的 に は従 来 か らの イ タ リア式貸 借 簿記

(=ヴ ェネッ ィア式簿記)の 伝 統を踏襲 しなが らも,Dafforne自 身 が ネ ーデ

23)例 え ば,Oldcastleの 簿 記 書 は,既 述 の よ うに,現 在 の と こ ろ一 冊 も発 見 さ れ て お

らず,ま た,Ympyn簿 記 書 英 訳 版 は一 冊,PeeleのManerandFourmeも 二

冊,さ らに,こ れ に 続 くJohnWeddingtonのBreffeInstruction(1567)も 一

冊 が,そ れ ぞ れ残 存 す るの み で あ る と いわ れ る(Cf.小 島 匚1971],133頁)。

24)Geijsbeek[1914],p.137YameyC1963a],pp.167,170;Bywaterand

Yamey[1982],p.96;cf.Thomson[1963],p.205.
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ル ラ ン ト,具 体的 には,ス ペイ ンに対 す る抵抗運動 の中か ら首尾 よく独立 を達

成 し,17世 紀 前半 に 「黄金時代」 を迎 え るオ ランダ(ネ ーデル ラ ント連邦共和

国)の 中心 都市 と して,ま た,ア ン トワー プ に代 わ る国 際 的 な仲 継 市 場

(entrepδt)と して興隆 して きたアムステル ダムに滞在 した商人 で あ った こと

を反映 してか25,・そ の当時 のネーデル ラン トに現 れた簿記書 の影 響を受 けて26,

従 来 のPeeleやMellisな ど のイギ リス簿記 書 に.み られた統 一的 処理 指針 と

しての一般的 ・包括的仕訳規則 を提示 す るや り方 と異 な った,個 々の取引形態

に応 じた多数 の,し か も,詳 細 な個別規則 を仕訳処理 の指針 と して示す手 法が

採用 されて いる。

す なわ ち,Dafforneは,MerchantsMirrourの 本 文(AnIntroduction

toMerchantsAccompts)に お い て,PeeleのPathewayetoPerfectnes

で 採 用 され た問答形式 を取 り入 れ,複 式簿記 を教 師 と生 徒 との対 話 による250

問 の設問 と解答 とい う形式で解説す る とともに,さ らに,そ の中で,商 人が遭

遇す るで あろ う各種 の取 引を想定 し,こ れに対応 で きるような貸 借各15組,合

計30項 目 の仕訳規則 を,書 物 な しで習得 す べ き,か っ,取 引 の継 続 に必須 の

「援助規則」(RulesofAide)と い う形 で提示 したのであ る。 すなわち,

25)BywaterandYamey[1982],p.96;cf.栗 原[1969],325-134頁;石 坂 他

[1980],83-87頁 。

26)ネ ー デル ラ ン トの 簿 記 書 で は じ め て 仕 訳 規 則 を 説 い た の は,ElciusEdouardus

LeonMellemaのBoechhoudernadeconsteuanItalien(1590)で あ っ た と

い わ れ,そ の 中 で,Mellemaは,取 引 の貸 借 分 析 と仕 訳 処理 のた めに,「1.受 け取 っ

た 人 な い し受 け取 っ た物 は借 方,費 や した人 な い し費 や した物 は貸 方 で あ る。 … 」 な

ど,合 わ せ て4項 目 の規 則 を提 示 して い る。 この よ うな仕 訳 の処 理 指 針 と して 複 数 の

仕 訳 規 則 を 提 示 す るや り方 は,彼 以 後 の ネ ー デ ル ラ ン トの簿 記 書 に も受 け 継 が れ,例

え ば,PasschierGoessensの 簿 記 書(1594)で は6項 目,ま た,Martinvanden

Dyckeの 簿 記 書(1598)で は10項 目 の仕 訳 規 則 が そ れ ぞ れ 示 さ れ て お り,さ ら に,

17世 紀 に 入 って 出 版 され たJacobvanderSchuereの 簿 記 書(1625)やJohannes

Buinghaの 簿 記 書(1636)で は,貸 借 各12項 目,合 計24項 目 の仕 訳 規 則 が 提 示 さ れ

て い た の で あ る(小 島[1987],136-137,141,246-247,261-262,268頁)。
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Rules of aide, very requisite in Trades continuance, 

        to be learned without booke.

  1 . Whatsoever commeth unto 

us (whether Mony, or Wares) for 

Proper, Factorage, Company ac-

count, the same is 

 Debitor. 

 2  . Whosoever Promiseth, the 

Promiser is   Debitor. 

 3. Unto whom wee pay (wheth-

er with Mony, Wares, Exchanges, 

Assignations) being for his owne 

account : that man is 

  Debitor.

  1 . whatsoever goeth from us 

(whether Mony, or Wares ) for 

Proper, Factorage, Company ac-

count, the same is 

  Creditor. 

 2  . Unto whom wee Promise, 

the Promised man is — Creditor. 

 3. Of whom wee receive (wheth-

er Mony, Wares, Exchanges, Assig-

nations) being for his own account 

: that man is 

  Creditor.

(中 略)

 15. When wee lose by gratuities 

given, whether great, or small, or 

howsoever, then is Profit and 

Losse 

  Debitor.

 15. When wee  gaMe by gratuities 

received, whether great, or small, 

or howsoever, then is Profit, and 

Losse 

  Creditor. 27

㌧

27慮 繍 鸚

,会Ilht「 °ducti°nt°Me「chantsAcc°mpts・PP・19-2°;c£

な お,.t)afforneのMerchantsMirrourの 薛 細 につ いて は,小 島[1971],第10

章 を 参 照 され た い。.'
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さ らに,貸 借仕訳 の訓練 とその習熟 を 目的 と して著 され たDaffomeの 第

二 の簿記書ApprenticesTime-EntertainerAccomptantly(1670:た だ し,

初 版 は1640)に お いては,前 著MerchantsMirrourで み られ た多数 の細分

化 された仕訳規則,っ ま り,仕 訳処 理の具体的 ・個別的指針 と して,各 種 の取

引形態 に対応 す るよ うな形 で,そ れ 自体が半ば取引例化 した個別的仕訳規則 を

提示す る手法 は一層押 し進 め られ,彼 の説 く 「援助規則」(RulesofAid)は,

貸 借各30組,合 わせて60項 目とい う,前 著の二倍 にまで拡張 され るに至 ってい

る。す なわち,

                The Rules of Aid. 

Now follow the 60 Rules of Aid, depending upon the Premises.

     The Debitors in the 

       Rules of Aid. 

 1  . The mony that we have at 

the taking of our  Inventory is 

entred by the name of Cash 

 Debitor. 

  2 . The Commodities that are 

remaining unsold in that Ware-

   house Debitor. 

  2 . The Commodities formerly 

shipt unto another Land, or Town, 

to be sold for Proper or Company 

accompt; whereof all, or part of 

them are yet unsold. 

 Voyage to Roan, consigned 

to Jean du Boys  Debitor.

    The Creditors in the 

      Rules of Aid. 

 1. Stock   Creditor. 

 2. Stock   Creditor. 

 2. Stock   Creditor.
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 2. The Houses, Lands, Rents, 

Legacies, Ships-parts; each name 

severally  Debitor. 

 3. People of whom we ought 

to have; each name severally 

 Debitor. 

 4. Stock Debitor.

 2. Stock  Creditor. 

 3. Stock  Creditor. 

 4. People unto whom we owe; 

each name severally 

  Creditor. 28

(以下,省 略)

上記のDafforneの 二っの簿記書に見出され る,仕 訳規則 をあ らゆ る取引

形態に対応できるような具体的 ・個別的指針と位置づけ,か かる目的のために

細分化された個別規則を提示 してゆこうとするや り方は,18世 紀の末まで一般

に採 られていたといわれるが29,そ れはまた同時に,先 に述べたPeele流 の

統一的 ・包括的処理指針としての単一の仕訳規則を提示 しようとす る手法と結

合 されて,多 重構造をもつ仕訳規則,具 体的には,ま ず最初に仕訳処理 に関す

る包括的な一般規則を示 し,次 に,こ れを受けて各種取引形態別に定立 された

28)DafforneC16707,TheRulesofAid.

Dafforneは,ApprenticesTime-EntertainerAccomptantlyに お い て,合 計

60項 目 に及 ぶ 援 助 規 則(仕 訳 規 則)を 提 示 す る と と もに,こ れ らの規 則 を要 約 し た も

の と して,先 の注26)で 言 激 したvanderSchuereとBuinghaの 仕 訳 規 則 そ の

もの を 掲 記 して お り,Dafforneの 教 示 した 援 助 規 則 は,当 時 の ネ ー デ ル ラ ン トの 簿

記 書 の 著 述 家 達 に よ って展 開 さ れ た 仕 訳 規 則 の 内容 を イ ギ リス商 人 に わ か り や す く拡

張 な い し普 遍 化 した もの とい うべ きで あ ろ う と の推 測 が な さ れ て い る(小 島[1974],

121頁;c£Jackson匚1956],pp.289-290)。

29)Jackson[1956],p.290;cf.Littleton[1933],p.181(片 野 訳[1978],277-

278頁)。
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多 数 に及ぶ詳細 な個別規則 を提示 す るという方向へ と展開 され てゆ く30。'.

例 え ば,17世 紀 末 に出版 され たEdwardHattonのMerchant'sMagazine

(1965)に お いて は,Dafforne的 な 取引形態別 の詳 細 な個 別 的仕訳 規 則 は,

次 に示す よ うな擬人的受渡説 に基 づ く一般規 則 と組み合わ され,

                      General  Rule. 

Any thing whatsoever is  received either by the Merchant, or any way 

for his Accompt by his Servants, whether the same be Money or Wares: 

I say the thing so received for, or upon his Accompt, is in the Ledger 

(which shall be spoken to by and by) made Debter to the Person received 

from, or thing for which it is received. 

Also every thing whatsoever is  deliver'ed from the Merchant  upon any 

Accompt, whether Money or Wares, the thing so delivered by the 

Merchant,  or any way for his Use or Accompt, is in the Ledger made 

Creditor By the Person to, or thing for which the same is delivered  31.

(ただ し,下 線は筆者追加)

以下に掲げるような総計74項 目に及ぶ取引事例の各々に対する仕訳処理の具体

的指針という形で教示されているのである。すなわち,

30)多 重構造をもっ仕訳規則の提示は,イ ギリスの簿記書のみならず,そ の影響を受 け

た19世 紀のアメリカの簿記書にも見出される。例えば,資 本主理論的簿記論 をイギ リ

ス簿記書ではじめて体系的に説述 したFrederickW.Cronhelmの 簿記論をアメ リ

カに導入 ・移植しようと試みたBenjaminF.Fosterの 簿記書ConciseTreatise

onCommercial:..-beeping(1836)に おいても,Cronhelm的 観点 に立 って

の複式簿記の基本原理の解説の後に,三 重の構造をもっ仕訳規則,つ まり,全 般的か

っ包括的な一般規則,次 いで,か かる規則を人名勘定,財 産勘定,お よび,資 本勘定

の分岐たる損益勘定のそれぞれに適用する場合の概括規則,さ らに,こ れ らの規則を

各種形態の取引に適用する場合の詳細かっ多数に及ぶ個別規則という三種のものに分

けて提示されているのである(Cf.Foster匚1836],pp.38-46,62-66)。

31)Hatton[1695]p.137.
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Definition. Proper Accompts in Domestick business is, when the same 

is wholly managed by the Merchant or his Domestic Servants ; as in the 

Cases following. 

 Case 1. When Money is received for a Debt. 

 Rule. [Cash Debtor] To him for whole Accompt it was paid. 

       The paying Man's Accompt, Creditor, by Cash. 

 Case 2. When present Money is received for Wares. 

 Rule. [Cash Debtor] To the Wares sold, the Summ received. 

       Goods sold Creditor by Cash for the same Summ. 

 Case 3. When Mony is paid for Wares, presently, as soon as bought. 

 Rule. [Wares bought, Debtor] To Cash for what paid. 

       Cash Creditor. By Wares bought, in the same Summ  32,

(以下,省 略)

ま た,CharlesSnellも,RulesforBook-keeping(1701)に お いて,上 記

のHattonの 場 合 と同様 に,一 般規則 と個別規 則 とい う二重 構造 を も った仕

訳規則 を提示 して いた ので あ り,特 に後者の個別的仕訳規則 は合 わせて70項 目

にわ た ってい る。 すなわ ち,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AGeneral　 Rule.

　 That　 Accompt　 into.　which　 any　 thing　 comes,　 is　to　 be　charged　 with　 it

Debtor.

　　That　 Accompt　 from　 whence　 it　comes,　 is　 to　 be　 discharged　 of　 it

Creditor.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Receipts.

1.When　 you　 Receive　 Mony　 of　 any　 Person　 who　 alreaday　 stands

32)HattonC1695],pp.142-158.
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Debtor for it upon you Ledger, or when you Receive Mony of another 

upon his Accompt, or by his order, you enter it on the Debtor side 

of your Cash-Book, as follows, 

     To A-B-,  (viz, the Person who already stands Debtor for it upon 

   your  Ledger,) then the other necessary Circumstances of the Article. 

II When you Receive Mony of any Person, or by the Order of any 

   Person, not for a Debt due to you, but only to keep in your Hands 

   till further Order from the Proprietor, you enter it on the Debtor 

   side of your Cash-Book, as follows, 

      To Cash Accompt of  A-B-,  ( viz, Proprietor)  33.
　

(以下,省 略)

もっとも,あ らゆる形態の取引に対応できるように仕訳規則を具体的かっ個

別的に示そうとすれば,結 果的に,提 示 されるべき規則の,い わば無限大への

拡張とそれ自体の取引例化をもたらすという大きな限界に突き当たる。すなわ

ち,仕 訳処理全体に通 じる理論的枠組みを論 じることなく,た だ単に取引例化

した複雑かっ多数に及ぶ個別的仕訳規則を提示 し,こ れ らを機械的な反復練習

によって記憶させようとすることは,学 習者を個別的な取引例の暗誦,暗 記に

のみ走 らせて,複 式簿記の真の構造を理解させることにつなが らず,結 局のと

ころ,簿 記の習得を援助するという仕訳規則定立の本来の目的ないし趣旨に反

するばか りでなく,か えって,複 式簿記の学習そのものを退屈で非効率的なも

のとしていったに違いない34。

33)SnellC1701],pp.1-11.

な お,Shellは,簿 記 の 歴 史 よ り も,監 査 の歴 史,特 に1720年 の 「南 海 泡 沫 事 件 」

(SouthSeaBubbleCase)に か か わ るSawbridge商 会 の監 査 で 有 名 で あ る。 こ

の点 に つ い て は,例 え ば,Hasson[1932コ を参 照 さ れ た い(Cf.Snell[1720])。

34)Cf.YameyC1974],p.153.
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かかる状況に対処すべ く,18世 紀に入って,従 来の仕訳帳アプローチから脱

却 した新 しい教授法,つ まり,複 式簿記を,多 数の個別的仕訳規則の集合 とし

て盲目的ないし機械的に暗誦 ・暗記 させることにより教示するのではなく,そ

の拠るべき基本をまず明 らかにす ることにより,簿 記の学習内容を理論的 ・体

系的に説き明かそうとする簿記教授法の近代化が,比 較的少数の著者達によっ

てではあるが,試 み られはじめるようになった。この点については,次 のIIで

改めて検討することにしたい。

II.資 本主 理論的簿記論 の萌芽

一一18世紀スコットランド簿記書の分析 一一

、

皿.1.ス コ ッ トラ ン ド啓蒙 と実学教 育の伝統

一一18世 紀 スコ ッ トラン ド簿記書 の背景 一一

ス コッ トラン ドは,グ レイ ト・ブ リテ ン島の北部,全 体 のおよそ%を 占め,

中南部 を占め るイ ングラ ン ドとと もに,複 合民族 国家 と して のイギ リス,っ ま

り,「 連合王国」(UnitedKingdomofGreatBritainandNothernIreland)

を構 成 す る主要 地域 であ る。 ただ し,ケ ル ト人 を主 流 と し,同 じ国 教会(Es-

tablishedChurch)で も 「会 員相 互 間 の 自由 と平 等」 を 主 張 す る長 老 会 派

(Presbyterian)中 心 のス コッ トラン ドは,ケ ル ト人 と ローマ人 との混血 であ

る ブ リトン人 を主流 と し,「 国 王 の至上 権 」 を主 張 す る監督 会派(Episcopa-

lian)中 心 の イングラ ン ドとは,民 族 的 に も宗 教 的 に も異 な って い る。 また,

「連合王国」 を構成 す る他 の二 つの地域,つ ま り,ウ ェー ル ズが16世 紀 に イ ン

グ ラン ドに より直接 的な併合 を通 じて植民地化 され,ス コッ トラン ドと同 じケ

ル ト人主流 の北 アイル ラ ン ドも16～17世 紀 にイ ングラン ドによって植民地化 さ

れたのに対 して,ス コッ トラン ドは,少 な くとも1707年 の イ ング ラ ン ドとの合

併 によ る 「連合 王国」形 成 に至 るまて独立国 としての地位 を保持 して きた。 こ
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の よ うなス コッ トラ ンドの地 域的独 自性 は,現 在 で も同地 にあ るスコ ッ トラ ン

ド銀行(BankofScotland)等 の三 行が,法 貨で はな いが,「 地域 通貨」 と し

て独 自の銀行券 を発行 ・流通 させてい ることにも示 され るで あろ う35。

もっとも,ス コ ッ トラン ドは,イ ング ラ ン ドとの合 併 当時 に おい て さえ,

「褐色の ピースと草 ぼ うぼ うの森林 の国」36と いわれ た よ うに,や せ た土 地 と

中世的 な農業方法 のゆえに貧 しく,イ ングラ ンドあ るいは海外 との間 に取 るに

足 る貿易 もなか ったので,南 の隣国 との経済 的格差 は著 しか った。 しか も,こ

のよ うな劣勢 な状態 は,合 併 に先立 って1603年 に両国 の間に生 じた 「王冠 の統

合」,つ ま り,イ ング ラ ン ドにお け るテ3ダ ー家最 後 の国王ElizabethI

の死 去 に伴 う,ス コッ トラン ドのスチ ュア ー ト家 の国王JamesVIに よ るイ

35)北[1985],3-5,9-10,39頁 。

36)Trevelyan〔1961],p.421(松 浦 ・今井訳[1983],346頁).

37)イ ギ リスの歴史家GeorgeM.Treve正yanに よれば,1603年 にスコットランドの

JamesVI,つ ま り,イ ングランドのJamesIが,ホ リールードか らホワイトホー

ルに移り,彼 の一身に二っの王国が統合された後 も,両 国の国民,議 会,法 律,教 会,

商業組織はさらに一世紀の間かってのように分離 し異なったままであ った。 「王冠の

統合」により,両 国の間に交わされた三百年にわたる周期的な戦争は終息 させること

ができたが,し か し,両 国の国民は,本 国にあっては,平 和になった国境をはさんで

互いに睨み合い,海 外においては,両 国の商人は相変わらず商売敵であり,富 を誇 る

イングランド人がどこでで も優位を占め,力 の限りを尽 くしてスコットランド人を海

外市場,植 民地か ら締め出していた。 したがって,ス コットランドの経済状態は 「王

冠の統合」によって何 ら改善されることなく,名 誉革命後の1689年 の時点でさえ,農

業の方法はロージアン三州の肥沃な土地においても中世的であり,排 水工事がなされ

ないために,最 上の土地の多 くが水びたしで利用されず,逆 に,不 毛の丘陵斜面まで

耕 されるという有様であった。土地はきわめて短期の賃貸契約で貸 し出され,保 有期

間の保証がなかったので,農 業改良 も不可能であったし,地 主や借地農 も土地 にっぎ

込む資金を持ち合わせていなかった。原始林は既に消滅 していたが,近 代の植林や生

垣 ・塀が吹きさらしの風景の単調さを破るには至 らず,貧 弱な羊や牛が寒風に震えて

いた。商工業の発展も依然としてほんの小規模規模であり,グ ラスゴウには未だ海運

業は栄えておらず,も っとも大きくかっ富裕な都市であったエディンバラの目抜きの

ハイ ・ス トリー トにおいてさえ,ガ ラス窓は稀であるという状況にあったといわれる
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ングラ ン ド王位の継承 に基づ く 「同君連合」 の形成 に よって も解 消 され ること

はなか った37。 む しろ,イ ングラ ン ドが市民 革命 を経 て議 会主 義 的重 商主 義

を確立 し,17世 紀 末 か らの経済発展 を示 しは じめたのに対 して,逆 に,18世 紀

初頭 のス コッ トラン ドで は,17世 紀 以来 の穀物不作か ら生 じた食料飢饉が続 き,

イ ングランドの重商主義的政策下での関税の強化 や,海 運法(ActofNavigation

-一 航 海条例)に よる外国船 の植民地市場 か らの排 除に遭遇 す る中で
,イ ング

ラ ン ドの東 イ ン ド会社 に対抗 して アフ リカや西 イ ン ドとの貿易 を企図 して設立

され た ダ リエ ン会 社(DarienCompany‐CompanyofScQtlandtrading

toAfricaandtheIndies)カ ま破産 の憂 目に会 い,ま た,イ ング ラ ン ド銀行 に

対 抗 して設立 され たス コッ トラン ド銀行 もその スター ト直後か ら危 機 に瀕す る

な ど,重 大 な経済 的破局 に直面 して いた。 このよ うな経済的窮地 か ら脱 す るた

めに,イ ングラン ドの工業化 に対抗 でき るよ り一層 の貿易 の振興 や,地 域産業

の育成,先 進 のイ ングラ ン ドの資本 と技術 を導入 しての新工業 の発起 な どが待

望 され,結 局,ス コ ッ トラン ドは,こ う した理 由のゆえ に,一 般 に 「経済 的 合

併」ともいわれ る,1707年 の イ ングラン ドとの合併を受 け入れることになる38。

(Trevelyan[1961],pp.207-208(藤 原 ・松 浦 訳[1971],174-175頁);[1958],PP・

400,480(大 野 監 訳[1974],131,207頁)。

38)北[1985コ,39-41頁;cf.天 川[1966],224-225頁 。

イ ン グ ラ ン ドに と って も,ス7ッ トラ ン ドとの合 併 は,ス ペ イ ン継承 戦 争 を 戦 って

い た 当 時,敵 国 フ ラ ンス と結 ぶ 恐 れ の あ る裏 口 を効 果 的 に 閉 ざ す とい う政 治 的 理 由 が

あ り,さ らに,長 期 的 にみ れ ば,か か る合 併 に よ って,18世 紀 に入 り伝 統 に な れ 沈 滞

気 味 の イ ン グ ラ ン ドに,ス コ ッ トラ ン ド人 の活 力 を経 済 の担 い手 と して 加 え る こ と に

よ って,60～70年 後 に到 来 す る イ ギ リス産 業 革 命 の政 治 的前 提 条 件 を形 成 す る こ と が

で きた の で あ る(天 川[1966コ,188頁)。

な お,ス コ ッ トラ ン ドと イ ン グ ラ ン ドと の合 併 問 題 特 に そ の原 因 や経 過,結 果 等

に っ い て は,天 川[1966],第5章 に おL、て,DanielDefoe研 究 を 通 じて 詳 細 に論

じ られ て い る の で参 照 され た い 。
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かかる合併により,ス コットランドは,独 自の議会を失 うが,そ れと引き換

えに,イ ングランドの市場および植民地における完全な提携関係を獲得 し,同

地に永遠に続いていた赤貧状態をっいにな くす機会を開 くことになった39。

もっとも,イ ングランドとの合併がもたらす恩恵は,一 世代ないしそれ以上の

間,遅 々として現れなかった。合併による政治 ・商業組織の合同の結果として,

ハイランド地方の社会改革,ス コットランド人によるイギリス帝国への植民,

綿花や タバ コを主として取 り扱 う大西洋横断貿易(=北 アメリカ ・西インド貿

易)に よるグラスゴウやクライ ド川流域全体の商工業地帯への変貌等が進行す

るのは,農 業方法の改良 とともに,主 として18世紀 も後半に入ってか らの出来

事であった40。

そして,こ の18世紀後半に至 って,ス コ,jト ランドは,録 年にわたって惨め

な生活を強いてきた貧困から解放され,突 然の輝 きを放っ時代を迎える。特に

39)Trevelyan[1961],p.418(松 浦 ・今井訳[1983],344頁)。

40)Trevelyan[1961],pp.418-419,450.462(松 浦 。今井訳[1983],344,370-380頁).

イングラン ドとの合併は,少 なくとも即時的にはスコットランドに利益を もたらさ

なかった。イングランドとの間の関税障壁の除去は,ス コットランドの産業を,先 進

イングランドの産業との激 しい競争にさらし,特 に織物工業 は致命的な打撃を受けた。

塩税の増大はオランダとの競争関係にあるニシン漁業を阻止 し,イ ングラン ドの貿易

統制はスコットランドの羊毛輸出を禁止 した。 フランス貿易の喪失に代わってやがて

現れて くる植民地貿易は合併の直後には効果を示さなかった。合併の時にスコ ットラ

ンド産業振興基金が設けられ,特 に漁業 と亜麻 ・毛織物業の奨励が行われたが,そ の

効果は直ちに現れるものではなかったし,漁 業はっいに立ち直ることができなかった。

このような不満が,1715年 と1745年 の二度にわたるジャコバイ ト(1688年 の名誉革命

で亡命 したスチュアート家のJames皿 とその子孫の王位回復 を図る人達)の 反乱

に多くのスコットランド人を参加させることになったのであろうといわれる。事実,

合併からおよそ半世紀が経過 した時点で公刊されたSamuelJohnsonの 英 語辞典

ADictionary(>ftheEnglish.Language(1755/1756)の 第2巻 に含まれた 「か

らす麦」(Oats)の 項 目で,「 イングランドでは一般に馬に与えられる穀物であるが,

ス コットランドでは庶民の主食になっている」と解説されていたことか らも想像され

るように,18世 紀半ば頃においてすら,両 地域の間には大 きな経済的格差が存 してい

たのである(水 田[1968],12-13,56頁;cf.Johnson[1756],"Oats")。



64 研 究 年 報XXXW

文化的側面をみ るとき,そ こに 「スコ ッ トラン ド啓 蒙 」(ScottishEnlighten-

ment)41と 呼 ばれ る,ス コ ッ トラ ン ドの文化 的黄金時代 が到来 す るのであ る。

すなわち,社 会科学 の分野 にお いて,AdamSmithやDavidHume,Henry

Home(LordKames),JamesSteuart,AdamFerguson,DugaldStewart

な ど,非 凡 な個性 と知 的能 力を合わせ もった スコ ッ トラ ン ドの人達 がその当時

の ヨーロ ッパ に啓蒙主義思想 の範 を示す とともに,医 学や数学,農 学,化 学,

地 質学等 の自然科学 の分野 で もス コッ トラン ド人が世界 を リー ドす るよ うな多

大 な貢献 を な した。 さ らに,こ の よ うな学 芸 復興 の波 は,WalterScottや

RobertBurns,AllanRamseyら の詩 や文学作 品を も育 み,ス コ ッ トラ ン ド

人 の心 を全 ヨーロ ッパ ない し全世界 に印象 づ けることにな った42。

また,こ の ような文化的成熟 を支 えるかの如 く,18世 紀 後半 のスコ ッ トラン

ドは,折 か らイギ リスに自主的 に発生 した伝統 的な農 業社 会か ら近代的 な工業

社会 への急速 な転 換の過程,い わゆる 「産業革命 」(lndustrialRevolution)

が進 展 す る中で43,「18世 紀 の イ ギ リス産業 革命 は文 字通 りイ ング ラ ン ドの

41)「 ス コ ッ トラ ン ド啓 蒙 」 は,1730年 代 に その 開 始 期 が 求 め られ,1750年 代 ～70年 代

の最 盛 期 を経 て,18世 紀 末 か ら1810年 代 にか けて そ の解 体 期 を迎 え る と い わ れ て い る

(田 中(敏)[1989],iii頁;cf.Mepham[1988b],p.151)。

な お,「 ス コ ッ トラ ン ド啓 蒙 」 に 関 して は,イ ギ リス 本 国 や 他 の 欧 米 諸 国 で は 思 想

史 的 ア プ ロ ー チ と と もに,社 会 史 を 中 心 と した きわ めて 多 面 的 な研 究 が 行 わ れ て い る

が,わ が 国 で は も っぱ ら経 済 学 史 な い し社 会 思 想 史 研 究,特 にAdamSmith研 究

を中 核 にす え た,経 済 学 な い し経 済思 想 の形 成 との 関 連 にっ いて 詳 細 な 研 究 が 行 わ れ

て きて い る。 かか る研 究 の系 譜 上 に あ って,し か も,最 近 の欧 米 の動 向 を ふ ま え て 深

化 ・拡 大 させ た新 しい研 究 成 果 と して,例 え ば,田 中(正)匚1988];田 中(正)編 著

[1988コ;田 中(敏)編 著[1989]等 が あ るの で参 照 され た い(Cf.水 田[1968])。

42)Trevelyan[1961],pp.418-419(松 浦 ・今 井 訳[1983],344頁);cf.Mepham

[1988c]pp.13-15.

43)柴 田[1970],5-6頁;cf.大 河 内[1977],162頁;村 岡 ・川 北 編 著[1986],55-56

頁。

な お,イ ギ リス の 「産 業 革 命 」 の詳 細 につ い て は,例 え ば,Ashton[1948](中 川

訳[1953]);Mantoux[1959](徳 増 他 訳[1964])等 を 参 照 され た い。
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産 業革命 ではなか った。 …… スコッ トランドの産業革命 ともいうべ きものであ っ

た」44と いわれ るよ うに,「 工業化」(lndustrialization)を 機軸 とした経済的 ・

社会的変革運動 の主体 的担 い手 とな ったJosephBlackやJamesKeir,James

Wattら 多 数 の科 学 者 や技 術 者,あ るい は,JamesMcGuffogやJames

M'Connel,JohnKennedyと い った多 くの産業 資本 家や 企業 家 を輩 出 し,ス

コッ トラン ドのみな らず,イ ギ リス全体 の経済的発展 に重要 な役割 を果 た した

のであ る45。

このよ うに,ス コ ッ トラ ン ドが,イ ング ラン ドと比 べて経済発展 で大 きく立

ち遅 れた状 況 に置かれて いたに もかか わ らず,1707年 の合併 の後,特 に18世 紀

後 半に至 って突然の輝 きを放つ よ うにな った要因 の一 っには,経 済 的貧 困の中

にあ って も教育 には力 を注 ぎ,ま た,貧 富 の差 にかかわ りな く能力主義 による

教育機 会を開 くという,563年 創設 の ケル ト教会 に附属す る修道 院 で の神学 教

育に は じまる,ス コ ッ トラ ン ド特有 の宗教 的土壌 に根 ざ した教育 の歴史 的伝 統

があった。しかも,そ こには,か かる歴史的伝統 に加 えて,1560年 のJohnKnox

に よ るスコ ッ トラ ン ド宗教改革以後 の実学教育 の確立 が融 合的 に反 映 されて い

たのであ り,例 えば,中 世以来 の古典教科 の思弁 的教育 に限 られ,実 学 的課題

か ら離れ たオクス フォー ドとケ ンブ リッジのイ ングラン ドニ大 学に対 して,科

学的研究 とその実際的応用 を 目指 した実学 中心 の スコ ットラン ドの四っの大学,

つ ま り,グ ラス ゴウ,エ デ ィンバ ラ,ア バデ ィー ン,セ ン ト ・ア ンドリューズ

の各大学 は,医 学,自 然科学,社 会科学 の分 野で,そ の当時の ヨーロ ッパの最

44)天 川[1966],188-189頁 。

45)天 川[1966],188-191頁;cf.Ashton[1948],pp,19-20(中 川 訳 匚1953],20-22頁).

46)北[1974],51-58,60頁;[1985],4,278-282,284-286頁;cf.Ashton[1948],

pp.19-20(中 川 訳[1953],20-21頁);Trevelyan[1961],pp.365-366(松 浦 ・今 井

訳 匚1983],303頁);天 川[1966],190頁;水 田[1968],第3章;Sheldahl(ed)

[1989],pp.94-97.
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高水準 に達 しっ っあ った46。

また,ス コッ トラン ドの教育 制度で特 に注 目されるのは,ア カデ ミー と称 さ

れ る各種の専門学校(academy)の 存 在で ある。 イ ング ラン ドでは非 国教徒専

門学校(dissentingacademyordissenters'academy)と して知 られ る アカ

デ ミーは,国 教会に反発す る非国教徒子弟のための私立専 門学校 であ ったが47,

ス コ ッ トラン ドのア カデ ミーは,宗 教次元で は地域 内で の国教会 の強制 と これ

に対す る反発 の関係 は軽 微で融合的 な状況 にあ り,む しろ教 育次元で の自治都

市の グ ラマー ・ス クール(grammarschool)に お ける古典的 カ リキ ュラムへ

の反 発か ら,実 学的 な商業 ・科学 に主題 を置 いて設立 された。 ス コッ トラン ド

に おけ る最初 のア カデ ミー は,1761年 創 立 のパ ー ス ・ア カ デ ミー(Perth

Academy)で あ り,そ こでは,奇 し くも18世 紀 の ス コ ッ トラ ン ドな い しイギ

リス全 体 を代表 す る優 れた簿 記 書 の著 書 で あ ったJohnMairとRobert

なお,19世 紀後半に至るまでのスコットランドにおける教育制度の史的展開の概要

については,例 えば,北 匚1974];匚1985],補 論第1章 等を参照 されたい。

47)イ ングランドにおける非国教徒専門学校としてのアカデミーは,Charles皿 時 代

の非国教徒弾圧政策のために学校から追放された非国教徒教師によって,非 国教徒子

弟のための私立の専門学校としてはじめられた。また,こ の種の非国教徒専門学校の

授業科 目は,国 家や社会に有用であるべきとする功利主義的実学主義の観点から,自

然科学,化 学,物 理,商 業,簿 記 ・会計,速 記などが加えられ,そ の後の産業発展に

対応できるような商工業向きの実際教育に向けられていた。まさに新興ブルジョワジー

の教育要求に合致 していたのである。それゆえに,従 来からのグラマー ・スクールが

眠 り,既 存の大学が不毛の時代にあって,非 国教徒専門学校は完全に活気があり活動

的であったので,か かる非国教徒専門学校が成功を収め評判を得 ると,次 第に国教徒

のブルジョワジーの子弟 も入学するようになり,地 域産業に対応 しつっ多様 なアカデ

ミーが地方商工業都市に設立 されたといわれる(北[1974] ,59頁;[1985],285-286

頁;cf,Ashton[1948],pp,20-21(中 川 訳[1953],22頁);Sheldah1(ed .)

[1989],pp.81-91)0

なお,18世 紀末に至るまでのイングランドにおける教育制度の史的展開の詳細 につ

いては,例 えば,Sheldah1(ed .)匚1989コ,Chap.1を 参照されたい。
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Hamiltonが 相 次 いで校長 を務 めていた48。 このよ うな実学 指向 のアカデ ミー

は,そ の後1830年 まで の間 に16校 が設立 され,し か も,こ れ らの学校 は,ス コッ

トラン ドの教育組織体系 の中で孤立す る ことな く,従 来 の グラマー ・スクール

のカ リキ ュラムにも自由主義 ・実学主義 の影響 を与 え,と きにはグラマー ・ス

クールを包摂 した り,逆 にグラマー ・スクールがアカデ ミー的な高等学校 に上

昇 ・転化 した り して,ス コ ッ トラ ン ドの実学教育 の興隆 に貢献 し,産 業革命期

に多数 の科学者 や技術者,実 業家を産み出す 「産室」 の役割 を果 た したのであ

る49。

48)北[1974],55頁;[1985],282頁;cf.Murray匚1930],pp.341-342.

1761年 に創 立 さ れ た パ ー ス ・ア カ デ ミー は,既 にエ ア ・グ ラ マ ー ・ス ク ー ル(Ayr

GrammarSchool)の 校 長 を務 め て い たJohnMairを 初 代 の校 長 と して 招 聘 し

て いる 。Mairは,後 の注86)で 改 め て言 及 す るよ うに,エ ア ・グ ラ マ ー ・ス ク ー ル

在 任 中 に,ス コ ッ トラ ン ドにお ける実学 教育 の必 要性 に対応 した教育 プ ロ グ ラ ムの 抜 本 的

改革 に携 わ って お り,ま た,同 じく在 任 中の1736年 には,伝 統 的 な イ タ リア式 貸 借 簿 記 の

も っ と も完 全 で 精 細 な 解 説 書 と して 評 価 さ れ て い る:..-keepingMethodiz'd

を 上 梓 して い る。 こ の簿 記 書 は,そ の後 増 改 訂 を加 え られ な が ら版 を 重 ね,彼 が 死 亡

す る直 前 の1768年 に は,徹 底 した改 訂 に よ り,標 題 も新 し く:..-beepingMod-

erniz'dと 変 更 され た ものが 完 成 され て い た(た だ し,出 版 は 彼 が 死 亡 した 後 の1773

年 に 行 わ れ て い る)。 ま た,RobertHamiltonは,1769年 にMairの 死 後 空席 に な っ

て い た パ ー ス ・ア カ デ ミーの 校 長 に任 命 され て お り,1777/1779年 に は,複 式 簿 記

の解 説 を 含 ん だ 有 名 な 商 業 書IntroductiontoMerchandiseを 公 刊 して い る。 彼

は,そ の 後,1779年 に アバ デ ィ ー ンの マ リシ ャ ル ・カ レ ッ ジ(MarischalCollege)

に移 り,自 然科 学 や 数 学 の 教 授 を務 め,1813年 に は,こ れ ま た有 名 な 国 債 に 関 す る書

物lnquiryconcerningtheRiseandProgress,theRedemptionandPresent

State,andtheManagement(ゾ ォ加Nα 如 παZDe玩 を 出版 して い る。 な お,Mair

とHamiltonの 両 者 が 最 初 期 の校 長 を相 次 い で務 あ て い た パ ー ス ・ア カ デ ミー は今

日 に お い て も存 続 して い る(Murray[1930],pp.344-345;MephamandStone

[1977],pp.128-129;BywaterandYameyO1982],pp.164,185Mapham

[1988c7>PP・68-77,91-97)0

49)北[1974],55-56,75頁;[1985],282頁;cf.BywaterandYamey[1982],

pp.164,185.
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このよ うな大学 やアカデ ミー等の教育組織 にみ られるス コッ トラン ドの実学

教育重視 の伝統 は,上 記 のよ うに,イ ギ リスの 「産業革命」 を主体 的 に担 った

有為 の人材を輩 出す るのであ るが,そ れ はまた,簿 記 ・会計の領域にあっては,

アカ デ ミーや グラマー ・ス クールその他の学校で利用 される教科書 と しての簿

記書 に対 す る需要 を喚起 した。 そ して,か か る需要 こそが,「 ス コ ッ トラ ン ド

啓蒙」 とほぼ時を同 じくす る18世 紀 に,「 ス コ ッ トラ ン ドの優越 」(Scottish

Ascendancy)50と 呼 ばれるよ うな現 象,つ まり,ス コ ッ トラ ン ド人 によ って優

れた内容 の簿 記書が相次 いで出版 され るという現象を生み出 したの で あ る51。

50)Yamey[1963a],p.170;cf.片 岡 訳 匚1990],581頁 。

51)「 ス コ ッ トラ ン ドの 優 越 」 と い わ れ る よ うに,18世 紀 の ス コ ッ ト ラ ン ドで 多 く の優

れ た簿 記 書 が 出版 され た理 由,逆 に い え ば,同 じ 「連合 王 国」 を 構 成 す る も う一 方 の

主 要 地 域 で あ り,し か も,経 済 的 に も,簿 記 書 の 出版 に お い て も,先 進 地 域 で あ っ た

イ ング ラ ン ドで,こ の 時 期,な ぜ 優 れ た簿 記 書 の輩 出 を あ ま りみ な か っ た の か と い う

当 然 の疑 問 に つ い て は,必 ず しも十 分 な答 え は見 出 さ れ な い。 しか しなが ら,例 えば,

MichaelJ.Mephamの 見 解 に よ る な らば,そ の 当 時 に イ ン グ ラ ン ドで も優 れ た 簿

記 書 は 出版 され て い る が,そ の 代 表 例 と 考 え られ るRogerNorth(APersonof

Honour)のGentlemanAccomptant(1714)や,JamesDodsonのAccountant;

or,theMethod(ゾBooん 一んθ¢ρ`η8(1750)は,い ず れ も土 地 等 の 財 産 管 理 の た め

の 会 計,い わ ゆ る"EstateAccounting"に 教 示 を集 中 して お り,よ く著 述 さ れ 興

味 あ る簿記 書 で はあ った が,II.3.で 取 り上 げ るMairの:..-beepingMethodiz'd

ほ ど の人 気 を集 め る こ と はで き なか っ た。 な ぜ な ら,簿 記 書 もま た経 済 財 で あ り,そ

の 出版 も需 要 と供 給 に よ り決 ま る とす る な らば,解 説 の対 象 が比 較 的 狭 い 範 囲 に と ど

ま る傾 向 に あ った 当 時 の イ ン グ ラ ン ドの簿 記 書 に比 べ て,土 地 等 の財 産 管 理 に か か わ

る会 計 にっ い て言 及 す る こ と は あ って も,も っ ぱ ら伝 統 的 な商 人 の 会 計 を 中 心 に簿 記

を 解 説 して い た ス コ ッ トラ ン ドの 簿 記 書 の方 が,よ り広 くア ピー ル で き,よ り大 き な

市 場 に ア ク セ ス す る こ とが で き たの で あ ろ うと い わ れ る。 しか も,18世 紀 当 時 の 出 版

事 情 か らみ て も,エ デ ィ ンバ ラの 方 が ロ ン ドンよ り もコ ス ト的 に 優位 ゐこあ り,イ ギ リ

ス に お け る 出版 の 中心 地 に な って い た こ と も,「 ス コ ッ ト ラ ン ド啓 蒙 」 が 社 会 を 進 歩

させ る た め の手 段 と して 出版 物 を 重 視 し,あ らゆ る種 類 の ア カ デ ミッ ク な テ キ ス トの

出 版 を奨 励 して い'た こ と と合 わ せ て,ス コ ッ トラ ン ドに お け る簿 記 書 の 出版 を 大 い に

促 進 した もの と考 え られ て い る(Mepham[1988c],pp.368-369,512(note(5));

cf.[1988b],pp.164-165)o

な お,「 ス コ ッ トラ ン ド啓 蒙」 と,簿 記 ・会 計 の領 域,特 に 簿 記 書 の 側 面 に 現 れ た

「ス コ ッ トラ ン ドの優 越 」 との 関 連 にっ いて は,Mepham[1988c](Cf.[1988b])

、に お いて 詳 細 に分 析 ・検 討 され て い るの で 参 照 され た い。
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それゆえに,以 下においては,1.2.,3.で 検 討 したJamesPeeleやRichard

Dafforneの よ うな会 計実務 に従事 した経験 を有す る人 々ではな く,も っぱ ら

各種 の学校等 において簿記 の教育 に携 わ って いた教師達 によって著述 され た18

世 紀 ス コッ トラン ドの簿記 書,特 にAlexanderMalcolmと,先 に言 及 した

Mairに よ って著 された簿記書 を中心 に取 り上 げ,16～17世 紀 のイギ リス(イ

ングラン ド)の 簿記書 に はみ られなか った大 きな特徴,っ ま り,簿 記教授法 の

側面 におけ る新 たな アプローチの展開 と,そ こには見 出される教示 内容 の近代

化 ・体系化 に向 けての種々な試み にっ いて考察 してみよ うと思 う。

II.2.イ タ リア式 貸借簿記の理論化 と近代化

一一マル コム簿記書 を中心 と して 一一

スコッ トラ ン ドにおいては じめて複式簿記 を説 いた簿 記書 は,1683年 に公刊

されたRobertColinsonのIdeaRationaliaで あ る。 イギ リス,よ り正 確

にいえば イ ングラ ン ドにおける最初 の複式 簿記 解説書が,1.2.で も言及 した

ように,HughOldcastleのProfitableTreatyce(1543)で あ った ことを考

えれば,そ こには約1世 紀半近 くの遅 れがみ られ る。 この ことは当時 のス コッ

トラ ン ド経済 の後進性 を物語 るもの とも考え られ るが,た だ し,そ の ことが直

ちにスコ ッ トラン ドへの複式 簿記 の伝播 の遅れ を反映 して いる とはいえないで

あろ う。 なぜな ら,国 境 を接 して いた南 の隣国 イ ング ラン ドとの経済 的っなが

りは,当 然 に,ス コッ トラ ン ドの商人達 に,イ ングラン ド商人 との取 引を介 し

て,あ るいは,イ ングラン ドで出版 され た簿記 の解説書 を通 じて,複 式簿記 に

接 す る機会 を もた らしたで あろ う。 また,北 海 を はさんだ対岸 のオ ランダ(=

北 ネーデル ラン ト)と の貿易 もまた,ス コッ トラン ド商人 に複式簿記 の知識 を

伝播 す る重 要なル ー トで あった よ うに思 われ る52。

52)Cf.Parker[1974],p.358;BywaterandYameyC1982],p.131;Mepham
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こ のColinsonの 簿 記 書 以 降 前 節 で 言 及 し た よ う な ス コ ッ トラ ン ドの 社 会

的 ・経 済 的 興 隆 と と も に,ス コ ッ トラ ン ドで は 次 第 に 複 式 簿 記 の 解 説 書 が 出 版

さ れ る よ う に な る 。 と り わ け1718年 に は,AlexanderMacGhieのPrinciples

ofBook-keepingExplain'd,JohnDrummondのAccomptant'sPocket-

Companion,RobertLundinのReason(>fAccomptingbyDebitorand

Creditorsa,そ し て,MalcolmのNewTreatise(ゾArl漉 册 θ磊読andBook-

keepingが 相 次 い で 出 版 さ れ て い る54。 こ れ らの 書 物 の 中 で,特 にMalcolm

の 著 書 は,乖 離 しが ち で あ っ た 理 論 と実 務 と の 融 和 を 図 る と と も に55,簿 記'

[1988c],p.19.

18世 紀 初 頭 に お け る ス コ ッ トラ ン ドの貿 易 上 の パ ー トナ ー は,北 ヨ ー ロ ッパ,特 に

オ ラ ンダ で あ り,オ ラ ン ダ との 強 い経 済 的結 び つ きは,ス コ ッ トラ ン ド商 人 の 間 で の

イ タ リア式 貸 借 簿 記 の よ り広 汎 な 普 及 に貢 献 した とい わ れ る。 す な わ ち,オ ラ ン ダ で

の 商 業 的 トレー ニ ン グ は,17世 紀 を 通 じて ス コ ッ トラ ン ドに お け る商 業 教 育 の 主 要 形

態 で あ っ た本 国 で の徒 弟 奉 公 的 訓 練(apprenticeship)に 次 第 に取 って 代 わ っ て い っ

た 。 上 述 の よ うに,ス コ ッ トラ ン ド最 初 の複 式 簿 記 解 説 書 を 著 したColinsonも ま

た,オ ラ ンダ に滞 在 し貿 易 に 携 わ って い た商 人 で あ り,彼 に よ れ ば,ア ム ス テ ル ダ ム

は,簿 記 が 同 地 に伝 え られ て 以 来 そ の優 れ た育 成 地 に な って お り,こ の 街 に は,年 に

400～500ク ラ ウ ンを簿 記 係 に 支 払 って い る商 人 達 や,簿 記 に 関 して 著 述 して い る著 者

達 が い る し,あ らゆ る人 が 自国 の 貿 易 の 様 式 に合 わ せ て これ を 用 い て い る。 そ れ ゆ え

に,簿 記 は,す べ て の会 計 人(Accomptants),特 に商 人 に と って,取 引 の 大 小 に か

か わ らず,絶 対 的 に必 要 な もの で あ る と述 べ て,簿 記 の重 要 性 を,オ ラ ン ダ の 状 況 に

か か わ らせ な が ら強 調 して い る(Mepham[1988c],pp.8-9,19;Colinson[1683],

p.1)0

な お,Colinson簿 記 書 の詳 細 に っ い て は,小 島[1987],第15章 第1節 を 参 照 さ

れ た い(Cf.Parker[1974];小 島[1977];Mepham[1988c],Chap.7(7。2))。

53)Colinsonの 簿 記 書 以 降,18世 紀 末 ま で に ス コ ッ トラ ン ドで 出版 され た主要 な簿記 ・

会 計 関係 の 文 献 の個 別 的 な概 要 に つ い て は,Mepham[1988c],Chap.7を 参 照 さ れ

た い。

な お,MacGhie簿 記 書 の詳 細 に つ い て は,小 島[1979];[1980a];[1987],第

15章 第2節 の1(Cf.Kojima[1980];Mepham[1988c],Chap.7(7,7))等

を,ま た,DrummondとLundinの 簿 記 書 の詳 細 に つ い て は,小 島[1978];[1987],

第15章 第2節 の1～3(Cf.小 島[1980b];Mepham[1988c],Chap.7(7.4,

7.5))等 を 参 照 され た い。
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54)Malcolm(1685～1763)は,エ デ ィ ンバ ラ大 学 を卒 業 した後,NewTreatise… …

の タイ トル 頁 に,エ デ ィ ンバ ラの 算 術 と簿 記 の教 師 と記 さ れ て い た よ うに,同 地 で 数

学 と簿 記 の教 師 を 務 め て い たdま た,1721年 に は,音 楽 に 関 す る著 書Treatiseof

Musicを 著 して お り,こ れ は,ス コ ッ トラ ン ドで 出 版 さ れ た 音 楽 理 論 に 関 す る 最 初

の 重要 な 書物 と して 評 価 され て い る。 そ の後,彼 は,ア バ デ ィー ンに教 師 の職 を得 て,

そ こに移 り,同 地 に居住 して い る 間 に,NewSystemofArithmetich,Theoretical

andPractical(1730)と,TreatiseofBooh-Keeping(1731)と い う,先 の

NewTreatise… … で 取 り上 げた 数 学 と簿 記 の そ れ ぞ れ にっ い て,独 立 して 解 説 を 加

え た二 冊 の書 物 を 著 して い る。 そ して,彼 は,こ れ らの書 物 の 出版 後 ほ ど な く して,

当 時 の ス コ ッ トラ ン ド人 の 多 く と同 様 に北 ア メ リカ に渡 り,教 師 や牧 師 を 務 あ た後,

独 立 革 命 が は じ ま る前 の1763年 に死 亡 して い る(BywaterandYamey[1982],p.

157;Mepham[1988b],pp.153-155;Mepham[1988c],p.44)0

な お,Malcolmの 伝 記 的 叙 述 につ いて は,Mepham[1988c],Chap.3を 参 照 さ

れ た い。 また,彼 のNewTreatise… … と,TreatiseofBooh-Keepingの 概 要 に

っ い て は,小 島[1987],第15章 第3節 の1(Cf.Mepham[1988c],Chap.7(7.

6,7.10)を,特 に後 者 の 詳 細 にっ いて は,渡 邉[1983],第II部 第1章 を そ れ ぞ れ

参 照 さ れ た い。 、

55)Cf.小 島 匚1987],335頁 。

Malcolmは,NewTreatise… … の 「読 者 へ の序 文 」(PrefacetotheReader)

に お い て,同 書 の解 説 対象 の 一 つ で あ る算 術 につ いて,次 の よ うに述 べ て い る 。 す な

わ ち,そ れ は他 の す べ て の 科 学(Sciences)と 同 様 に理 論 と実 務 を有 して い る が,そ

れ ま で の数 学 書 に は,一 方 に お い て,理 論 は数 学 の研 究 者 向 け に著 述 さ れ た と い う よ

うな ま で に完 全 に説 明 され て い る に もか か わ らず,そ の実 例(Demonstrations)は

ほ とん ど が代 数 関係 か,あ る い は,普 通 の 用 途 に と って は余 りに も簡 単 す ぎて 理 解 し

難 い方 法 に よ って い る もの が あ り,他 方 に お い て,素 人 向 き に 規 則 と 例 示(Rules

andExamples)の 中 に 実 務 が 示 され て い るが,そ の根 拠 につ い て の説 明 を欠 い て い

る もの が あ る。 この よ うに 指 摘 した 後 に,彼 は,理 論 と実 務 の両 方 を兼 ね 備 え た 論 文

こそ が必 要 で あ る と主 張 す る。 この 場 合 に,理 論 と は,数 学 を知 らな い人 に も理 解 で

き る よ うな もの で あ り,一 般 的 な 真 理 以 外 の 原 理 を知 らな くて もよ い よ うな,も っ と

も平 易 で簡 単 な実 例 を 必要 とす る。 論 文 そ れ 自体 も,科 学 の 自然 的 秩 序 に 従 い,最 初

の もっ と も簡 単 な事 柄 か ら は じめ て,そ の 目的 に向 けて 一 つ 一 つ 積 み重 ね て ゆ くよ う

に理 論 を包 含 す べ き もの で あ る と説 く。 ま た,規 則 の 真 の根 拠 を知 る こ と は,そ れ 自

体 純 粋 な喜 び で あ り,わ れ わ れ の 世 界 に と って も非 常 に価 値 の あ る こ とで あ る が,そ

の便 益 は実 務 に と って も非 常 に大 きい。 単 に実 務 だ け の人 間 が 彼 自身 の経 験 か ら逸 脱

す れ ば,ど れ だ け 困惑 し,規 則 の適 用 に も不 確 実 にな るか は容 易 にわ か るで あ ろ う と

説 き,彼 は,こ れ らの こ とを考 え て,当 該 論文 を 執 筆 し出版 した と述 べ て い る(Mal-

colm[1718],PrefacetotheReader)o

こ の よ うな理 論 と実 務 との 融合 を 強調 す るMalcolmの 視 点 は,い う ま で も な く,

NewTreatise… … で の簿 記 の解 説 に あ た って も貫 徹 され て い る。 そ の背 景 に は,18

世 紀 前 半 の ス コ ッ トラ ン ドに あ って,理 論 と実 務 との 乖 離 が,簿 記 書 の側 面 に お い て

は,理 論 的 な い し教 科 書 的簿 記 書 と実践 的 簿記 書 とい う二 っ の 流 れ の対 立 と して 現 れ

て い た こ とが考 え られ る。 例 え ば,MalcolmのNewTreatise… … と同 じ1718年 に
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の教示にあたっては,個 別的な仕訳規則 と取引例示の暗誦 ・暗記 に依拠 してい

た従来の教授法か ら脱却 した,理 論的ないし学究的接近を試みたものとして高

く評価されている56。それゆえに,以 下,本 節では,MalcolmのNewTreatise

………を取 り上げ,標 題か らも明 らかなように,そ こで展開されている算術と

簿記にっいての解説のうち,当 然のことながら,後 者,殊 にその教示の側面に

見出される特徴に主たる焦点をあてなが ら分析することにしたい57。

出版 され た,先 に掲 げ た 書物 の 著 者 達 の う ち,MacGhieとLundinが,従 来 の イ

タ リア式 貸借簿 記 の 枠 内 で の理 論 的展 開 を 図 った の に 対 して,実 務 家 で あ っ たDrum-

mondは 日常 取 引 の記 帳 ・計 算 の 便 宜 ・工 夫 に重 点 を置 い た実 践 的簿 記 を 説 き,そ こ

に は,学 校 の教 師達 に よ る,従 来 の 簿 記 法 を中 心 と した,い わ ゆ る理 論 的 立 場 と,実

務 家 に よ る実 践 的立 場 とが混 流 して いた の で あ る。 そ して,簿 記 書 を め ぐ る こ の よ う

な 二 っ の流 れ の存 在 は,理 論 と実 務 との 融 合 を 図 ろ う と したMalcolmの よ う な 例

が 認 め られ る もの の,そ の後 に お い て も,一 方 で イ タ リア式 貸 借 簿 記 の 系 譜 上 に あ る

教 科 書 的 簿 記 書 の典 型 と考 え ら れ るMairのBoob-beepingMethodiz'd(1736)

や,そ の改 訂 版 で あ るBoob-beepingModerniz'd(1773)を 生 み 出 す と と も に,

他 方 で,こ れ に対 置 さ れ る実 践 的 簿 記 書 の 代 表 例 と み られ るBenjaminBoothの

CompleteSystem(ゾBooん 一beeping(1789)の 登 場 を も た ら し,さ らに,19世 紀

に入 って は,こ れ ら二 っ の 流 れ を 総 合 ・止 揚 し よ う と企 図 し たPatrickKellyの

Elements(ゾBoob-beeping(1801)やFrederickW.Cronhelmの1)oicble

EntrybySingle(1818)の 出 現 へ と展 開 して ゆ く。BoothやCronhelmの 簿 記

書 につ いて は,皿 で改 めて検討 す るので参 照 さ れ た い(小 島[1987],335頁;cf.[1987],

第15章 第2節)。

56)Cf.小 島[1987],335頁;Mepham匚1988c],pp.61,110.

57)な お,Malcolmは,NewTreatise… … にお いて,簿 記 を数学 と併 せ て解 説 して い る

が,こ のよ うな ことは そ の当 時 決 して珍 しい例 で は な く,1.3.で 取 り上 げ たEdward

HattonのMerchant'sMagazine(1695)な ど に お い て も,簿 記 を 数 学 と と も に

解 説 す る と い う形 態 が採 られ て い た 。 この よ う に,簿 記 は,教 育 上 は,広 い 意 味 で の

数 学 の一 部 門 と して取 り扱 わ れ て きて お り,こ の こ と は,複 式 簿 記 に 関 す る世 界 最 初

の 印 刷 教 本,っ ま り,LucaPaoioliの 簿 記 論 が,彼 の 数 学 百 科 全 書Summade

ArithmeticaGeometria,Propor`め η`etProportionalita(1494)の 中 に包 含 さ

れ て い た こ とか ら も明 らか で あ ろ う。Pacioloに み られ る よ う な数 学 の教 師 が簿 記 に

つ いて も教 示 す る例 は,そ の後 も,市 井 の 数 学 教 師 の み な らず,高 名 な 数 学 者 で あ る

GerolamoCardano,SimonStevin,さ ら に,CharlesHutton,Augustusde

Morgan,ArthurCayleyな どが簿 記 を 単 独 の 書 物,あ る い は,自 己 の 数 学 書 の一

部 を 割 く形 で 取 り上 げ る とい った こ とに 見 出 され,こ の 点 を 捉 えて,HenryR.Hat-

fieldは,簿 記 の もっ尊 厳 性 を 高 く強調 して い る(且atfield[1924];cf.Littleton

[1933],Chap.1(片 野 訳[1978],第1章))。
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Malcolmは,同 書 の 「読書 への序文」(PrefacetotheReader)に お いて,

簿 記 に関 して は既 に多 くの書物が存在 しているが,同 一 の思想 を表現 した り,

同 一の教科 に関す る論文を構成す るにはきわめて多様 な方法 があ り,し か も,

そ のすべてが未 だ利 用 し尽 され たわけではないので,古 くか らある教科 にっい

て も新 しい書物 の著 書が十分 にその正 当性 を主張 できる余地 は残 されている と

して,以 下 のよ うな手順 に従 つて簿記 の解説 を進 める とい う58。

すなわち,彼 は,ま ず最 初 に,構 想 と基本 原理 ・原則(Designandfun-

damentalPrinciplesandRules)に よ って簿記 の全般 的見通 しを与 え,さ ら

に,こ れ らを個別規則(particularRules)を 通 じて応用 し,で きるだ け明確

かっ適切 な方法 で説 明す るとい うので ある。 しか も,Malcolmに よ れば,簿

記 が依拠 してい る基本原理 は ごく少数 であ り㍉ 難 しい もので はないが,し か し,

大 切 な ことは,こ れ らを正 しく説 明 し,か か る技法 に関 す る主要 な一 般規 則

(generalRules)を 明確 かつ明瞭な表 現で示す ことにかか って いると述べて,

個 別規則 は これ ら一般現則 の応用以外 の何 もので もな いとす る。 そ して,こ の

よ うな応用 はきわめて多様 に行 われ うるが,そ こに一般 規則 が なお観 察 され

58)Malcolm匚1718],PrefacetotheReader.

Malcolmは,同 じ 「読 者 へ の序 文 」 に お い て,そ れ ま で に英 語 で 印 刷 され て い る

もの に み 九 簿 記 の教 示 方 法 に完 全 に は満 足 して い な い と述 べ る と と もに,本 文 中 に あ っ

て も,PeeleのPathewayetoPerfectnes(1569)や,DafforneのMerchants

Mirrour(1635)に み られ る よ うな問 答 形 式,っ ま り,設 問 とこ れ に対 す る解 答 を 通

じて 複式 簿記 を教 示 しよ うとす る手 法 に批判 を 加 え て い る(Malcolm[1718],Preface

totheReader,p.127;cf.C17317,p.34)o

な お,Malcolmは,NewTreatise… … で 取 り上 げ た数 学 と簿 記 に関 して,彼 以

前 に現 れ た書 物 の うち,前 者 にっ いて は,HattonのMerchant'sMagazineに 一

定 の評 価 を与 えて い るよ うで あ り,他 方,後 者 に つ い て は,RogerNorth(APerson

ofHonour)の 執 筆 に な る と考 え られ て い るGentlemanAccomptantを 評 価 し

て お り,彼 自身,こ の 簿記 書 か ら大 きな 影 響 を 受 け た こ とが 「読 者 へ の序 文 」 か ら も

うか が う こ とが で き る(Malcolm[1718],PrefacetotheReader;cf.[1731],

pp.iii-iv;BywaterandYamey匚1982],p.148)。
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る とき,Malcolmは,一 般規則 を簿記 の固定部 分(fixtPart),そ の 応用 た

る個別規則 を不定部分(arbitraryPart)と 名 づ ける。 もちろん,こ こで教 示

される簿記法 のすべてが不定部分 になるのではな く,真 の簿 記 によって企図 さ

れ るす べての有益 な 目的を満 たす よ うに勘定記入 を行 うもっとも簡明で規則的

な方法 が示 され るとき,そ れが ある意味 で固定 的部 分 にな るとされ る。そ して,

彼 は,こ の ような簿 記の固定部分 と不定部分 との違 いを学習者 に認識 させ る こ

とが非常 に重要 であ ると説 く。 なぜ な ら,そ うす ることによって,学 習者 は固

定部分 にあた る少数 の簡単 な一般 的概念 と規則(generalNotionsandRules)

の 中 に簿記 の全体を捉 える ことにな り,結 果的 に学習者 の記憶 に負担 をかけ る

もの は何 もな くなると して,彼 は,も っぱ ら基本(Foundation)を 説 明 し明

確 な もの と し,実 務 を記憶 よ りは判 断の作 業 とす るよ うに規 則 や指示(Rules

andDirections)を 与 え ることに努 めた と述 べて,学 習者 の記憶 に依存 し,個 々

の取引 に関す る個別 的な仕訳規則 と記 帳例示 の暗誦 ・暗記 を主体 と して いた従

来 の簿記教授法 か らの離脱 を明確 に示 して いるのであ る59。

で は,具 体的 に,彼 の説 く簿記 の新 しい教授法 がどのよ うに展 開されるのか,

本 文 に相 当す る 「簿記 の教示」(lnstructionsfQrBook-keeping)に お け る解

説 を概観す ることに しよう。

Malcolmに よ れば,規 則性 と秩 序性 は理性 の産物 であ り,そ れ らが,合 理

的な世 界を非合理的 な世界か ら識別す る とされ る。 そ して,人 間 は,社 会 的動

物(CreaturedesignedforSociety)で あ り,社 会 は商 業 に よ って支 え られ

て いる。正義(Justice)は 社 会 に とって不可 欠 の美徳 で あ る。 わ れわ れ の記

憶 に過度の信頼 を置 き,業 務 にかかわ るあ らゆ る取引 を書 きとめなか った り,

あ るいは,そ れ らを無秩序 に混乱 した方法で書 きとある ことは,あ らゆ る人 間

の権利 を正 しく識別 で きずに,過 大 も しくは過少 に請求す ることにな る。 ここ

59)Malcolm[1718],PrefacetotheReader;cf.Ci718],TitlePage.
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に,取 引を秩序立 てて明瞭に記 録すべ き明 白な必要性が存す るのであ り,こ れ

を行 う方法 を発 明す るために用い られた努力が簿記 を産 み出 した と説 く。 すな

わち,Malcolmに よれ ば,簿 記 とは,如 何 なる ときにで も,で き るだ け容易

に素早 く,業 務 の特定 の部分 ない し全 体 に関 す る事実 か つ公正 な状態(true

andjustStateofanyparticularPartofhisAffairs,orofthewhole)

を知 る ことが で きるよ うに,正 確 で規則正 しい秩序 に従 って,業 務 にかか わる

取引 を記録す る技法 であ ると定義 され る60。

このように,Malcolmは,簿 記 の根源 を商業 ない し商人 の会計(Merchants

Accompts)に 求 め るのであ るが,簿 記 の 目的 もまた,上 記 の定義 に関連 づ け

て,商 人 の業務 にかかわ る公平 かっ真実 な状態を知ることにあるとされる。 もっ

とも,こ こで把握 されるべ き業務 の状態 とは,先 の定義かち も明 らかなように,

業 務の特定部分 の状態,っ ま り,彼 によ って商人会計の本質的課題 と規定 され

る人間(Men),商 品(Goods),お よ び,貨 幣(Money)の 状 態,よ り具 体的

にいえば,商 人が取引 しているすべての人 々 との債権 ・債務の状態,取 引 して

いるすべての種類 の商品 についての仕入 時の数量 や価 値,売 上の状態,さ らに,

貨 幣 につ いて は出納 の状態等 と,こ れ ら特定部分 の状 態を調査す ることか ら得

られ る全 体 と して の業務 の状態 とに分 けて考 え られてい る61。

いずれ にせ よ,か か る簿記 の目的を満 たすために は,そ の第一歩 と して,商

人 の資産(EffectsorEstate)と 負 債(Debts)に 関 して 完 全 な財 産 目録

60)Malcolm[1718],pp.113-114;cf.Mepham[1988c],pp.165-166.

MalcolmのNewTreatise… … に み られ る簿 記 の定 義 は,同 書 に含 まれ た 簿 記 の

解 説 部分 を 改訂 して,単 独 の 書 物 と して 出版 さ れ たTreatiseofBooh-Keepingで

も,ほ とん どそ の ま まの 内 容 で 受 け継 がれ て い る。 す な わ ち,そ こに お い て は,簿 記

とは,で き るだ け明 瞭 で 素 早 く,部 分 な い し全 体 に 関 す る真 実 な 状 態(trueState

ofanyPart,oroftheWhole)を 知 る こ と が で き る よ うな や り方 で,業 務 を 勘 定

に記入 す る(っ ま り,取 引を記 録 す る)た め の 技 法 で あ る と定 義 され て い る(Malcolm

[1731],p.1)0

61)MalcolmO1718],pp.115,178;cf.01731],pp.2-3.
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(lnventary)を 作成 し,そ の後に,実 務に生 じたすべての取引について適切で

十分に記録するように注意を払わなければならない。そのためには,当 然にい

くっかの記録簿(BooksofRecord)が 必要になるが,Malcolmは,そ の う

ちの主要なものとして,ひ とまずイタリア式貸借簿記(=ヴ ェネッィア式簿記)

の通例 にな らって,日 記帳(Waste-Book),仕 訳帳(JournalorDay-Book),

元帳(Leger)と いう三種類の帳簿を挙げている62。

取引の記録 にあたっては,ま ず,取 引日,取 引相手の名前,商 品の名称や数

量,価 格,支 払期限その他のすべてについて,日 付の1順序に伴い,き わめて簡

単な様式で,事 実 に関する正確な叙述によって記録 しなければならない。 これ

らの叙述的記録を包含するのが,上 掲 した諸帳簿のうちの日記帳である。 日記

帳には商人の業務 に生 じたすべての事柄の記録が含まれているので,こ れらの

記録か ら,商 人の業務 にかかわる状態を知 ることは不可能ではない。 しか しな

が ら,日 記帳には,同 一 日付の事柄をまとめて記録 しているとい う以外には何

の秩序も存在 しない。 したがって,も し日記帳から商人の業務にかかわる状態

を知 ろうとすれば,日 付を手がかりに,日 記帳の中に分散 している各々の部分

に関連 した取引を拾い集めるしかない。このような不備を補い,簿 記の目的に

応えるために,Malcolmは,発 生 したすべての取引を日記帳か ら別 の帳簿へ

適宜転記 して,業 務の特定部分がすべて明確に一見できるように,同 じ項 目に

属す るものはすべてそれにふさわしい名称の下に整序 しなければならないと説

く。かかる転記先の帳簿,っ まり,簿 記の目的にとって もっとも重要な意味を

もっ会計帳簿(BookofAccompts)が,元 帳と呼称される帳簿である。元帳

の同一のフォリオに属する左右の頁は等 しく一定のスペースに分割され,こ れ

らのスペースの一つずつが商人のあらゆる取引相手や取扱商品等に対 して割 り

当て られるとともに,そ れぞれの名称が各スペースの頭部 に記される。これが

62)Malcolm[1718コ,p.115.
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勘定(Accompt)と 呼ばれる形式であり,勘 定 を形成する左側の頁 を借方

(Debtor),右 側の頁を貸方(Creditor)と 呼んでいる。 彼は,か かる構造を

もっ元帳にあらゆる取引を記入する方法にこそ,簿 記の核心が存すると説いて'

いる63。

他方,仕 訳帳にっいて,Malcolmは,そ れは異なった様式 を採 る日記帳に

すぎないとする。すなわち,仕 訳帳もあ らゆる事柄を日付順に包含 している点

では同様であるが,日 記帳が単なる叙述的記録にとどまるのに対 して,仕 訳帳

はあらゆる事柄を借方 と貸方 とに分析することによって,元 帳への準備をなす。

っまり,仕 訳帳の企図された用途は,当 該帳簿上で借方と貸方とを識別 し,そ

こか ら元帳に転記することにより,元 帳への誤記入を防止することにあるとさ

れる。 したがって,そ れは,非 常に有用でほあるが,絶 対的に不可欠の もので

はないとして,日 記帳一一元帳の系列に対 して,仕 訳帳を補助的な関係 に位置

づけており64,さ らに,彼 は,取 引の貸借分析 という本来仕訳帳 に課せ られ

た機能を日記帳に付加することによって,独 立の帳簿 としての仕訳帳を排除す

る方途 についても示 している65。

63)Malcolm[1718],pp.115-117.

元帳 の勘定形式 は,Malcolmの 段階にあっても,な お,本 文中でも述べたように,

同一のフォ リオに属する相対応した左右の頁を借方と貸方の記入スペースと して用い

ているが,こ れが,一 っの頁のうちに借方と貸方とを対立させ,勘 定科 目名を両者の

中央に表示させるという現代的な様式 に移行す るのは,注55)で も言及 したBooth

の簿記書を待たねばならないといわれる(小 島[1987],376頁)。

なお,Malcolmは,「 勘定」 に相当する単語 として,NewTreatise… …で は,
"accomp"を 用 いているが

,Treatise(ifBooh-beepingで は,今 日と同様 な綴 り

に変更された"account"が 用 いられるようになっている。

64)Malcolm[1718],p.126.

65)Malcolmも また,従 来の簿記書 と同様に,教 示の本文に続けて,各 種帳簿 の記帳

例示を提示 している。その第一組では,日 記帳一 仕訳帳一 元帳からなる伝統的な三

帳簿制に従っての記帳例示が示されているが,第 二組では,こ れと対比させる形で,

本来仕訳帳の課題となるべき取引の貸借分析,つ まり,仕 訳の記録を日記帳に包含 し

た形態での,彼 の説 く日記帳一 元帳からなる二帳簿制に拠 る場合 の例示を示 してい

る。そ して,か かる二帳簿制への試みはNewTreatise… …の段階では,取 引の貸借
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このように,Malcolmは,帳 簿組織において,イ タリア式貸借簿記 の伝統

的な帳制,っ まり,日 記帳一一仕訳帳一一元帳からなる三帳簿制か ら,元 帳を

中心に,こ れと日記帳から構成される二帳簿制への実質的な移行を説いている66。

そして,こ のことは,教 示の側面にあっても,従 来みられた,仕 訳帳を帳簿組

織の機軸にすえ,当 該帳簿での取引の貸借分析に教示の重点を置いたアプロー

チ,い わゆる仕訳帳アプローチか ら,元 帳を教示の中心にすえた新 しい手法,

っまり,元 帳アプローチ(1edgerapproach)へ の転換として示されている67。

では,従 来の仕訳帳アプローチにおいて,仕 訳規則 と取引例示を通 じても6ば

ら個別的に教示されてきた取引の貸借分析と,こ れを通 じての元帳勘定への貸

借記入の方法について,彼 は,新 しいアプローチの下で,ど のように教示する

のであろうか。

分 析 の 記 録 が 日記 帳 本 来 の叙 述 的記 録 の 下 に 続 け て 記 載 され て い た もの が,Treatise

(>fBook-beepingで は,日 記 帳 の記 入 スペ し スを 左 右 二 欄 に分 割 し,左 側 の欄 に 貸

借 分 析 の 記 録,右 側 の欄 に叙 述 的記 録 を記 入 す る と い う よ うに,よ り一 層 工 夫 さ れ る

に 至 っ て い る(Malcolm匚1718],Waste-BookN°.II(WiththeJournal

subjoined‐WasteandJournal-Books)cf.[1731],pp.30-33;Wast-Book

N°.2)°

66)二 帳 簿 制 へ の移 行 は,Treatise(ゾBooん 為eεp`πgで は 明 確 に 示 さ れ て お り,そ

こで は,仕 訳 帳 は元 帳 に従 属 す る もの に す ぎず,主 要 な 帳 簿 は 日記 帳 と 元 帳 に限 られ

る とい う こ とが 明 言 され て い る(Malcolm[1731],p.3)。

も っ と も,古 典 的 な三 帳 簿 制(単 一 仕 訳 帳制)か ら の 離 脱 と い っ て も,Malcolm

の場 合 に は,皿.1..で 取 り上 げ るBooth簿 記 書 に み られ るよ う な,多 数 の 補 助 簿 を

日記 帳 と して 用 い る分 割 日記 帳 制(特 殊 仕 訳 帳 制)の 展 開 とい う段 階 に は未 だ 到 達 し

て い な い。

67)注13)で も言 及 した よ う に,簿 記 教 授 法 の発 展 は,Littletonに よれ ば,仕 訳 帳 ア プ

ロー チ→ 元 帳 ア プ ロ ー チ→ 貸 借 対 照 表 ア プ ロー チ へ の 変遷 と して 把 握 され る。 こ の う

ち,元 帳 ア プ ロ ー チ は,19世 紀 半 ば頃 か ら,従 来 の仕 訳 帳 ア プ ロ ー チ に代 わ って 本 格

的 に展 開 さ れ るよ う にな る と い わ れ る が,そ の 嚆矢 は,既 に18世 紀 は じあ の ス コ ッ ト

ラ ン ドの簿 記 書,例 え ば,こ こで 取 り上 げ て い るMalcolmのNewTreatise… …

やTreatiseOf:..-beeping,.あ る い は,LundinのReasonofAccompting…

… に見 出 され る(Littleton[1931] ,pp,33-34;[1961],pp.567-568;cf.Jackson

[1956],pp.303-306;Mepham[1988cコ,pp.108,112,121,184-185)。
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Malcolmは,借 方(Debtor)と 貸方(Creditor)と いう語句について,こ

れらは相関連 した用語であり,一 方の存在は常に他方を想起させる。つまり,

貸方を伴わない借方,借 方を伴わない貸方は存 しないと説 く。そ して,か かる

語句の一般的意味に関して,彼 は,擬 人的受渡説に拠っていた従来の説明方法

を採 らず,借 方 と貸方 という語句 は,厳 密に言えば,単 なる様式(Stile) ,以

外の何 ものでもないことを明言 したうえで,次 のように説明する。すなわち,

これ らの語句はごく一般的な用語であり,そ れが人間に適用されるときには,

誰 もがその意味するところを理解できる。 しか し,商 品や現金といった人間以

外のものに適用されるときには説明を要するという68。

彼によれば,商 人の元帳に見出 される債権 と債務のすべては,元 帳の所有者

たる商人に対 して借 りているものないし所有者 によって支払われるものと解さ

れる。 しか し,商 人の元帳には彼の名前や商号を示す場所はないので,債 権 ・

債務は彼の取引相手の人間の勘定の上で示 されることになる。また,あ る人間

が商人の債権者または債務者 となるときには,か かる債権または債務の真の根

拠や基礎(GroundandFoundation)が 存するはずである。あ らゆる事柄 は

元帳に場所を設けて,そ れに関連 した勘定に記録 しなければな らないので,こ

のような債権 ・債務の根拠となるものにっいても勘定を設けることによって,

かかる勘定が商人ないし所有者の役割を演 じることになり,貸 方を伴わない借

方,あ るいは,借 方を伴わない貸方という不条理を避けることができるとする69。

68).Malcolm[1718],p.118.

Malcolmは,TreatiseofBooh-beepingに おいて も,借 方と貸方 は,厳 密か

つ本来的な意味では人名勘定 に対 してのみ適用できる用語であり,実 在勘定(こ こで

は物財勘定の意味一 注72)を 参照のこと)に 対しては,人 名勘定から借用 し,擬 制

的かつ非本来的な意味で適用 されるにすぎないと述べるとともに,こ のよ うな借方 ・

貸方の適用,殊 に実在勘定へのそれは,こ の簿記法の恣意的で擬制的な部分であると

も述べている(Malcolm[1718],pp.12-13)。

69)Malcolm[1718],p.118-119.
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例 えば,私 がA.B.か らブ ドウ酒 を3か 月後払 いの掛 けで購 入 した と仮定 す

る。 当然 の ことなが ら,私 はA.B.に 支 払 わなければな らない,っ まり,A.B.

は私 に対 して債権者(=貸 主)と な り,私 の元帳 に設 け られ たA.B.勘 定 に貸

方 記入 され る。他方,か か るA.B.の 債 権,換 言す れば,私 の債 務 の根 拠 を示

すた あに,元 帳 にブ ドウ酒勘定 を設 ける。 このとき,私 はA.B.に 対 して債務

者 とな るが,私 はブ ドウ酒 に対 して支払 って いる,っ ま り,ブ ドウ酒 は私 に対

して借 りて いることにな り,ブ ドウ酒勘 定 には借方記入 され る。す なわち,ブ

ドウ酒勘定はA.B.に 対 して借方,あ るいは,A.B.は ブ ドウ酒勘定に対 して賛

方になると説明されるのである70。

さらに,Malcolmは,物 々交換のような真の債権 ・債務が存 しないような

場合でも,借 方 ・貸方 という語句は,様 式の統一性を維持するために用いられ

ると説 く。すなわち,簿 記にあっては,借 方 ・貸方の用語は,人 間に限定され

ることなく,債 権 ・債務の根拠となるあらゆる実在物(realThing)に も適用

される。 これによって,帳 簿全体を通 じての統一性 とともに,勘 定相互間の明

瞭な照合関係が存することになる。かかる勘定の連続的な関連 と相互依存とが

貸借平均をもたらし,帳 簿全体を通 じて借方合計と貸方合計 とを如何なるとき

にも一致させ,記 録の真実性や正当性を確かめるよい方法,っ まり,今 日的に

言 うな らば,試 算表的な検証方法を提供すると説いている71。

70)MalcolmC17187,p.119.

71)Malcolm[1718],pp.119-120;cf.小 島[1987],338頁 。

た だ し,Malcolmは,「 試 算 表 」,っ ま り,"TrialBalance"と い う用 語 は 用 い

て い な い。 しか しな が ら,彼 は ま た,帳 簿 の締 切 に あ た って,借 方 と貸 方 の本 質 か ら,

元 帳 は そ れ 自体 に 諸 勘 定 の 永 続 的 な貸 借 平 均(perpetualBa11anceofAccompts)

を有 して い る と説 き,す べ て の 勘 定 の借 方 と貸 方 とを そ れ ぞ れ 合 計 す れ ば,借 方 全 体

の合 計 額 は貸 方 の そ れ に 等 し くな る と して,か か る 「試 算 」(Trial)を 元 帳 に つ い て

行 うべ き こ とを説 い て い る(Malcolm[1718],p.181;・cf.[1731],p.78)。

な お,試 算 表 の生 成 過 程 に 関 す る史 的 分 析 につ い て は,渡 邉[1983],第1部 第5章

を参 照 され た い。
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このように,Malcolmは,仕 訳規則 と取引の例示に拠 っていた従来の教授

法に対 して,借 方 と貸方に関する一般規則に基づき,取 引の貸借仕訳を理論的

に取 り扱い,元 帳全体の統一性を維持 しようとするのである。そ して,彼 はこ

のような貸借記入の原則に従 って記入が行 われる元帳勘定を,(1)人 間の勘定

(Mens-Accompts),っ まり,人 名勘定(PersonalAccompts)と, .(2)商品や

現金にかかわる実在勘定(RealAccompts)と に大 きく分類する72。

しか しなが ら,彼 はまた,こ れら二つの勘定群に加えて,第 三の勘定群とし

て,仮 想勘定(lmaginaryAccompts)を 付 け加える。 すなわち,Malcolm

によれば,先 に述べたように,取 引されたすべての事柄は借方 ・貸方の様式に

従って記録されなければならないが,実 際に受渡 しがないか,あ る人間に絶対

的債務を生 じないというような,っ まり,一 方において人名勘定や実在勘定に

借方記入ないし貸方記入されるにもかかわらず,他 方でこれに符合する貸方な

いし借方の勘定が存 しない場合が起こりうる。貸方を伴わない借方,あ るいは,

借方を伴わない貸方は複式簿記の基本原理にそぐわないものであることは明白

であり,Malcolmは,商 人の業務の全体的状態に変化を生 じさせ る取引はす

べて正 しく記録 しなければ,簿 記の構想に応えることはできないと説 き,か か

る理由のゆえに設けられる勘定,っ まり,人 名勘定や実在勘定の相手方勘定の

欠如を補 うものとして,仮 想勘定,具 体的には,航 海勘定や損益勘定などを示

している73。

72)Malcolm[1718],p.121cf.[1731],pp.7-12.

MalcolmのNewTreatise… …,あ る い は,後 述 す るMairのBook-beeping

Methodiz'dな ど に お い て 「実在 勘 定 」 と記 され て い る場 合 に は,物 財 勘 定 の み に 相

当 す る もの,っ ま り,狭 義 の意 味 で 用 い ら れ て い る。 た だ し,彼 らか らや や 遅 れ て

1800年 にBritish-lndian:..-beepingを 著 したJohnWilliamsonFultonは,

今 日 と同 様 な意 味 で,っ ま り,「 実 在 勘 定 」 を 人 名勘 定 を も包 含 した 広 義 の 用 法 で 使

用 して お り,簿 記 書 に お いて,同 じ 「実 在 勘 定」 と い う用 語 が 用 い られ て い て も,著

者 に よ り,時 代 に よ って,そ の意 味 す る範 囲 が異 な るの で 注 意 さ れ た い(Cf.Fulton

[18007,p.11)0

73)Malcolm[1718],pp.121-122;cf.1731,pp.18-19.
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例えば,損 益勘定の役割にっいてみれば,私 がある人間に対 して£20の債務

を負 っているとき,現 金 £18の支払によって当該債務を完済できたとする。 こ

のとき,債 権者の人名勘定は£20にっき借方記入されるとともに,現 金勘定 に

は£18について貸方記入されるが,私 が割引を受けた£2に ついても何 らかの

勘定に貸方記入される必要がある。彼は,か かる場合に,仮 想勘定である損益

勘定(AccomptofProfitandLoss)に 貸方記入されると説 くのである74。

このように,Malcolmは,従 来 は取引の貸借分析の解説 にあたって個別的

にしか取 り扱われてこなかった元帳勘定にっいて,こ れを,上 記のように,人

名勘定,実 在勘定(物 財勘定),さ らに,仮 想勘定(名 目勘定)と い う三つの

勘定群 に大別 ・整理することによって,三 勘定分類の構想を明確に提示 してい

るのであり,か かる元帳勘定三分類の体系は,爾 後のイギ リスの簿記書 にも大

きな影響を及ぼし,18世 紀から19世紀 はじめにかけてかなり一般的に教示 され

ることになる75。

74)MalcolmC17187,p.122

75)元 帳 勘 定 を 三 分 類 す る と い う構 想 は,Malcolmの 簿 記 書 よ り も早 く,フ ラ ン ス の

MatthieudelaPorteのLasciencedesnegociansetteneursdelivres(1704)

に見 出 され る と いわ れ,delaPoretは,そ の 中 で,勘 定 を,企 業 主 勘 定(資 本 や損

益 の勘 定),物 の 勘 定,人 の勘 定 に分 類 して い た。 か か る勘 定 三 分 類 の 教 示 は,イ ギ

リス の 簿 記 書 で は,MalcolmのNewTreatise・ … ・・… と同 じ1718年 に 出版 さ れ た,

MacGhieのPrinciples(之 プBooん 一beepingExplain'dに も見 出 さ れ,彼 は,元

帳 勘 定 を,人 名 勘 定.(PersonalAccompts),実 在 勘 定(RealAccompts),擬 制

な い し名 目勘 定(FictitiousorNominalAccompts)に 分 類 す る と と も に,擬 制

勘 定 を,他 の 人 名 勘 定 や 実 在 勘 定 の相 手 方 とな る借 方 な い し貸 方 の欠 如 を 補 う た め に

考 案 さ れ た もの と説 明 して い る。 そ して,こ の よ うな 人 名 勘 定 ・実 在 勘 定 ・名 目 勘 定

と い う勘 定三 分 類 の 教 示 は,次 節 で検 討 す るよ うに,19世 紀 初 頭 にCronhelmな ど

に よ る 資 本 主 理 論 的 観 点 か らの批 判 が提 起 さ れ るに もか か わ らず,18世 紀 か ら19世 紀

は じめ にか けて〒 般 的 な もの とな り,そ の 影 響 は,例 え ば,JamesBennettのAmer-

icanSystem(ゾPrα 醜cαZBoob-beeping(1820)の よ うな 初 期 の ア メ リカ簿 記 書

に も認 め る こ と が で き る(Yamey[1974],pp.156-157;cf.岸[1975],324頁;

MacGhieO1718],p.9;Bennett ,[1"820],pp.ix-xi)o

な お,delaPorteのLascience… … の詳 細 に っ い て は,岸[1975],第17章 を

参 照 さ れ た い。
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次に,Malcolmは,日 記帳～一元帳への記入方法に移 って行 く。 日記帳 は

商人の資産と負債に関する財産目録か らはじめられるが,彼 は,こ れ らの項目

を元帳に記入する際の相手方勘定として,つ まり,先 の仮想勘定の一種として,

資本勘定(AccomptofStock)‐ を位置づけている。すなわち,元 帳には,商

人や所有主の名前を明示的に付された勘定は存せず,こ れは資本勘定によって

提供されると説 くのである。すなわち,資 本勘定は根基(Root)と みなされ,

かかる勘定から帳簿上の他のすべての勘定が派生する。取引の過程を通 じて,

増加,減 少,均 衡の状態が生 じるが,こ れ らはもちろん資本の状態の変化,っ

まり,価 値の増加ないし減少,あ るいは,価 値は不変のままでの単なる構成要

素の変化をもたらすが,こ れらを適切に記録するために,つ まり,資 本勘定に

おける記帳上の混乱を避けるために,彼 は,'別個 に損益勘定を用いるめが便宜

で適当であるとして,損 益勘定を資本勘定の明細勘定 として位置づける見解を

提示 している76。

Malcolmは また,勘 定処理の総括化への動きを示 している。例えば,手 形

取引について,元 帳に相手方の勘定がない場合,あ るいは,小 口の取引先の場

合には,個 別に勘定を設けずに,一 般的名称を付された受取手形勘定(Accompt

ofBillspayabletome)な い し支払手形勘定(AccomptofBillspayable

byme)の 設定を説いたりしている77。

76)Malcolm[1718],p.132;cf.[1731],pp.37-38 .

Hamiltonも ま た,IntroductiontoMerchandiseに お い て,元 帳 勘 定 を,人

名勘 定(PersonalAccompts)と 実 在 勘 定(RealAccompts)と い う二 っ の 勘 定

群 に大 き く分 類 す る と と もに,さ らに,第 三 の勘 定 群 と して,資 本勘 定,損 益 勘 定,

お よ び,利 息 勘 定 や 手 数 料 勘 定 な ど の 補 助 的 勘 定 か ら な る擬 制 勘 定(Fictitious

Accompts)を 挙 げて い る。 こ の よ う な彼 の教 示 か ら も,資 本 勘 定 が擬 制 勘 定(名 目

勘 定)に 分 類 さ れ,か っ,損 益 の 勘 定 が そ の明 細 勘 定 と して位 置 づ け られ て い る関 係

が 明 らか に され て い る(Hamilton[1788],pp.267-268)。

77)MalcolmC1718],p.138;cf.C1731],pp.41-42.
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特に商品勘定については,既 にMalcolm以 前において も,例 えば,Peele

やDafforneの 簿記書などに,副 次的な取扱商品について 「諸商品勘定」 の

利用を説 くケースがみ られるが78,彼 は,こ れをさらに二歩進めて,主 要な'

取扱商品についても,各 種の商品をまとめて総括的に処理する方法を教示 して

いる。例えば,従 来,多 くの特定商品勘定で処理されていたブドウ酒について,

その種類に応 じた金額を示す内訳欄を設けることによって,た だ一つのブ ドウ

酒勘定で,あ るいは,赤 ブ ドウ酒勘定 と白ブドウ酒勘定の二つの勘定で処理す

るという,主 要な取扱商品に対する総括的勘定処理の方途を示 しているのであ

る79。 このようなMalcolmの 教示 は,今 日の簿記教科書にみられるような,

すべての商品をただ一つの勘定で処理するという 「一般商品勘定」の段階には

未だ到達 していないが,業 務の部分的ないし全体的状態をできるだけ容易に素

78)1.2.で 言 及 したPeeleのPathewayetoPerfecthes(1569),あ るい は,こ の

Peeleの 簿 記 書 に先 行 して 出 版 され たJohnWeddingtonのBreffeInstruction

(1567)に お いて は,原 則 と して 商 品 名 が 付 され た特 定 商 品 勘 定 が 用 い られ て い た が,

一 部 の 雑 商 品 に つ い て は ,「 諸 商 品 勘 定 」(Marchaundiesofdiuerssortes,or

Marchandizeofdyuerssortisaccompt)に 混 記 さ れ て お り,Dafforneの

MerchantsMirrour(1635)で は,少 量 扱 い の 諸 商 品 に関 して,そ れ らの 性 質 に ふ

さわ しい 勘 定 の下 で 一 括 して処 理 す べ き 旨の 教 示 が 行 わ れて お り,副 次 的 な 取 扱 商 品

に 対 す る 総 括 的 勘 定 処 理 の 試 み が 見 出 さ れ る(Weddington[1567],TheGreat

BokeorlidgerA,fol.6,16,19,24;Peele[1569],TheJournallordailye

BookeA,examples93,96;TheLeagerorGreateBookeA,fo1.43,44;

Dafforne[1635],AnIntroductiontoMerchantsAccompts,pp.11,21cf.

茂 木[1969],第3章;小 島[1973];渡 邉[1983],第4章)。

79)Malcolm[1718],pp.138-139.

Malcolmは,主 要 商 品 に対 す る勘 定 処 理 総 括 化 に 関 して,NewTreatise… … の

段 階 で は,本 文 や 元 帳 の記 帳 例 示 に お い て具 体 的 な事 例 を 示 す に は至 って い な い が,

Treatise(ゾBoOん 鞠eε画 ηgの 段 階 で は,こ の よ うな総 括 的 商 品 勘 定 を 「概 括 勘 定 」

(GeneralAccounts)と 称 す る と と もに,本 文 中 で は,赤 ・白 の 別 と,フ ラ ン ス と

ス ペ イ ン との産 地 別 に内 訳 の 金 額 欄 を設 け た 「概 括 勘 定 」 と して の ブ ド ウ酒 勘 定 の 例

を示 し,元 帳 の記 帳 例 示 で も,白 と ク ラ レ ッ ト(赤)の 別 に 内 訳 金 額 欄 を 設 け た ブ ド

ウ酒 勘 定 を 掲 げ て い る(Malcolm[1731],pp.44145;Leger-BookN°.1,fol.

2;Leger-BookN°.2,fol.2)°
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早 く把握できるように,主 要取扱商品に限ってではあるが,総 括的勘定処理を

図ることによって,記 帳の明瞭さと迅速さをもたらそうとする実践的配慮に裏

づけられていたものと考えられる80。

彼はまた,こ のような商人の業務に関する真実な状態を知るという簿記の目

的に関連 して,こ れを,既 述のように,特 定の勘定か ら把握される部分的な業

務の状態と,全 体 としての業務の状態とに分けて考察 しているが,後 者の全体

的状態 も各勘定の状態を調査することによってのみ把握できるとして,業 務に

かかわる記録を包含する元帳諸勘定の締切について論及 している。彼によれば,

元帳に含まれたすべての勘定を締め切り,貸 借平均することが,商 人の全体 と

しての業務の真実な状態を知ることになり,そ れは結局のところ資産 と負債に

関する財産 目録を作成することにあるという。すなわち,葺 産 と負債にかかわ

る諸勘定の現在の状態を調査 し,こ れ らの残高か ら新 しい財産 目録を作成する

が,こ のとき,損 益を生 じている勘定については,こ れを損益勘定に集合する

必要があると説 く。例えば,先 の商品勘定の締切に際 しては,当 該勘定の商品

のすべてが未販売の場合,逆 に,す べての商品が販売済みの場合,そ して,一

部の商品のみが販売されている場合に分け,特 に最後のケースについては,損

益を把握する上での重要な構成要素である売れ残り部分の価値(Valueofthe

remainingPart)の 計算,つ まり,評 価の問題に関 して,こ れに要する労力

を避けるために,各 種商品の 「最初の原価」(firstCost)を 考慮すべきこと

80)Cf.Malcolm[1731],p.44.

ただ し,Malcolmは,商 人の業務の状態は,帳 簿上に,明 瞭さと迅速 さ(Clear-

nessandReadiness)を もって現れるべきであるが,あ まりに概括的な勘定は,あ

まりに多 くの詳細な勘定を設けるのと同様に,こ れらに反するとして,取 引の状況に

応 じた各種商品に対する適度な総括的処理を求めている(Malcolm[1731],p.44)。

なお,MacGhieも,仕 訳帳における作業や元帳上の勘定の数を減らす という,記

帳業務簡略化の観点から,例 えば,大 麦やからす麦,小 麦などにっいて,穀 物 とい う
一般的名称を付された勘定で総括的に処理するといった,Malcolmに み られるのと

同様な,商 品勘定の種類別総括化の方途を示している(MacGhie[1718],p.13)。
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を教示 している81。 そして,全 勘定を通 じての正味の利益ない し損失が,彼

81)Malcolm[1718],pp.182-184.

お そ ら く16～18世 紀 の イ ギ リス の簿 記 書 に あ って は,且amiltonの よ うに,在 庫 商

品 に つ い て,そ の価 格 の 上 下 に 即 応 して 損 益 を 計 上 す る と い う 観 点 か ら,原 価

(primecost)よ り も時 価(currentprices)に よ る評 価 の 方 が 適 当 で あ る とす る見

解 も見 受 け られ るが,大 多 数 は,Malcolmや,後 述 のMairの よ う に,原 価 に 基

礎 を置 く評 価 を 教 示 す る こ と に よ り,在 庫 商 品 の評 価 に か か わ る問 題 を 解 決 して い た

よ うに思 わ れ る。 特 にMalcolmは,TreatiseofBook-keepingに お い て,在 庫

商 品 に関 して,原 価 で 評 価 して も よ いが,時 価(currentRates)で 評 価 して も よ い

と述 べ る一 方 で,た だ し,時 価 で 評 価 す る こ と は,未 だ商 品 を売 却 して い な い の で,

実 際 に生 じる か ど うか わ か らな い 利 益 な い し損 失 を 勘 定 に持 ち込 む こ とに な る と して,

原 価 で 評 価 す る方 が 合 理 的 で あ るよ うに 思 わ れ る と説 き,今 日 で い う取 得 原 価 一 収

益 実 現 ア プ ロ ー チ(historicalcost-revenuerealizationapproach)に 拠 った形

で の 原 価 評 価 に つ い て 明 確 に 言 及 して い る の で あ る(Malcolm[1731] ,p.89;

Hamilton[1788],p.285;cf.Winjum[1972],p.75;Yamey[1977] ,pp.23-

24;Edwards(J)[1989],p.86)o

な お,建 物 や 船 舶 と い っ た固 定 資 産 に っ い て も,Malcolmは,NewTreatise… …

で は,該 当 す る勘 定 の 借 方 側 に こ の種 の資 産 の価 値(原 価)と 修繕 費 ・公 課 そ の 他 の

費 用 を記 入 し,貸 方 側 に は賃 貸 料 や 運 賃 等 の収 益 を記 入 す る と と もに,も し売 却 し た

と き に は そ の価 値 を貸 方記 入 す べ しとす る処 理 方 法 を 教 示 して い る が,Treatise(ゾ

Booh-keepingで は,こ れ を,さ ら に展 開 して,三 っ の方 法 に分 け て詳 述 して い る。

す なわ ち,(1)勘 定 の締 切 時 に は,該 当 の 固 定 資 産 は原 価 の ま ま で 繰 り越 し,損 益

勘 定 に は,当 該 勘 定 に借 方 記 入 さ れ た修 繕 費 等 の 費 用 と,貸 方 記 入 さ れ た 賃 貸 料 や 運

賃 等 の 収 益 の 差 額 の み が振 り替 え られ る方 法,(2)借 方 側 に記 入 さ れ た 資 産 の 原 価

や 費 用 と,貸 方 側 に記 入 さ れ た収 益 との算 術 的 な 貸借 差 額 が,勘 定 締 切 時 に,新 し い

勘 定 に繰 り越 され て ゆ く(し たが って,損 益 勘 定 へ の 損 益 の 振 替 は行 わ れ な い)方 法,

(3)実 際 に 値 打 ちが あ る と思 わ れ る価 値 で資 産 を再 評価 し,再 評 価 に 伴 う損 益 は,

他 の 費用 や 収益 と併 せ て,損 益 勘 定 に振 り替 え られ る方 法 で あ る。Malcolm自 身 は,

これ らの方 法 の うち,(1)の 方 法 が ベ ス トで あ る と述 べ て い るが,そ の 当 時 の 会 計

実 務 の 中 で は,こ れ らの 方 法 の いず れ もが 見 出 さ れ る と い わ れ る。 す な わ ち,そ こ に

あ って は,何 ら標 準 的 とみ な され る方 法 は存 在 せ ず,同 一 の元 帳 の 中 で も,種 類 を異

にす る資 産 に は異 な った 方 法 が 適 用 され,同 一 の資 産 につ い て で さ え,異 な っ た 締 切

の 時 点 で 異 な った 方 法 が 適 用 さ れ る こ と が あ っ た と い わ れ る の で あ る(Malcolm

[1718],pp.147-148,185;LegerN°..1,fo1.14;LegerN°.2,fol.3[1731],

p.90;Leger-BookN°.1,fo1.14,15;LegerN°.2,fol.3cf.Yamey,

EdeyandThomson[1963],p.110(footnote59)YameyC1960] ,pp.5-6;

匚1963b],pp.197-199;[1977],p.23;Edwards(J)[1989],pp.81.85)。
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がすべての勘定の根基と規定する資本勘定の増加ないし減少 と一致するとき,

すべての勘定が正 しく記帳されていたことが証明されるとして,財 産計算を損

益計算の側面か ら確証づける方策を提示 しているのである82。

なお,Malcolmは,商 人が彼の資本の状態を知ろうと望む ときにはしばし

ば元帳を締め切ることができるというが,同 時にまた,商 人は一般に一年に一

度 これを行 っているとも述べてお り,か ってのイタ リア式貸借簿記(=ヴ ェネ

ッィア式簿記)で 説かれていたような不規則的な帳簿の締切から,一 年に一度

という年次締切への移行が,そ の当時の会計実務においてほぼ定着 しかかりつ

っあったことが示唆されている83。

このように,Malcolmは,理 論と実務 との融合を唱え,従 来の仕訳規則 と

記帳例示の機械的な暗誦 ・暗記主体の教示方法か ら脱却 し,よ り理論 的な教

82)Malcolm[1718],p.182;[1731コ,p.82;cf.小 島[1987],344頁 。

Malcolmは,具 体 的 な勘 定 処 理 の上 で は,元 帳 全 体 の 完 全 か つ 組 織 的 な締 切 の た

め に は,実 質 的 に新 しい財 産 目録 を包 含 す る残 高 勘 定(AccomptofBallance)の

残 高 と,損 益 勘 定 の残 高 と を,資 本 勘 定 に振 り替 え,か か る資 本 勘 定 の借 方 合 計 額 と

貸 方 合 計 額 とが 一 致 す れ ば,も っと も適 切 な確 証 が 得 られ る と述 べ て い る。 た だ し,

彼 は,残 高 勘 定 や 損 益 勘 定 上 の諸 残 高 を別 の紙 葉(separatePaper)の 上 で 集 計 し,

試 算(Trial)し て,そ のす べ て が正 しい と い う こ とを 確 か あ た 後 で な け れ ば,元 帳

の諸 勘 定 に記 入 す べ きで は な い と も述 べ て お り,残 高勘 定 と損 益 勘 定 と い う集 合 勘 定

と は別 に,検 証 目的 の た めの 計 算 表 の作 成 を説 い て い る(Malcolm[1718] ,pp.193-

194;[1731],p。87;cf.渡 邉[1983],109-110,140頁;小 島[1987] ,345頁)。

な お,Malcolmの 簿 記 書 に お いて,こ の よ うな検 証 目的 を も った 計 算 表 の 作 成 が

特 に教 示 され て い た 背 景 に は,帳 簿 の締 切 時 に,人 名 勘 定 や実 在 勘定 か ら残 高 勘 定 へ

の振 替 が,仕 訳 帳 を 経 由 す る こ と な く,勘 定 間 で 直接 的 に行 わ れ て い た と い う事 情 が

存 す るよ うに 思 わ れ る(Cf.久 野(秀)[1979b],71-72頁)。

83)Malcolm[1718],p.178.

MacGhieも,Principles(≧ ∫Booん 一鴕 ερ加gExplain'dに お い て,商 人 は,新

しい財 産 目録 を作 成 し,新 し い帳 簿 を は じめ る た め に,望 む と きに い っ で も元 帳 を 締

め切 って よ い と述 べ る一 方 で,あ る人 達 は帳 簿 を一 年 あ る い は半 年 毎 の 定 め られ た と

き に これ を行 って い る と も述 べ て い る(MacGhie[1718],p.52)。

な お,Malcolmは,本 文 中 で も明 らか に した よ うに,NewTreatise… … で は,

一 年 に一 度 とい う元 帳 の年 次締 切 に つ いて 言 及 して い るが
,TreatiseofBook-beep-

ingで は,帳 簿 の年 次 締 切 に 関 す る言 及 は行 わ れ て い な い。
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示,っ まり,簿 記の基本たる貸借記入の一般規則から解 き明かすことにより,

論理的に教示を進めてゆこうとしたのである。このとき,彼 の教示の中心になっ

たのは,か っての簿記書にみられるような仕訳帳ではなく,簿 記の目的である

商人の業務の部分ないし全体を知 らしめるという機能を担 う元帳であったので

あり,彼 は,こ の点において,LucaPacioliの 簿記論(1494)に 代表 され る

イタリア式貸借簿記(=ヴ ェネツィア式簿記)の 伝統の一つであった日記帳一

仕訳帳一一元帳からなる三帳簿制か ら離脱 し,仕 訳帳を主要簿の系列か ら排除

した,日 記帳一一元帳から構成 される二帳簿制への実質的な移行を示 している

のである。そ して,彼 は,か かる二帳簿制の下で展開される新 しい教授上のア

プローチ,つ まり,元 帳アプローチの機軸 となるべき帳簿である元帳に収容さ

れる諸勘定を,人 名勘定 ・実在勘定 ・仮想勘定 という三っの勘定群に分類す る

とともに,資 本勘定を,商 人の資産や負債を表す人名勘定 ないし実在勘定の相

手方勘定,換 言すれば,こ れ ら二っの勘定群に相対する仮想勘定の一種 として

位置づけている。 しかも,彼 は,こ の資本勘定を他の諸勘定の根基,っ まり,

帳簿上のあらゆる勘定 は資本勘定か ら派生するとして,損 益の勘定 も,資 本勘

定に従属する明細勘定 として位置づけている。 このようなMalcolmの 説 く

教示内容 は,彼 のNewTreatise… ……の出版 か ら丁度100年 が経過 した

1818年 に登場す るFrederickW.Cronhelmの 簿記書DoubleEntryby

Singleで 展開される資本主理論的簿記論の萌芽 ない し原型 とも考え られるの

である。

かかる理論化 ・近代化の傾向は,既 にみてきたように,Malcolmの 他 の教

示の側面にも見出される。すなわち,上 記の三帳簿制と並んで,ヴ ェネッィァ

式簿記の古典的特徴として指摘 される特定商品勘定形態での商品勘定の利用や,

不規則的な帳簿の締切 という点に関しそも,彼 は,主 要取扱商品に対す る総括

的勘定処理の試みや,帳 簿の年次締切の教示といった点において,従 来の簿記

書か ら一歩進んだ内容を示 しており,そ れゆえに,彼 は,そ の当時 における
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「理論的先覚者」84という評価を与え られている。 ただ し,反 面において,彼

の教示 は,簿 記処理上における実践的改良への意図を包含 しなが らも,お そら

くはその教示の基本において理論的であろうとしたがゆえに,仕 訳規則や記帳

例示の機械的暗誦 ・暗記を主たる教示内容とした従来か らの教科書に慣れた当

時の読者にとってかなり難解なものであったのではなかろうかと想像される。

したがって,上 記のような積極的評伍 とは別 に,彼 のことを"PhiloDogma-

ticus"85と 名づけるような評価 もまた下されているのであ る。いずれにせよ,

Malcolmに よって企図されたイタリア式貸借簿記の近代化 と理論化への試み

は,彼 に続 くMairに よって,従 来からの簿記教授上 の一般的手法であ った

仕訳帳アプローチと総合され,こ こに伝統的なイタリア式貸借簿記の系譜上に

ある教科書としての体系化が一応完成されることになるが,こ の点にらいては,

次節に検討を委ねようと思 う。

11.3.イ タ リア式貸借簿記の標準的教科書の出現

一一メイア簿記書 を中心 として 一一

MalcolmのNewTreatise()fArithmetichand:..-keepingの 出 版 か

らほぼ20年 が経過 した1736年 に,刊 行 の当初 か ら19世 紀初 頭にか けて ,イ ギ リ

スの国 内 ・国外 を問わず,広 く読 者を獲得 した複式簿記の有名な解説書が現れ

た。す なわち,MairのBook-keepingMethodiz'dで あ る。 この簿 記書 は,

初 版の出版以来,好 評を博 して,し ば しば増補 ・改訂が繰 り返 され,1773年 に

84)小 島[1987],335頁 。

85)Mepham[1988b],p.153;[1988c7,pp.61,451(note(1)).

残 念 な が ら,Malcolmの 簿 記 書 は,そ の優 れ た 内容 に もか か わ らず,次 節 で 取 り

上 げ るMairの 簿 記 書 の よ う に は版 を 重 ね る こ とが な く,イ ング ラ ン ド ・ウ ェ ー ル

ズ勅 許 会 計 士 協 会 の 文 献 目録HistoricalAccountingLiteratureに よ れ ば,New

Treatise… … は初 版 のみ,ま た,Treatise(ゾBooん 一beepingも,1743年 に 第 二 版

が 出版 され た にと どま って い る(lnstituteofCharteredAccountantsinEngland

andWales[1975],pp.78>79,316)0
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は標題 もBook-keepingModerniz'dと 改 あ られ,両 書合わせ てお よそ70年 の

長 きにわ たって多 くの版 を重 ねてい る86。 このMairの 簿 記書 は,著 者 自身

86)Mair(1702/1703～1769)は,セ ン ト ・ア ン ド リa‐ ズ大 学 を 卒 業 した後,エ ア ・

グ ラマ ー ・ス ク ー ル に勤 め,数 学 や簿 記 そ の他 の教 科 を 担 当 しな が ら,1746年 に は校

長 に 任 命 され,ス コ ッ トラ ン ドに お け る実 学 教 育 の 必要 性 に対 応 した,同 校 の 一 種 の

アカ デ ミー化 を 図 っ た教 育 プ ロ グ ラム の抜 本 的 な 改 革 に 携 わ って い る。 その 後,彼 は,

注48)で も言 及 した よ うに,1761年 に新 設 され た パ ー ス ・ア カ デ ミー に校 長 と して 招

聘 され,在 職 の ま ま1769年 に死 亡 して い る。 彼 は,長 年 にわ た る教 師 と して の 生 活 の

中 で,数 学 や 簿 記,ラ テ ン語,歴 史 な どに か か わ る多 数 の 著 作 を 著 して い るが,特 に,

1736年 に公 刊 され た:..-keepingMethodiz'dは,イ ギ リス本 国 の読 者 に 好 評 を

も って 受 け 入 れ られ,第 三 版(1749)で は,イ ン グ ラ ン ドとの 合 併 後,ス コ ッ トラ ン

ド商 業 資本,特 に グ ラ ス ゴ ウ の商 業 資 本 に と って 対 ア メ リカ植 民 地 貿 易 の 活 路 を 見 出

す起 点 に な った 「タバ コ植 民 地 」 と称 され て い た ヴ ァー ジ ニ アや メ リー ラ ン ドと の タ

バ コ貿 易 に関 連 した"TheproduceandcommerceoftheTobaccoColonies;…"

と題 され た章 を 補 論 に加 え,さ らに,第 五 版(1757)で は,西 イ ン ド諸 島 と の 砂 糖 貿

易 に 関 連 した"TheproduceandcommerceoftheSugerColonies;… …"を

補 論 に付 け 加 え る な ど,増 改 訂 を繰 り返 しな が ら,1765年 に は第 八 版 が 出 版 され て い

る 。 さ ら に,彼 は,こ れ に 徹 底 し た 改 訂 ・増 補 を 施 し,標 題 も:..-beeping

Moderniz'dと 改 め た もの を1768年 に完 成 して い た。 この 簿 記 書 が 公 刊 され た の は,

残 念 な が ら,彼 が 死 亡 した後 の1773年 に な って か らの こ とで あ るが,こ れ も ま た 好 評

を博 して,死 後40年 近 くが 経 過 した1807年 に 第九 版 が 出 版 さ れ て い る。 ま た,Mair

の簿記 書 は,イ ギ リス国外 で も多数 の読 者 を獲得 して お り,iII-beepingMethodiz'd

は,初 版 が出版 された翌 年 の1737年 には アイ ル ラ ン ドの ダ ブ リンで 刊 行 され,同 地 で も版 「

を重 ねて い る。 また,1775年 に はBoob-beepingMethodiz'dの 第 六版(1760)を ベ ー

ス に ノ ル ウ ェ ー語 訳 が 出 版 さ れ て お り,こ れ は ノ ル ウ ェ ー 語 で 印 刷 さ れ た 最 初

の簿記 書 とな って いる。 他 方,北 ア メ リカで は,ア イ ル ラ ン ドに み られ た よ うなMair

簿 記 書 そ の もの の 現 地 出版 は行 わ れ て い な い が,そ れ は18世 紀 後 半 に同 地 で 入 手 で き

る も っ と も広 く読 まれ た簿 記 書 で あ った の で あ り,Boob-beepingModerniz'dは,

奴 隷 主 的 プ ラ ン タ ーで もあ っ たGeorgeWashingtonが 彼 の 蔵 書 の中 で も っ と も熟

読 した 書物 の 一 っ で あ っ た と い わ れ る(MephamandStone[1977],pp.128-134;

BywaterandYamey[1982],p.164Mepham[1988c],pp.68-75,78-79,

129;cf.InstituteofChateredAccountantsinEnglandandWales匚1975],

pp.138-141,144-145,316;Chandler[1977],p.521(note(57))(鳥 羽 ・小 林 訳

[1979],88頁(注57));PrevitsandMerino[1979],pp.11-12,18-19(大 野 他

訳[1983],13-14,20-21頁);.Mepham[1988c],Chaps。12・13)。

なお,Mairの 伝 記 的叙 述 につ いて は,Mepham[1988c],Chap.4を 参 照 され た い。

ま た,彼 のi!I-beepingMethodiz'dとBoob-beepingModerniz'dの 詳 細

に つ い て は,渡 邊[1983],第 皿部 第2章 ・第4章 を 参 照 さ れ た い(Cf.小 島

[1987],第15章 第3節 の2;Mepham[1988c],Chap.7(7.13,7.20))。
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が,"TheElaborateMair"87と 称 されてい ることか らもうかがえ る よ うに,

き わめて詳細か っ完全 な解説 を特徴 としてお り,前 節で検 討 したMalcolmの

影 響を受 けなが らも,従 来の教授 法 も併せて取 り入れ,中 庸 を得 た,い わ ばそ

の当時 の簿記教科書 の標準版 ない し決定版 と もい うべ き もので あ った88。 以

下,こ のMairの 簿 記書,殊 に:..-keepingMethodiz'dに 焦 点をあてつつ,

そ こに見出 され る簿記教授法 とその教示 内容 の特徴 につ いて,先 のMalcolm

簿 記 書 と対比 しなが ら,概 観 す ることに しよう。

Mairは,Book-keepingMethodiz'dの 「序文」(Preface)に お いて,次 の

ように述べてい る。「イ タ リア式簿記 」(ItalianBook-keeping)89の 有 用 性 は

非常 に よ く知れ渡 って いる。当時 に利用 されて いた他 の会計記録法 と比 べての

その優 れた長所 は明 白にな ってお り,こ の方法 の声価 は今 や十分 に定着 し確立

87)Mepham匚1988b],p.155;[1988c],pp.68,454(note(1))。

88)Cf.BywaterandYamey[1982],p.164;MephamC1988c],p.77.

89)Mairは,Boob-beepingMethodiz'dに お い て は,彼 以 前 の 著 者 達 と同 様 に,

今 日的 な 「複 式 簿 記 」(doubleentrybookkeeping)と い う用 語 は用 い て お らず,

先 に み た よ うに,「 イ タ リア 式 簿 記 」,あ る い は,標 題 に お い て もBoob-beeping

Methodiz'd:or,AMethodicalTreatiseofMerchant‐Accompts,According

toTheItalianForm.… … とい うよ うに,「 イ タ リアの様 式 に従 っ た … … 」 と い う表 現

を採 って い る。た だ し,彼 は ま た,か か る簿 記 法 の 特 徴 が,一 方 で の借 方 記 入,他 方 で

の貸 方 記 入 と い う,少 な くと も二 つ の記 入 が元 帳 に行 わ れ る こと に あ る と して,「 イ タ

リア 式 簿 記 」 を 「複 式 記 入 に よ り勘 定 を 記 録 す る方 法 」(aMethodofkeeping

AccomptsbydoubleEntry)と も呼 称 して い る。 そ して,後 の改 訂 版 で は,標 題

中 に 「複式 記 入」 の用 語 を挿入 して,iII-beepingModerniz'd/or,Merchant-

AccountsbyDoubleEntry,accordingtotheItalianform.… … へ と変 更

して い る(Mair[1736],TitlePage,p.14;cf.[1773],TitlePage,p.15)。

な お,こ れ ら二 つ の 簿 記 書 の標 題 を比 較 す る こ とか ら も明 らか な よ うに,Mairは,

「勘 定 」 に 相 当 す る単 語 と して,:..-heepingMethodiz'dの 段 階 で は"accompt"

を 用 い て い るが,:..-beepingModerniz'dで は,今 日 と 同 様 な"account"と

い う綴 りに改 あて い る。 注63)で 言 及 した よ うに,Malcolmも また,NewTreatise

… とTreatise(>fBooh -beepingと で は,「 勘 定 」 に 相 当 す る単 語 の綴 りが 異 な っ

て お り,丁 度 この18世 紀 が,"accompt"か ら"account"へ と綴 りが 変 化 し,後 者

の綴 りが定 着 して ゆ く過渡 期 に あ た って い た もの と考 え られ る。
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されているとする。 しかしながら,彼 はまた,こ の方法に関 してより一層の改

善を行いうる余地が残されているように思われるという。なぜなら,既 に非常

に多 くの著者達が簿記に関する書物を著 しているが,そ の大多数は,適 切な基

礎(Foundation)を 定めずに,学 習者の判断力を啓発す ることなく,彼 の記

憶力に依存することにより教示を行 っている。逆に,こ のような教条的な傾 向

を避けようとするごく少数の人達は,他 の極にあまりにも走 り過 ぎ,抽 象的な

理論をうんざりす るほどまでに主張 し,読 者を しば しば困惑させていると説き,

かかる状況が彼をして簿記書の執筆に向かわせたと述べている。すなわち,

Mairは,一 方において,従 来の大多数の簿記書にみられるような仕訳規則や

記帳例示の機械的な暗誦 ・暗記に依存する教授法を批判するとともに,他 方で,

Malcolmの 簿記書にみられる欠点,っ まり,理 論 と実務 との融合を目指 しな

が らも,や や もすれば教示の理論化の方向に流され,読 者にとって難解で抽象

的な議論を展開しがちであった点にっいても批判を加えているのであるgo。

では,具 体的に,Mairは,「 イタリア式簿記」にっいて,ど のように教示 を

進めてゆくのであろうか。

彼は,本 文の冒頭で,簿 記を,事 業のあらゆる部分,お よび,全 体 に関す る

真実な状態(thetrueStateofeveryPart,andofthewhole)を 容易かっ

明瞭に知ることができるように,事 業の勘定を記録 し処理する方法を教示す る

ための技法であると定義する91。 このような定義は,先 にMalcolmに よっ

て示された簿記の定義ときわめて類似 した内容のものであるが,Mairは また,

簿記の対象や目的に関連 して,次 のように述べている。すなわち,簿 記が取 り

扱 う対象ないし事柄 とは,事 業家(aManofBusiness)が,彼 自身 の記憶 の

90)Mair[1736],Preface,pp:v-vii.

91)Mair[1736],p.1.

Mairは,iII-keepingModerniz'dに お い て も,簿 記 に 関 して ま っ た く同 一

の定 義 を 記述 して い る(Mair[1773],p.1)。
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ために,あ るいは,関 係者(Personsconcerned)に 対 して彼の行動や経営 に

っいての満足のゆく報告を提供するために,記 録 し書きとめる必要があるよう

な業務,取 引または売買(Affairs,TransactionsorDealings)で あると説

き,さ らに,簿 記に課せ られた目的 とは,彼 の業務に関する真実な状態を明瞭

に表示すること,つ まり,諸 帳簿が事業のそれぞれの部分の状態や状況に関 し

て簡潔で十分かっ正確な報告を提示できるように,売 買や取引を記録す るとと

もに,勘 定を整理 し処理すること,そ して,そ れによって,彼 が,業 務の状態

や状況 について,如 何なるときにも彼自身と他の人達を満足させることにある

と説いている。このように,Mairに あっては,事 業家本人のみな らず,関 係

者もまた,簿 記に基づ く会計報告の対象 として意識 されているのである92。

上記のような簿記の目的を達成するために必要な帳簿に関して,Mairは,

日記帳一 元帳から構成される二帳簿制への実質的な移行を示 していたMalcolm

と異なり,主 要簿 として,日 記帳,仕 訳帳,元 帳という三種類の帳簿 を挙 げて

おり,イ タリア式貸借簿記(;ヴ ェネツィア式簿記)の 伝統を継承 した三帳簿

制に基づく帳簿組織を教示 している。彼は,ま ず,発 生順に従 っての取引の正

確な記録が不可欠であり,か かる機能を担 うのが日記帳であると説 く。そして,

このような日記帳の記録 によって,事 業の真実の状態を知ることは不可能では

ないが,お びただしい時間と労力を費やすことになる。それゆえに,工 夫 に富

む人達は,日 記帳に含まれている記録を別の形式に整理 し直 し,新 しい帳簿を

作成す るという。すなわち,さ まざまな取引や売買を,日 記帳におけるような

取引の発生順に従 った単純な叙述的記録ではな く,同 じ性質の事柄はひとまと

めに分類 し,同 じ項目に属するすべての個別的事項を集合 し結合する,端 的に

いえば,勘 定に対す る貸借記入の形式 に書き改めるのである。この種の機能を

果たすのが,元 帳と呼ばれる帳簿である。 しかしながら,彼 はまた,日 記帳か

92)Mair[1736],pp.1-2;cf.[1773],p.1.



94 研 究 年 報XXXW

ら元帳へ直接的に転記することは誤りを犯す大きな危険を伴 うので,商 人は,

このような問題を容易にし,元 帳に忍び込む誤 りをできるだけ防止するために,

第三の帳簿を導入すると述べ,か かる機能を担 う帳簿,っ まり,仕 訳帳におい

て,日 記帳での記録を再度簡潔に叙述するとともに,適 切な借方 と貸方 とを確

定するという93。

このように,Mairに あっても,先 のMalcolmの 教示と同様に,仕 訳帳は,

取引を借方 と貸方 とに分析 し,元 帳への転記に際 しての誤記入を防止するとい

う機能を与え られているのであるが94,彼 は,Malcolmの よ うに,こ れを主

要簿の系列から排除 し,日 記帳一 元帳か らなる二帳簿制への移行 を背景 に,

元帳を中心に簿記の教示を進めてゆこうとす る,い わゆる元帳アプローチには

拠 らず,む しろ仕訳帳にも第一次的重要性を認めて,Peele以 来 のイギ リス簿

記書の伝統になっている仕訳帳アプローチ,つ まり,仕 訳帳を帳簿組織の機軸

に定め,当 該帳簿における取引の貸借分析の教示に重点を置いて簿記の解説を

進めてゆ くという手法を採 っている。すなわち,Mairに よれば,「イタリア式

93)Mair[1736],pp.2-4;cf.[1773],pp.2-4.

Mairは,三 帳 簿 制 に拠 る と い って も,日 記 帳 や 仕 訳 帳,元 帳 の み を 教 示 して い た

わ け で はな く,現 金 出納 帳(Cash-book)や,商 業 経 費 帳(BookofChargesof

Merchandize),家 計費 帳(BookofHouseExpences),売 上帳(BookofSales),

手 形 記 入 帳(Bill-book)な ど,多 くの補 助 簿 に っ い て も説 明 を 加 え て い る が,こ れ

らの解 説 は す べ て 本 論 で は な く補 論 に収 容 さ れ て い る(Mair[1736],Appendix,

Chap.lcf.C1773],Appendix.Chap.1)

94)Mairは ま た,仕 訳 帳 に関 して,日 記 帳 か ら元 帳 へ の転 記 に あ た って の誤 記 入 を 防

止 す る とい う機 能 に 加 え て,商 人 の取 引 を適 切 に記 録 す る とい う機 能 の 重 要 性 に っ い

て も指 摘 して い る。 す な わ ち,日 記 帳 が 営 業 の渦 中 に複 数 の人 達 に よ って 記 帳 され る

た め に形 式 が定 ま らず不 正 確 な こ とが あ るの で,単 犀借 方 と貸 方 の リス トな い し カ タ

ロ グ と い うだ け で な く,商 人 の事 業 に か か わ る適 切 な記 録 を 日記 帳 と は 別 に 保 持 す る

と い うこ と も仕 訳 帳 の機 能 に含 意 され て お り,そ れ ゆ え に,仕 訳 帳 は,商 人 と取 引相

手 と の間 に争 いが 生 じた場 合 に,民 事 め 判事(CivilJudge)か ら通 常 要 求 さ れ 検 査

され る帳簿 に な ってい る と述 べ て い る(Mair[1736],p.9;cf.[1773コ,pp.8-9)。
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簿記 」 の最大 の課題 は,日 記 帳の記録 を元帳の形式 に整理す るための もっ とも

容易 で最 善の方法を教示す ることにある とされ,か か る見地か らは,仕 訳帳 の

役割 はきわめて重 視 され るか らで ある95。

彼 は,仕 訳帳 における取 引の貸借分析 に関す る解 説 に先立 って,借 方 と貸 方

とい う用語 の本質 にっ いて,次 のよ うに述 べてい る。すなわ ち,日 記 帳 に記録

され てい る取 引は,二 っ の部分(twoParts)か ら構成 されてお り,そ れ らは,

同 じよ うに二 つの部分 か らな る元帳勘定 の相対立す る側 にそれぞれ記入 され る

とす る。例 えば,あ る商人 が,A.B.か ら砂糖 を掛 けで購入 した と仮定す る。

この とき,商 人 の名前 は彼 自身 の帳簿 の上 に は現 れな いので,商 人 は,商 品 を

彼 自身 に見立て る。 その場合 にう商 品は,こ れ らの買入先で ある人物 に対 して

借 りて いる,つ ま り,砂 糖 はA.B.に 対 して借方 にな ると説明 され る。逆 に,

も し砂 糖をA.B.に 掛 けで売却 した とすれば,A.B.は,商 人 自身 に対 して

ではな く,商 品で ある砂糖 に対 して借 りてい る,つ ま り,A.B.は 砂 糖 に対 し

て借方 にな ると説明す るので ある96。 しか も,Mairに あ って は,こ の ような

擬人 的説 明に加 えてL借 方 と貸方の用語 は,取 引 の異 なる部分 に付 された符号

(MarksorCharacteristicks)以 外 の何 もので もない とされ る。 さ らに また,

彼 は,借 方 と貸方 とは,相 対立 す るもので はな く,一 方 は他 方 の根 拠,条 件 な

95)Mair[1736],p.3;cf.匚1773],p.3,

Mairも,注65)で 言 及 したMalcolmの 場 合 と同 様 に,日 記 帳 と仕 訳 帳 の 二 つ の

機 能 を 統 合 し た 性 格 の 帳 簿 に つ い て 教 示 し て い る 。 す な わ ち:..-keeping

Methodiz'dで は,帳 簿 上 の各 頁 を左 右 二 欄 に分 割 し,右 側 の 欄 に 日記 帳 が 担 う取 引

に 関 す る叙 述 的 記 録 を,ま た,左 側 の欄 に仕 訳 帳 が担 う取 引 の貸 借 分 析 の 記 録 を並 記

す る形 式 を 簡 単 な 例 示 と併 せ て 示 す と と もに,叙 述 的記 録 の下 に貸 借 分 析 の 記 録 を 記

載 す る形 式 につ いて も提示 して い る。 ただ し,Boob-beepingModerniz'dで は,叙 述

的記録 と貸借 分析 の記 録 とを並 記 す る形 式 に お い て,両 者 の 記 入 欄 が,:..-beeping

Mothodiz'dの 場合 とは左 右 逆 転 した例 示 が示 され て い る(Mair匚1736],pp.11-12;

cf.[1773],pp.12-13JournalB(Waste-Bookandjournal))0

96)Mair[1736],pp.12-13,15;cf.[1773],pp.14,16.
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い し原 因(Ground,ConditionorCause)に な るという。 すな わ ち,先 の例

でみれば,砂 糖 とい う商 品の受取 りは,A.B.に 対 す る債務発生 の原因で あり,

逆 に,か か る債 務の発生が商品 を受 け取 る条件 にな ってい ると述べ,借 方 と貸

方 とを相互 に関連 し相互 に依存す る関係 にあ るもの と して捉 え る見方を提示 し

てい る97。 そ して,「 イタ リア式簿記」 とは,結 局 の ところ,取 引 を,そ こに

本 来的に内在す る相互関連的で相互依存 的な二 っの部 分 に着 目 して分析 し,か

か る取引の二面的分析 に基 づ き,元 帳諸勘定 の相 対立 す る側,っ ま り借方側 と

貸方側 に対 して行 う,少 な くとも二 っの記 入(twoEntrances)一 一 複 式 記 入

(doubleEntry)一 に よ って勘定 に記録 す る方法で あると説 くのであ る98。

Mairは また,商 人 の営 む事業 を,自 分 自身 のた めに活動 す るケ ース,他 者

の代理人 と して活動す るケ ース,組 合企 業(partnership)を 結 成 して活 動 す

るケースに分 け,そ れぞれについて生 じる各種 多様 な取 引形態 にかかわ る詳 細

な貸借分析 の解説 を展 開す るので あるが,そ の前 にまず,彼 は,上 述 の ような,

借 方 ・貸方 に関す る一 般的教示 のまとあ として,「1.信 用 で受 け取 った物 は,

そ れを引 き渡 した人 に対 して借方で ある。II.信 用 で物 を受 け取 った人 は,引

き渡 した物 に対 して借方で ある。 ……」 とい う,合 計6項 目にわた る仕 訳規 則

を提 示 してい る。す なわち,

1.AThingreceiveduponTrust,isDr,tothePersonofwhomit

isreceived.

II.ThePersontowhom.a.ThingisdelivereduponTrust,isDr.to

theThingdelivered.

皿.AThingreceivedisDr.totheThinggivenforit.

97)Mair[1736],pp.13-14;cf.[1773],pp.14-15.

98)Cf.MairC1736],p.14;[1773],p.15.
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IV.InantecedentandsubsequentCases,PartsthataretheReverse

ofoneanotherintheNatureoftheThing,arealsoopposedin

respectofTerms.

V.InCaseswherepersonalandrealDrs,orCrs,arewanting;the

Defectmustbesuppliedbyfictitiousones.

VI.IncomplexCases,thesundryDrs,orCrs.aretobemadeout

fromthepreceedingRulesjointlytaken990

この ような仕 訳規則 は,元 帳 アプローチを採 るMalcolmの 簿 記書 にはまっ

た く見出 されな いので あるが,既 述 の ように,仕 訳帳 アプ ロー チに依拠 す る ・

MairのBook-keepingMethodiz'dに あ っては,お そ らくは初 学者 へ の複式

簿記の教授を念頭 においた教科書 とい う観点 か ら,複 式簿記学習 の上で もっ と

も困難 さを伴 う問題 と考 え られ る取 引の貸借分析 にあた って,こ の種 の規則 を

学習者 に暗誦 ・暗記 させ,具 体的 な仕訳処理 の練習 に際 して援用 させ るこ との

有用性 を認 めたがゆえに,こ れを提示 した もの と思量 される。

また,上 記 の仕訳 規則のVか らも明 らかな よ うに,彼 は,Malcolmと 同 様

に,元 帳勘 定を,人 名勘定 ・実在勘定 ・擬制勘定(fictitiousaccounts)と い

う三つ の勘定群 に分類 し,特 に最 後の擬制勘定 につ いて は,人 名勘定 や実 在勘

定 の相手方 とな る借方 ない し貸方の欠如を補 うための勘定 と し,そ の具体 例 と

して,こ れまた,Malcolmと 同様 に,損 益勘定 や航海勘定 を挙 げている100。

元 帳 の締切 に関す るMairの 教 示 にっ いてみれば,彼 は,商 人 は一般 に一年

に一度 これを行 ってい ると述べてお り,先 のMalcolmの 簿 記書 でみたの と同

様 に,帳 簿 の年次締切が その当時 のイギ リス商人 の間で ほぼ定着 しっつ あ った

ことを示 して いる101。 た だ し,か か る元 帳の年 次締切 の目的 に関 して,Mair

99)Mair[1736],p.19;cf.匚1773],pp.20-21.

100)MairC1736],pp.16-17,19;cf.[1773],pp.17-21.

101)Mair[17367,p.75;cf.C1773],p.67.
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は,Book-keepingMethodiz'dで は,次 年 度 の新 しい帳 簿 に対す る財産 目録

(lnventory)の 資 料 を集 めるため として,帳 簿更新 という簿記技術的側面 のみ

を記述 して いたのに対 して102,後 年 のBook-keepingModerniz'dで は
,上 記

の側面 に加 えて,帳 簿 の締切 と,期 聞損益計算制度 一一定期決 算 との結 びつ き

につ いて明確 に言及 して いる。す なわ ち,元 帳の年次締切 は,単 に勘定 に割 り

当て られ たスペースが年度末 まで にほとん ど一杯 になる と想像 され るか らで は

な く,も っぱ ら昨年度 の取 引か らどれだ けの利益 を得 たか
,あ るい は,損 失 を

被 ったかを見出す という意図をもっての ことであ ると明言 して いるので ある103 。

こ のよ うなMairの 教 示,特 に:..-keepingModerniz'dに み られる教示 は
,

Pacioloの 簿 記論 に代 表 され るイタ リア式貸借簿記(=ヴ ェネ ツ ィア式 簿記)

の解説書 で従 来説かれて いたよ うな,帳 簿 の更新 その他 の理 由か らもっぱ ら不

Mair,あ る い は,彼 と相 前 後 して優 れ た 簿 記 書 を 著 して い たMalcolmやMac -

Ghie,Hamiltonの いず れ もが,そ の 当 時 の 商 人'が一 般 に一 年 に一 度 元 帳 を締 め切 っ

て い る と述 べ て い る。 こ の よ うな帳 簿 の年 次 締 切 の 実 務 は,17～18世 紀 当 時 の イ ギ リ

ス商 人 の 帳 簿 の一 部 に も見 出 され ,ま た,1600年 設 立 当初 の 当 座 制 企 業 の 段 階 か ら次

第 に近 代 的 な株 式 会 社企 業 と して の 体 制 を 整 えて き た イ ギ リス東 イ ン ド会 社 の 帳 簿 に

お い て も,丁 度18世 紀 半 ば 頃 か ら,具 体 的 に は,合 同 東 イ ン ド会 社(UnitedCom-

panyofMerchantsofEnglandtradingintotheEastIndies)の 元 帳K

(1756～1763)か ら,元 帳 諸 勘 定 に対 す る年 次締 切 の 手 続 が 現 れ る と い わ れ る(Mac-

GhieC1718],p.52;MalcolmC17187 ,p.178Hamilton[1788],p.284;

cf.Yamey[1963b],pp .186-193;[1977],pp.20-22;茂 木[1974]
,348頁;

[1975],99=102頁)。

102)Mair[1736],p.75 .

103)Mair[1773],p.67 .

MairのBoob-beepingModerniz'dよ り も少 し前 に 出 版 され て い たWilliam

GordonのUniversalAccountantan(i(;ompleteMerchant(1765)に お い て

・も,帳 簿 の締 切 に 関 して ,上 記 のMairに 類 似 した 内 容 の 教 示 が 見 出 さ れ る。 す な

わ ち,彼 は,商 人 は一 般 に 一 年 に一 度 元 帳 を 締 め切 って い るが,そ れ は,勘 定 に割 り

当 て られ た ス ペ ー ス が ほ とん ど一 杯 に な る と い う理 由 だ け で な く,商 人 に 対 し て,彼

の 業 務 の真 実 な状 態 と,彼 の 資本 炉 昨年 度 の取 引 に よ って ど の程 度 増 加 な い し減 少 し

た か を 示 す こ と に あ る と述 べ て い る の で あ る(Gordon[1765]
,p.50)。
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規則的に行われていた,つ まり,期 間損益計算 とは直接的な関連を もっもので

はなか った帳簿の締切が,こ の段階に至 って,期 間損益計算制度の下での定期

決算の一環としてその手続中に組み込まれ,今 日的な意味での 「帳簿決算」の

確立をみたことが,簿 記書の上で明文を もって教示されたものとして高 く評価

されている104。

最後に,具 体的な帳簿の締切手続にみ られる特徴について言及 しておこう。

Mairは,帳 簿の締切 にあた って,試 算表による検証 に加えて105,損 益表

(ProfitandLossSheet)と 残高表(BallanceSheet)と いう二っの計算表 の

作成を説いている。彼によれば,こ れ ら二っの計算表に,現 金勘定をはじめと

して,損 益勘定と資本勘定を除 くすべての勘定の残高を移記す る。次に,損 益

表と損益勘定の借方の合計額を算出し,同 様に,損 益表と損益勘定の貸方の合

計額を算出する。そして,こ れらの貸借差額を資本勘定に振り替え,資 本勘定

の貸借差額を残高勘定に振 り替えれば,も し帳簿に誤りがな く,貸 借平均の作

104)小 島 匚1987コ,352頁;cf.渡 邊[1983],163,206,214-215頁 。

Hamiltonも ま た,IntroductiontoMerchandiseに お い て,帳 簿 の 年 次 締 切

と そ の 目的 につ い て明 言 して い る。 す な わ ち,彼 に よ れ ば,商 人 は一 般 に 一 年 に一 度

彼 ら の帳 簿 を締 め切 って い る と され,そ の 目 的 が,諸 帳簿 に散 在 して い る 彼 らの 事 業

の さ ま ざ ま な部 分 を簡 潔 な要 約 に集 計 す る こと,前 回 の締 切以 降 に生 じた 損 益 を 確 定

す る こ と,そ して,彼 らの資 金(funds)の 現 在 の状 態 を示 す こ と に あ る 点 が 明 確 に

指 摘 され て い る の で あ る(Hamilton[1788],pp.284-285)。

な お,Hamilton簿 記 書 の詳 細 にっ い て は,渡 邊[1983],第II部 第5章 を 参 照 さ

れ た い(Cf.Mepham匚1983];[1988a];[1988c],Chaps.4,7(7,22),16,

17;小 島[1987],第15章 第3節 の3)。

105)Mair[1736],p.72.

Mairは,Boob-beepingMethodiz'dで は,試 算 表 的 な 帳 簿 記 入 の 検 証 方 法,

っ ま り,元 帳 全 体 の借 方 合 計 額 と貸 方 合 計 額 と の一 致 か ら帳簿 記 入 の正 確 さ を検 証 す

る方 法 につ いて 言 及 して い るが,"TrialBalance"と い う用 語 は特 に 用 い て い な い。

た だ し,後 年 のBoob-beepingModerniz'dに お い て は,か か る用 語 を 用 い る と と

もに,帳 簿 の記 帳例 示 の中 に,合 計試 算 表 の 具 体 例 も併 せ て 掲 げて い る(Mair[1773],

pp.64,79cf.[1773],pp.247-249,310)0
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業が正 しく行われていれば,残 高表の借方合計額 と貸方合計額 とは一致すると

して,元 帳勘定の締切にあたり,損 益勘定 と残高勘定への記入 に先立って,こ

れら二つの計算表を作成 し,締 切の過程が誤 りなく正確に行われているかどう

かを検証する方策を説いている106。 なお,彼 の提示す る損益表 と残高表 は,

その名称からは,今 日的な財務諸表の萌芽ともみなされ うるが,し か し,そ の

実態は,損 益勘定 と残高勘定 とは独立 して,帳 簿の締切過程を検証する目的を

もって帳簿の外で作成される決算の運算表 ともいうべきものであった107。

上述 してきたように,Mairの 簿記書は,元 帳の年次締切を期間損益計算 と

のかかわりの中で捉え,こ れを明確に教示す るなど,き わめて近代的な内容を

含んでいる。反面,彼 は,帳 簿組織 においては,Malcolmに み られ るような

二帳簿制への移行は示さず,従 来か らの多 くの簿記書がそうであったように,

イタリア式貸借簿記(=ヴ ェネツィア式簿記)の 伝統 ともいえる三帳簿制に依

106)Mair匚1736],p.87;cf.[1773],p.79.

107)Mairは,損 益 表 と残 高 表 の機 能 につ い て,:..-keepingMethodiz'dで は必

ず し も明確 に 言 及 して い な いが,Boob-beepingModerniz'dで は ・ あ る 人 達 は ・

元 帳 諸 勘 定 を 締 め 切 る と き,損 益 勘 定 と残 高 勘 定 とを 同 時 に 締 め 切 って い る が,し か

し,彼 は,ま ず 損 益 表 と残 高 表 に締 切 記 入 を行 い,そ の後 に 諸勘 定 を 締 め切 っ た方 が,

よ り確 実 で よ り良 い方 法 で あ る よ うに思 わ れ る と説 き,こ れ ら二 つ の 計 算 表 が,帳 簿

締 切 時 に記 帳 上 の 誤 り を検 証 す る 目的 を も って作 成 され る運 算表 で あ る こ と を 明 ら か

に して い る(Mair[1773],p.80;cf.渡 邊[1983],111-112頁)。

な お,Mair,あ るい は,彼 と同 様 な 計 算 表 を 教 示 して い たMacGhieやMalcolm

の場 合 にあ って は,そ の いず れ もが解 説 の み で具 体 的 な例 示 を 掲 げて い な か っ た 。 こ

れ に対 して,彼 らに続 くHamiltonは,具 体 的 な損 益 表 と残 高 表 の 例 示 を,そ の 計

算 過 程 を 明 らか に した付 表 と と もに示 して い る。 さ らに,Hamiltonは,残 高 表 の借

方 側 が 商 人 の あ らゆ る種 類 の財 産(property)を,ま た,貸 方 側 が す べ て の負 債 を含

む の で,そ の 貸 借 差 額 が 純 財 産(nettestate)を 示 し,他 方,損 益 表 の貸 方 側 が 商 人

の獲 得 した す べ て の も の を,借 方 側 が失 った す べ て の もの を 含 む の で,そ の貸 借 差 額

は純 損 益(nettgainorloss)を 示 す とい う こ とを 指 摘 して,こ れ ら二 つ の 計 算 表

が,決 算 に際 して の記 帳 の検 証 機 能 の み な らず,財 産 と損 益 の 表 示 機 能 を も併 せ も っ

こ とを 明 らか に して い る(MacGhie[1718],pp.53-54;Malcolm[1718],pp.193-

194;匚1731],p.87;Hamilton[1788],pp.285-286,318-319)。



イギリス会計思想史序説 101

拠 し,具 体 的な簿記の教示 にあた って は,仕 訳帳を機軸 にすえた アプロー チを

採 用 してい る。 しか も,彼 は,仕 訳帳 アプ ローチの下 で,お そ ら くは学習 上 の

便 宜を考えての ことで あろうが,Malcolmの 簿 記書 で は排 除 され て いた仕訳

規則を改 め て提示 して い るので あ る。 かか る仕訳 帳 の提 示 は,Malcolmの

NewTreatise… … と同 年 に 出版 さ れ て い るMacGhieのPrinciplesof

i//-keepingExplain'dに も1°8,あ るいは,Mairの 後を継いだHamiltonの

IntroductiontoMerchandise(1788:た だ し,初 版 は1777/1779)に も見出

されるので あ り109,こ の ことか らも,仕 訳規則,あ るいは,こ れ を援用 しての

簿記教授法 であ る仕訳帳 アプ ローチが,イ ギ リスの簿記書 においては,18世 紀

、

108)MacGhieはPrinciples(>fBooh-beepingExplain'dの 本 文 第1章 に お いて,

複 式 簿 記 に 関 す る種 々 な 定 義 を 教 示 す る中 で,Peele簿 記 書 以 来 の擬 人 的受 渡 説 に基

づ く仕 訳 規則 を,次 の よ う に示 す と と も に,第2章 で も,ほ ぼ 同一 表 現 に よ る仕 訳 規

則 を 改 め て提 示 して い る(MacGhie[1718],p.2;cf.[1718],p.13)。

…WhatevertheMerchant(oranyforhisAccount)receives,Isay,the

Thingsoreceived,ismadeDebitortothePersonfromwhom,orto

theThingforwhichitisreceived.AndontheotherHand,whatever

isdelivered,ofgoesoutfromtheMerchant,uponanyAccount

whatsoever,theThingsodeliveredismadeCreditorbythePersonto

whom,ortheThingforwhichthesameisdelivered.

109)Hamiltonは,仕 訳 規 則 を,本 文 中 で み た よ うなMairの よ うな 形 態 で もな けれ

ば,上 記 のMacGhieの よ うな形 態 で もな く,以 下 に 示 す よ うな 二 重 構 造 の 形 で 教

示 して い る。 す な わ ち,仕 訳 記 入 に 関 す る一 般 規則 と して,ま ず,次 の よ う な 概 括 的

な規 則 を提 示 し,

1.Everythingreceived,orpersonaccountabletous,Dr.

II.Everythingdelivered,orpersontowhomweareaccountable,isCr.

さ らに,こ れ ら二 っ の一 般 規 則 を基 に,取 引 の例 示 を交 え なが ら,以 下 に 掲 げ る八

つ の項 目に及 ぶ,よ り詳 細 な仕 訳 規則 を 示 して い る の で あ る(Hamilton[1788],

pp.271-276)O

RuleI.ThepersontowhomanythingdeliveredisDr.tothething
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全般を通 じてなお根強 く採用され,そ の影響の大きかったことが示されている。

いずれにせよ,Mairの 簿記書は,理 論化 ・近代化の方向でその当時の簿記

書に比 して一歩進んだ内容を有 していたMalcolm簿 記書 の影響 を受 けなが

らも,そ こに見出される欠点,っ まり,複 式簿記をできるだけ論理的に教示 し

ようとする意識がかなり強 く働 いていたがゆえに,解 説が難解でわかりにくふっ

たという側面を,当 時の多 くの読者が慣れていた,イ ギリス簿記書の教授上の

伝統的手法ともいえる仕訳帳アプローチを採ることによって解消 し,従 来から

delivered, when nothing is received in return. 
  Rule II. A thing received is Dr. to the person from whom it is received, 

when nothing is delivered in return. 
  Rule  III. A thing received is Dr. to the thing given for it. 

 Rule IV. Goods and other real accompts are Dr. for all charges laid 
out on them.  If money be laid out, they are Dr. to Cash : If any thing 

else be delivered, they are Dr. to the thing delivered : If the charge be 
taken on trust, they are Dr. to the person to whom it is due. 

 Rule V. When rents of houses or lands, freight of ships, bounties on 

goods, or any other profits from real accompts are received, Cash is Dr. 
to the  accompt from which the profit arises  ; If any thing besides money 
be received, the article received is Dr.  ; If they remain unpaid, the person 
who owes them is Dr. 

 Rule VI. When an article of loss occurs, Profit and Loss, or some 
subsidiary accompts, is Dr. If the loss be paid in ready money, it is 
Dr. to Cash  : If it be paid in any thing else, it is Dr. to the thing deliv-
ered. If it remain unpaid, it is Dr. to the person to whom it is owing. 

 Rule VII. When an article of gain occurs, Cash, the article received, or 
the person accountable for it, is Dr. to Profit and Loss, or to some 

subsidiary accompt. 
 Rule VIII. When one person  pays money,  or delivers any thing else to 

another on our accompt, the person who receives it is Dr. to the person 
who pays it.
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の イ タ リア式貸借簿記 の教示 内容 を,18世 紀 当時 のイギ リスの経済情勢 にあわ

せて近代化を図 りなが ら,し か も,初 心者 に とって学習 し理解 しやす い よ うに

うま く整序 し体系化 した もの と考 え られ る。 ここに,Paciolo以 来 の イ タ リア

式貸借簿記 の伝統 を継承 した教科書 としての簿記書 の体 系化 が ひとまず完成 し

たものと考 え られ る110。 そ して,か か る教科書 と して の完成度 の高 さの ゆえ

に,Mairの 簿 記書 は,:..-keepingMethodiz'dの 初版 の出版以来,そ の改

訂版 にあたる:..-keepingModerniz'dを 含 めて,約3/4世 紀 の間,イ ギ

リスにお ける標準的 な複式簿記 の教科書 として好 評を もって受 け入れ られ る こ

とになったのであ る。

さ らに,こ の よ うなMair,あ る い は,MalcolmやMacGhie,Hamilton
、

らによって著 された一群 のス コッ トラン ドの簿記 書 は,既 述 のよ うに,イ ギ リ

スの簿記史 において,「 ス コッ トラン ドの優越」 と称 され るよ うな一 時期 を画

す るのであるが,こ れ らはまた,18世 紀 当時のイギ リス,特 にエデ ィンバ ラにおけ

る高等常識の集成 とその普及 を目指 して公刊 されたEncyclopaediaBritannica

で 取 り扱われたほどの知的領域の広が りはないが111,し か し,簿 記 ・会計 とい う

110)Cf.久 野(秀)[1979b],23-24,201頁 。

次 の 皿 で検 討 す るCronhelmも,DoubleEntry/bySingleに 含 ま れ た 「簿

記 発 展 の概要 」の 中で,Mairの 簿 記書 につ い て,「 古 き イ タ リア式 簿 記 」(oldltalian

Method)の も っ と も完全 で精 緻 な 解説 書 で あ る との 評 価 を 与 え て い る(Cronhelm

[1818],p.xiii)0

111)近 代 的 意 味 に お け る百 科 辞 典 は,フ ラ ン ス のJeanleRondd'Alembertや

DenisDiderotら,い わ ゆ る百 科 全 書 派 に よ っ て 刊 行 さ れ たL'Encyclopedie

(1751～1780)の 例 を挙 げ るま で もな く,啓 蒙 思 想 の 産 物 と み な され て い る。 ス コ ッ

トラ ン ドで も同様 に,今 日,イ ギ リスの み な らず,わ が 国 で も よ く知 られ て い る 百 科

辞 典EncyclopaediaBritannicaの 初 版 が,エ デ ィ ンバ ラで 「ス コ ッ トラ ン ドの 紳

士 の一 団」 に よ って 編集 され,同 じ エデ ィ ンバ ラで1768年 か ら分 冊 形 式 で 刊 行 が 開 始

さ れ,1771年 に三 冊 本 と して 完 成 して い る。 また,1773年 に は,ま っ た く同 一 の 形 式
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狭い領域に限ってではあるが,そ の当時の人達に複式簿記 という有用な知識 を

伝え,こ れを普及させることに大きな貢献があったのであり,そ の意味におい

て,1.1.で 言及 した 「スコットランド啓蒙」 という,18世 紀,そ れも主とし

て後半以降のスコットラン ドにみ られるめざましい社会的 ・経済的興隆を背景

に,突 然の輝 きのように現れた文化的黄金時代を反映 した知的所産の一っであっ

たと考え られる112。 、

ただ し,Mairの 簿記書をはじめとして,当 時のスコットランドの簿記書の

多 くにみ られる共通 した性格,っ まり,ア カデ ミーやグラマー ・スクール等の

学校で用いられることを想定 した教科書 としての性格は,教 師達がこれをどの

ように体系化 し精緻化 していったとしても,特 に1760年 代以降 イギ リスに生

じた,一 般に 「産業革命」と呼ばれる,急 速な経済的 ・社会的変革運動の中で,

大規模化 し,多 様化 してゆくイギリスの商業,殊 にその中で複雑化 してゆく日々

の取引活動を会計処理する上で必要とされる実務的指針を求める声には十分に

対応できないという限界をもた らし,こ こに,学 校向けの教科書ではない,現

実の会計実務への直接的適用可能性ないし実践性を考慮 した新たな簿記書への

要求 と,こ れに対応 したイタリア式貸借簿記革新の動きが18世 紀末頃から現れ

てくるのである。この点にっいては,次 の皿で検討することにしよう。

と内 容 で ロ ン ドン版 が 出版 され て い る(水 田[1968],239,313-318頁)。

な お,本 節 で 取 り上 げ たMairもEncyclopaediaBritannicaの 執 筆 を 担 当 し

て お り,彼 は,初 版 に お け る 「算 術 」 と 「簿 記 」 の 項 目 を分 担 し て い た 。 ま た,

Hamiltonも,Mairに 代 わ って,同 辞 典 の 第 二 版 か ら第 七 版 にか けて 「簿 記 」 の項

目 を 分担 ・執 筆 して い た(Mepham[1988c],pp,80,99-100)。

112)Cf.MephamC1988b],pp.165-169;C1988c7,pp.382-383.
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皿.資 本主理 論的簿記論 の登場

クロンヘルム簿記論の解明

皿.1.産 業革命とイタ リア式貸借簿記の革新

ブース簿記書を中心として一

ステユアー ト家の跡を襲ったハノーヴァー家の国王達,特 にGeorge皿 の

即位(1760)か ら,そ の子WilliamIVの 即位(1830)に 至 る短い年月の間に,

イギ リスは,紡 績機や織機,蒸 気機関の発明 ・改良に端を発 した一連 の生産技

術の革新が,た ちまちあ らゆる産業分野に波及 し,現 代の工業生産の基本的形

態である工場制生産を支配的なものとして確立 していった。すなわち,近 代社

会のもっとも基礎的な過程をなす 「工業化」(lndustrialization)を 大 きく進

展させたのである。 しかも,こ こでいう 「工業化」 とは,あ らゆる時代や地域

に存在 しうる単なる工業の発達ではな く,不 断に改良される機械 不断に大規

模化す る集中,不 断に増大する投資によって特徴づけられるダイナ ミックな工

業生産の長期にわたる持続的増大を意味 している。そして,そ の開始 こそが,

農業を生産の基本 としていた伝統的な農業社会か ら,工 業生産をその存立の前

提 とする近代的な工業社会への質的な転換であ り,こ の転換のプロセスを,わ

れわれは一般に 「産業革命」(lndustrialRevolution)と 呼んでいる113。

イギリスが,こ のような 「工業化」の過程を機軸とした経済的 ・社会的変革

の運動を,他 国に先駆けて,し かも,自 主的ないし自然発生的に展開させえた

重要な要因として,例 えば,イ ギ リス固有の農業革命が工業人口を支える農業

生産力の拡大,自 由な工業労働力の創出,資 本の蓄積機構の整備といった基礎

的条件を生み出 していたこと,ま た,18世 紀前半のイギ リスにみ られる工業経

113)柴 田[1970],5-6頁;cf.大 河 内[1977],162頁;村 岡 ・川 北 編著[1986],55-56頁,

な お,イ ギ リスの 「産 業 革 命 」 の 詳 細 にっ いて は,例 え ば,Ashton[1986](中

川訳[1953]);Mantoux[1959](徳 増 他 訳[1964])等 を参 照 され た い 。
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営が著 しく成熟 したマニュファクチャーの段階に到達 しており,か か るマニュ

ファクチャーの成長 に照応 して国内の商品流通網の形成 と組織化が図 られ,広

汎な社会的分業 に基づ く成熟 した国内市場が成立 していたことなどが挙げられ

る。さらに,こ れ らに加えて,圧 倒的な海軍力 と商船隊の存在を背景 に,西 イ

ンドや北アメリカ,東 インドなどの植民地を含む広大な地域を自国の貿易圏と

した海外貿易の発展が挙げられる。すなわち,天 然資源 に必ず しも恵まれてい

なかったイギリスは,工 業 と商業の活動が活発化するにつれて,国 内では十分

に供給できない原材料について輸入に頼らざる得な くなっていた。 しか も,当

時の重商主義的政策の下では,か かる原材料の輸入を確保するたあには,対 価

としての輸出もまた確実に行 う必要があった。その結果として,産 業革命直前

の18世 紀半ば頃のイギ リスには,マ ニュファクチャーの形態を採 って急速に成

長しつつある各種工業製品の輸出,お よび,商 工業活動を維持するために必要

な原材料の輸入,そ して,重 商主義的観点に立っ貿易差額の獲得 という基本命

題に即 して,広 大な海外貿易のネットワークが確立されていた114。

イギ リスの産業革命を初期に主導 した産業,っ まり,綿 工業の急速な成長に

とっても,か かる海外貿易のネットワークの存在は,紡 績機や織機,蒸 気機関

114)柴 田[1970],8-9頁;大 河内[1977],164-178頁 。

なお,イ ギ リスにおける 「産業革命」の要因,特 にその経済的要因 として掲げた

マニュファクチャーの成長や国内市場の成熟,海 外貿易の発展等 に加 えて,政 治的

要因として,II,1.で 論及 したイングランドとスコットランドとの合併が挙げられる。

すなわち,イ ングランドとの合併により,ス コットランドは,既 述のように,.ア メ

リカ植民地貿易などに飛躍的な近代化の基礎を与えられ,イ ングランドの資本や技

術を導入 して,封 建的残滓の多い農業の近代化,造 船業の発達等 に非常な刺激を与

えられたのであるが,他 方,イ ングランドも,注38)で 述べたように,か かる合併 に

よって,敵 国 フランスと結ぶ可能性のある裏口を閉ざすことができ,ま た,18世 紀

に入 り伝統になれて沈滞気味のイングランドに,ス コットラン ド人の活力を経済の

担い手 として加えることにより,そQ後 のイギリスの強大 ・富強に大 いに付加する

ことができたのである。その意味で,両 国の合併の第一次的意義 は,60～70年 後 に

到来する産業革命の政治的前提条件になったという点 にあると評価されて いる(天

川[1966],188頁)。
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の発明 ・改良といった生産技術の革新や,工 場制の採用といった経営形態の革

新とともにきわめて重要な役割を果た した。すなわち,綿 工業の原料 となる綿

花は,初 期にはカ リブ海地域で奴隷制砂糖生産を補完する作物として作 られて

いたので,作 付地でも労働力の面でも当面無制限に供給された。また,市 場か

らみても,綿 布は雑工業製品の典型 として,ヨ ーロッパよりは,イ ギリスとア

フリカ,ア メ リカとを結ぶルー ト,っ まり,奴 隷 と砂糖やタバコを媒介 とする

三角貿易のルー トを中心に全世界的に受容されたのであり,国 際商業の覇権を

握 っての広大な植民地帝国の形成と,こ れらを結ぶ海外貿易のネットワークの

確立 こそが,綿 工業の急速な成長の大前提であったのである115。

1760年 代頃か ら上記の綿工業にはじまり,ほ ぼ1830年 代までに全産業分野を

技術革新の波に巻き込んでいった産業革命の大きなうね り.は,それを展開せ し

める基本的前提を創出した国内商業 と海外貿易に対 して も一層の発展の機会を

もた らした。すなわち,国 内で生産される工業製品の著 しい増加が従来と信異

なった新たな流通組織の形成に刺激を与えるとともに,産 業革命期を通 じてみ

られる人口の増加と都市化の進行が取引商品の種類の多様化や供給品の拡大を

さらに求めるに至るという,供 給 と需要の両面からの要因が国内での旺盛 な商

業活動を呼び起 こした。他方,か つての重商主義政策に代わって,高 度に発達

した工業生産力に基礎づけられた自由貿易政策を推進す ることにより,「 世界

の工場」 と化 したイギ リスを中軸に,世 界各地をその原材料や農産物の供給地

かっ,そ の工業製品の販売地とする形で世界市場を再編する中で,イ ギ リスの

海外貿易は輸出入とも大きく拡大 し,国 際商業における優位を不動のものにし

ていった116。

そして,こ のような内外 ともに著 しい発展を遂げたイギ リスの商業,特 にそ

の担い手となった商人にとって,LucaPacioliの 簿記論(1494)以 来,イ タ

115)村 岡 ・川 北 編 著 匚1986],58-60頁 。

116)石 坂 他 匚1980],166頁;石 坂 他[1985],197-208頁 。
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リア式貸借簿記(=ヴ ェネツィア式簿記)の 伝統を基本的に受け継いできた複

式簿記の解説書か らでは,た とえそれが,IIで 論 じたように,教 科書的に如何

に体系化され精緻化されていたとしても,大 規模化,か っ,多 様化 ・複雑化 し

てゆ く彼 らの取引活動を会計処理する上で必要とされる実務的指針を見出すこ

とができな くなっていた。すなわち,簿 記の教師達が複式簿記の理論的指導に

努力 している間に,産 業革命の大 きなうねりは,簿 記 ・会計の分野においても,

新たな革新ないし展開を要求す るに至 ったのである117。

まさに,こ のような時期に,ア メ リカ帰 りの商人BenjaminBooth118に よっ

て,ア カデミーやグラマー ・スクールその他の学校で利用される教科書 として

の色彩が色濃 く現れてきていたその当時の大多数の簿記書 と大 きく異な った,

現実の会計実務への直接的適用可能性ないし実践性を念願に置いた革新的な簿

記書CompleteSystemofBook-keeping(1789)が 出版された。

Boothは,当 該簿記書の序文 において,イ ギ リスのような商業国において

大規模経営に適用可能 な簿記書が一冊 も存在 しないのは驚 くべ きことであ り,

しか も,こ れまでにみた簿記書 はその仕事を引き受けるのに十分な能力 を持 た

ない人達か,自 己の理論を経験によって試す機会を一度 も持たなかった人達に

よって著述されていたように思われる。それゆえに,彼 らの指導に従った人々

は常々戸惑わされてきたと指摘 して,従 来の簿記書の著者達,特 に実務 にあま

りかかわりを持たなかった簿記の教師達を批判 した上で,彼 の説 く簿記法 は,

117)Cf.小 島[1987],367頁 。

118)Boothは,も っぱ ら アメ リカで 活 動 して い た イ ギ リス商 人 で あ り,ア メ リカ 合 衆

国 独 立 前 の1770年 に は ニ ュ ー ヨ ー ク 商 業 会 議 所(NewYorkChamberof

Commerce)の 一 員 に も選 出 され て い る。 しか し,彼 は,独 立 戦 争 の 際 に イ ギ リス支

持 派(Loyalist)の 側 に属 して 積 極 的 な役 割 を果 た した た め,財 産 を 革 命 派 で あ る

愛 国 派(Patoriot)に よ り没 収 され, .1779年 に は イ ギ リス へ の 帰 国 を 余 議 な く さ れ

た。 こ こ で取 り上 げ るCompleteSystemof:..-beepingも,彼 が イ ギ リス に

帰 国 した後 の晩 年 に,そ れ まで の ア メ リカで の商 人 と して の 長 い 経 験 を ふ ま え て 著

述 され た もの で あ る(BywaterandYamey[1982],pp.189-191)。
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30年 にわ たる経験 をふ まえて,商 人 に も製造業者 に も複式 簿記 の利用が可能な

ようにあ らゆる障害 を取 り除 くよ うに工夫 されてお り,複 式簿 記の便宜 ととも

に,単 式簿記 の簡便 さを併 せ もって いると述べて いる119。

このCompleteSystemofBook-keepingの 中 でBoothが 展 開 して い る

教示 内容 を具体的にみれば,そ こには,JohnMairのBook-keepingMethodix'd

(1736)を そ の代表例 とす る,イ タリア式貸借簿記 の伝 統 を継 承 した在 来 の簿

記書 と比 較 して,次 に掲 げ る三 っの大 きな特徴が見出 され る120。

第 一の特徴 は,帳 簿組織 において,Pacioloの 簿 記論以来,大 多 数 の簿記 書

に受 け継 がれて きた日記帳 一 仕訳帳 一 元 帳か らな る単 純 な三 帳簿 制(単 一

仕訳 帳制)か ら大 き く離脱 して いる点 である。 す なわ ち,Boothは,実 務 の

経験 か らは日記帳(Waste-Book)以 外 のさまざまな補助 的帳簿(subsidiary

books)が 必 要で あることが明 らかで あるに もかかわ らず,「 イ タリア式簿記」

(ltalianmethodofBook-keeping)は 単 一 の 日記 帳のみで事業 上 の あ らゆ る

取 引を原 初記 入す るの に十分で あるとみている点 でプ リミテ ィブな形態を とど

めてい ると批 判す る121。 そ して,単 一 の 日記帳 を排 し,現 金 出納 帳(Cash-

Book)や 手 形記 入帳(Bil1-Book)と い った各種 の補助 的帳簿(雷 分 割 日記帳)

119)Booth[1789],pp.5-6.

なお,Boothの 簿記書の詳細にっいては,渡 邉[1984];[1985b],皿;小 島[1987],

第16章 第1節 を参照されたい。

120)Boothの 説 く実践的簿記法と対比されるイタリア式貸借簿記(;ヴ ェネツィア簿

記)が 有する特徴 として,注4)で も述べたように,(1)三 帳簿制(単 一仕訳帳制)の

採用、②特定商品勘定や航海勘定といった個別的な商品勘定(=冒 険商業勘定)の

利用、(3)帳簿 の不規則な締切が挙げられる。 しか し,こ れ らの古典的特徴は,も ち

ろんBoothの 時代 までの簿記書に恒常的にみ られたというわけではな く,既 にII.

2.,3.で も言及 したように,Booth以 前の18世 紀 スコットランドの簿記書において

も,例 えば,二 帳簿制への移行,商 品勘定の総括的処理の試み,帳 簿の年次締切など

が論 じられており,社 会的 ・経済的環境の変化の下で,複 式簿記の技術的側面での近

代化の過程が進行 していたということはいうまでもない。

121)BoothC1789],p.24.
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に原初記入を行い,そ こから仕訳帳における月次総括仕訳を介 して元帳へ一括

的に合計転記するという,今 日の簿記教科書で説かれている特殊仕訳帳制(複

合仕訳帳制ないし分割仕訳帳制)に 近似 した手法一 より正確 にいえば分割 日

記帳制一 を教示することによって,そ の当時の大規模商業経営において 日々

に増大する記帳計算業務の分割 ・分業等の実務的要求に対応できるような実践

的帳簿組織の展開を図 ったのである122。

Boothは また,商 品売買の処理にあたって,こ れも従来から多くの簿記書

で説かれてきた取扱商品の商品名を付 した特定商品勘定など複数の個別的な商'

品勘定(=冒 険商業勘定)を 用いて処理する方法を批判 して,た だ一っの商品

勘定のみでこれを総括的に処理する方法を教示 している123。II.2.で も論及 し

たように,既 にJamesPeeleのPathewayetoPerfectnes(1569)やRichard

122)Booth[1789],"General .Principles,oftheCash-book,oftheBill-

Book,etc."

イ ギ リス にお いて 分 割 日記 帳 制(特 殊 仕 訳 帳 制)を 説 い た 最 初 期 の 例 は,Hugh

Oldcastle,JanYmpyn,JamesPeeleの 各 簿 記 書 に次 ぐ第 四番 目 の 簿 記 書 と さ

れ るJohnWeddingtonのBreffeInstruction(1567)で あ る。 た だ し,こ の

Weddingtonの 説 く分 割 日記 帳 制 は,Boothの そ れ と異 な り,仕 訳 帳 が 全 く排 除 さ

れ,分 割 日記 帳 か ら元 帳 へ の転 記 に あ た って は,Boothの よ うな 月 次 総 括 仕 訳 は採

用 さ れ ず,ほ とん どの 場 合 に取 引毎 の個 別 転 記 の形 で行 わ れ て い た 。 しか も,こ の

Weddington簿 記 書 の も っ と も革 新 的 な教 示 部 分 で あ った 分 割 日記 帳 制 は そ の 後 の

イ ギ リス簿 記 書 の 中 に追 随 者 を見 出す こと が な く,結 局 の と こ ろ,月 次 総 括 仕 訳 と組

み合 わ さ れ た形 で の 分 割 日記 帳 制(特 殊 仕 訳 帳 制)が 本格 的 に 教 示 され るの は,18世

紀 末 のBooth簿 記 書 の 登 場 を 待 た な け れ ば な らな か った の で あ る(C£ 小 島[1971],

173-181,190-191頁;Yamey[1963a],pp.163.164;BywaterandYamey[1982],

pp.58-60)o

な お,Weddingtonの 簿 記 書 の 詳 細 にっ い て は,小 島[1971],第6章 を 参 照 に さ

れ た い(Cf.Yamey[1958])。

123)Booth[1789コ,PP.21,28(cf.Booth[1789],P.102).

Boothは,そ の 当 時 の ほ とん どの 簿 記 書 が き わ め て多 数 の商 品 勘 定 の 導 入 を 教 示

して い る点 で実 践 的 な有 用 性 を 相 当 の 程 度 失 って い る と指 摘 し,大 多数 の 商 人 は,こ

の よ う な実 務 に容 易 に適 用 で きな い理 論 のす べ て を拒 絶 して,平 易 で簡 単 な単 式 簿 記

を選 好 す る結果 にな って い ると述 べて い る(Booth[1789],p.21(footnote))。
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DafforneのMerchantsMirrour(1635)な ど に副次的 な 取扱 商品 に対 す る

総 括的勘定 処理の試みが見出され,ま た,AlexanderMalcolmのNewTreatise

ofArithmetichand:..-keeping(1718)で は主要取扱商品 に対す る種類別

総括化 が試 み られて いた124。Boothは,こ の よ うな商 品売 買 にお け る勘 定処

理総括化 の動 きを さらに押 し進め,大 規模取 引に従事 してい る商人 がその取扱

商 品の各 々について特定 商品勘定 を設 けることは,元 帳 におけ る名 目勘定 を増

殖 させ,不 必要 な困難 と混乱 を招 くと して,総 括的 な一般商 品勘定 の設定 とそ

の利用 を説 いてい る。 このよ うな一般 商品勘定 の唱導 が,彼 の簿記書 の第二 の

特徴 を構成 す る125。

第 三 の特徴 は,帳 簿 の締切 に見 出 され る。す なわ ち,Boothは,帳 簿 の締

切 に関 して,MalcolmやMairの 簿 記書 などで当時の商人達 の一般 的実務 で

あると説か れていた一年 に一度 の締切 に代 えて126,あ らゆる商入 が一年 に二度

124)Peele[1569],TheJournallordailyeBookeA,examples93,96;The

LeagerorCreateBokeA,fo1.43,44Dafforne[1635],AnIntroduction

toMerchantsAccompts,pp.11,21;Malcolm[1718],pp.138-139[1731],

pp.44-45;cf.Weddington[1567],TheGreatBokeorlidgerA,fo1.6,16,

19,24.

な お,商 品 勘 定 の 利 用 形 態 面 で の 歴 史 的 返 遷 の 概 要 に っ い て は,例 え ば,茂 木

[1969],第3章;小 島[1973a];渡 邉[1983],第1部 第4章 を参 照 され た い。

125)BoothC1789],p.28.

な お,Boothは,商 品 売 買 の処 理 に あ た って,元 帳 に統 括 勘 定 と して の 商 品 勘 定

(=一 般 商 品 勘 定)の み しか 設 け な い こ と の欠 点,つ ま り,特 定 商 品勘 定 を 利 用 す る

場 合 の よ う に取 扱 商 品 毎 に損 益 を個 別 的 に把 握 で きな い と い う点 に つ い て,元 帳 は

そ の よ うな 見積 りを 行 うの に 適 当 な 場 所 で は な く,商 品 毎 の 利 益 を個 別 的 に突 き と

め る も っ と も手 っ と り早 くて 明 確 な 方 法 は分 割 日 記 帳 の 一 っ で あ る売 上 帳(Sales-

Book-Invoice-BookOutward)を 参 照 す る こ とで あ る と教 示 して い る(Booth

[1789],p.21(footnote))0

126)II.2.,3.で も言 及 した よ うに,MalcolmやMairは,い ず れ も彼 らの 簿 記 書

の 中 で,当 時 の商 人 達 が 一 般 に 一 年 に一 度 彼 らの帳 簿 を締 め切 って い る 旨 を教 示 して

い る。 た だ し,AlexanderMacGhieはPrinciples(>fBooh-beepingExplain'

dに お い て,あ る人 達 は一 年 な い し半年 毎 の 定 め られ た と き に帳 簿 を締 め 切 っ て い る

と述 べ て お り,こ こでBoothが 教 示 す る よ うな 半 年 毎 の 帳 簿 締 切 が既 に18世 紀 初

頭 に一 部 の商 人 達 の 間 で行 わ れ て い た 点 に つ いて 言 及 して い る(Malcolm匚1718],

p.178MacGhie[1718],p.52Mair[1736],p.75[1773],p.67)o
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これを行うように強 く推奨 している。彼によれば,事 業におけるもっとも大き

な誤 りの一っは,あ まり調査 もせず,頻 繁に締あ切 ったり比較することもなく,'

長 く勘定を眠 らせておくことであるとされ,特 に当事者双方が海外にいるよう

な場合は,た びたびその記憶をよみがえらせるためにも,12か 月はあまりにも

長すぎる期間であると述べて,6か 月毎の帳簿の締切を求めている127。

このように,Boothは,産 業革命の大 きなうね りの中で,イ ギ リスの国内

商業や海外貿易の著 しい発展を眼前にして,イ タリア式貸借簿記の伝統を受け

継いだ在来の簿記書が教科書として理論化かつ定型化 されることの反面,や や

もすれば実践性を失 いがちであったことに満足せず,月 次総括仕訳と組み合わ

された体系的な帳簿組織の展開に基づ く分割 日記帳制(特 殊仕訳帳制)の 採用

を中核 とした,そ の当時の大規模商業経営の会計実務に照応する斬新で実用的

な教示内容を備えた複式簿記の実践的解説書を提示 したのである128。

もっとも,Boothの 簿記書は,上 記のように,実 践性,つ まり,実 務への

直撞的適用可能性を重視 したがゆえに,そ の教示内容は帳簿組織を含めて必要

127)Booth[17897,p.29.

な お,BasilS.Yameyは,上 記 の 帳 簿 締 切 に関 連 して,Boothが,会 計 期 間 の

末 に帳 簿 が 貸 借 平 均 さ れ る 時 の 締切 手 続 と,帳 簿 が 物 理 的 に 記 入 で 一 杯 に な っ た 時

の 締 切 手 続 と を 区別 して い な い と い う批 判 を 加 え て い る(BywaterandYamey

C1982],p.193)0

128)Boothの 簿 記 書 に っ い て,例 え ば,PatrickKellyは,自 著 のElement(>f

:..-keeping(1801)に お い て,明 らか に経 験 の産 物 で あ るBoothの 精 緻 な著 作

は,よ く考 案 さ れ た 帳簿 組 織 に関 す る種 々 の例 示 を含 ん で お り,初 心 者 向 きで は な い

が,簿 記 書 の著 者 が活 用 す る こ との で き る唯 一 の体 系 で あ る と評 して い る。 同 様 に,

次 節 で検 討 す るFrederickW.Cronhelmも,そ の著書DoubleEntrybySingle

(1818)の 中 で,Mairの 簿 記 書 を 「古 き イ タ リア 式 簿 記 」(oldItalianMethod)

の もっ と も完 全 で 精 緻 な 解 説 書 と述 べ る一 方 で,Boothの 簿 記 書 を 「近 代 的 イ タ リ

ア式 簿 記 」(modernItalianMethod)を 説 明 した イ ギ リスで 最 初 の 著 作 で あ る と

評 して い る。 この よ う に,Boothの 簿 記 書 は,そ の優 れ た 実 践 性 の ゆ え に,彼 と ほ

ぼ 同 時代 の簿 記 書 の 著 者 達 か らも高 く評 価 され て い るの で あ る(Kelly[1801],p.

viiiCronhelmO1818],p.xiii)o
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以 上 に複雑 な ものとな り,初 心者 に対 す る教科 書 としてみた場合 には,か え っ

てその有用性を著 しく損 な うことにな った ともいわれ る129。かか る状況の下で,

BoothのCompleteSystemofBook-keepingに 代 表 され る実践 的簿 記書 の

系統 とlMairの:..-keepingMethodiz'dに 代表 され る教科書 的簿 記書 の

系統 という,そ の当時の複式 簿記 の解説書 に見 出される二っ の大 きな流 れ を止

揚 し,両 者 の長所 を兼 ね備 えた総合 的な簿記書 を著 そ うとす る試 み が現 れ る。

そ の代 表 例 が,19世 紀 に入 った 最 初 の 年 に 出版 さ れ たPatrickKellyの

ElementsofBooh-keeping(1801)で あ り13°,ま た,次 節 で検討 しよ うとす

129)JohnW.Fultonは,そ の著 書British-lndian:..-beeping(1800)に 含 め

た 「序 文 に対 す る覚 書 」(NotestotheIntroduction)の 中で,彼 以 前 の 簿 記 書 の

著 者 達 を 大 き く二 っ の グ ル ー プ に分 類 し,大 多数 を 占め る理 論派(theoreticalclass)

の代 表 と してMairを 挙 げ る一 方 で,ノ亅丶数 の実 務 簿記家(practicalbook-keepers)

の代 表 と してBoothを 挙 げ て い る。 そ して,複 式 簿記 に関 す るBoothの 実 践 的 な

簿 記 書 は,そ れ まで に 出版 さ れ た 中 で最 善 の もの で あ る と評 価 す る反 面 に お いて,そ

れ が 有 す る強 い実 践 的 性 格 の ゆ え に教 科 書 と して の 妥 当 性 に っ い て は疑 問 を 提 起 し

て い る。 実 際 に,Boothの 簿 記 書 は,そ れ が標 準 的 な も の とみ な され,権 威 あ る も

の と して あ らゆ る商 人 の会 計 事 務 所(Counting-House)に 受 け入 れ られ る よ う に

企 図 した 彼 の 意 気 込 み に もか か わ らず,残 念 な が ら初 版 の み で 終 わ っ た ので あ る。 た

だ し,彼 の 影 響 は,KellyやCronhelmら のイ ギ リスの簿 記書 の み な らず,William

Mitchel1のNewandCompleteSystemofBook-beeping(1796)と い っ た

ア メ リカ の 簿 記 書 に も見 出 す こ とが で き る(Fulton[1800],pp.17-20;Booth

[1789],p.5;cf.InstituteofCharteredAccountantsinEnglandandWales

[1975],pp.84,267;BywaterandYameyC19827,pp.193-194,201)0

130)Cf.久 野(秀)[1979b],33-34,37-38,238頁 。

Kellyも ま た,Elements(ゾ.Booん 一んεερ読gの 序 文 に お い て,簿 記 に 関 す る著

者 達 を 大 き く二 っ の異 な っ た グル ー プに分 けて い る。 す な わ ち,第 一 の,し か も,は

るか に 多 数 の グ ル ー プ は,実 務 の発 展 的 改 良 に 言 及 す る こ と な く理 論 を 説 明 して き

たMairやHamiltonら に代 表 さ れ る教 師 達 で あ り,第 二 の グ ル ー プ は,原 理 を

説 明 す る こ と な く実 務 の改 良 を提 示 して きたBoothの よ う な商 人 達 で あ る。Kelly

は これ ら二 っ の グ ル ー プ の著 者 達 の著 作 は非常 に有 用 で あ り,そ れ ぞ れ の 有 用 さ を

結 合 す るの が,彼 の著 書 の 目 的 で あ る と述 べ て い る。 そ して,具 体 的 に は,彼 は,三

組 の 記 帳 例 示 を用 い て,簿 記 の教 示 を 進 め て い る。 す な わ ち,第 一 の 例 示 で は,単 式
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るFrederickWilliamCronhelmのDoubleEntrybySingle(1818)で あ っ

た。

次節で は,PeeleのManerandFourme(1553)以 来 の イギ リス簿記 書 の

発展の系譜上 にあ って,大 多数 を占め る教科書 的簿 記書 と,こ れ に対置 され る

実践的簿記書 とい う二 っの流 れを総合 ・止揚 しよ うとす る試 みの一 っの集大成

を示す と考 え られるCronhelmの 簿記 論を取 り上 げ,そ こに見 出さ れ る基 本

的特質 を,本 稿 の主 要な検討課題 であ る教示 の理論 化 ・体系化の側面 を中心 に

明 らか にす ることに したい131。

簿 記と複式簿記の基本が簡潔かっ平易な方法で説明されており,第 二の記帳例示では,

複 式簿記のより進んだ学習が,学 校などで一般に教示されている理論,つ まり,イ タ

リア式貸借簿記における日記帳 仕訳帳一 元帳からなる三帳簿制 の上で展開 さ

れている。第三の記帳例示 もまた複式簿記を扱っているが,そ れは実際の取引に基

づいており,例 示の資料はさまざまな商人の帳簿か ら取 られ,商 人の会計事務所で

もっとも支持を得た実務,っ まり,日 記帳 分割日記帳 仕訳帳一 元帳とい

う分割仕訳帳制(た だ し,原 初記入のための単一の 日記帳を排除 していない点で

Boothと 異 なる)を 採る帳簿組織に従って展開されている。Kellyは,こ のよ うな

三組の記帳例示を用いて、複式簿記の理論と実務を総合的に教示 しよ うとしたので

あり,彼 の簿記書は,Booth簿 記書がその複雑さのゆえに初版止まりであったのに

対 して,教 科書として初心者にも好評であったのであろう,1801年 か ら1847年 にか

けて12版 を重ね,ま た,1803年 に はフィラデルフィアでアメリカ版が公刊されている。

かかるKellyの 簿記書に関 して,Cronhelmは,Boothに よ りは じあて説述 された

近代的簿記 は,Kellyの 好 評を博 した書物 によって基本となる部分が溶出され,

学校向きにうまく適合されたと評 してい る(Kelly[1801],pp.丗 一加,丗 一x;cf.

InstituteofCharteredAccountantsinEnglandandWales[1975],pp.86,93,

307;McMickleandJensen[1988],pp.139-140;Cronhelm匚1818],p,xiv)。

なお,Kellyの 簿記書の詳細については,渡 邉[1985aコ;[1985b]を 参 照 された

い0

131)な お,Boothの 簿記書 と,KellyやCronhelmの 簿 記書 との間にはさまれた
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皿.2.ク ロ ンヘルム簿記論 の構造

均衡の原理と二勘定分類

1818年 に公刊 され たCronhelm132の 簿 記 書DoubleEntrybySingleは,

彼 自身 の言葉 に従 うな らば,実 務 にかかわ りを もたな い単な る理論上 の産物で

はな く,会 計 におけ る長年 の経験 の成果 と して著 された もので あ り133,旧 来 の

1796年 に,EdwardT.Jonesに よ って,出 版 の 当 時 に大 き な議 論 を 巻 き起 こ し た

簿 記 書Jones'sEnglishSystem()f:..-beeping,bySingleorZ)ouble

Entryが 公 刊 さ れ た。 この簿 記書 は,日 記 帳 元 帳 か らな る二 帳 簿 制 を採 る,簡

便 さ と正 確 さ を特 徴 と した新 式 の簿 記 法,っ ま り,「 ジ ョー ン ズ の イ ギ リス 式 簿 記 」

(Jones'sEnglishSystemofBook-keeping)を 説 い た もの で あ った が,そ れ は,

そ こに盛 り込 ま れ た イ タ リア 式 簿 記(=複 式 簿 記)に 対 す る 痛 烈 な 批 判 等 と 相 ま っ

て,出 版 の 当 時 セ ンセ ー シ ョナ ル な 話 題 を 集 め た。 も っ と も,'彼 の説 く新 式 の 簿 記

法 は結 局 の と こ ろ複式 簿 記 の 原 理 に基 づ いて い た もの で あ っ た が ゆ え に,イ タ リ ア

式 簿 記 に対 す る彼 の批 判 は失 敗 し,複 式 簿 記 の完 全 性 な い し優 越 性 を 再 確 認 させ る

結 果 に終 わ って い る。 た だ し,こ の よ う なJonesの 新 簿 記 法 へ の努 力 もま た,失 敗

に帰 した と はい え,産 業 革 命 期 当 時 の商 業 活 動 の活 発 化 に伴 う取 引規 模 の 拡 大 や 複 雑

化 ・煩雑 化 等 に 対 応 した記 帳 計 算 業 務 簡 便 化 へ の工 夫 の 現 れ の一 っ と解 す る こ と が

で き るで あ ろ う(小 島[1987],376-377,..頁)。

な お,Jonesの 簿 記 論 の 詳 細 にっ いて は,小 島[1962];[1987],第16章 第2節

を参 照 され たい(Cf.Yamey匚1944];[1956b];[1978b])。

132)Cronhelmの 名 前 に関 して は,DoubleEntrybySingleの イ ング ラ ン ド・ウ ェー

ル ズ勅 許 会 計 士 協 会 所 蔵 本 の マ イ ク ロ フ ィル ム版 を 見 る限 り,タ イ トル ・ペ ー ジ と,

序 文 の 末 尾 に"F.W.CRONHELM"と 記 され て い るの み で,そ の フ ル ・ネ ー ム

の詳 細 な綴 りは不明 で あ る。 これ に関 して,同 協 会 の文 献 目録H`8亡or`CαZAccounting

Literatureで は"CRONHELM,FrederickWilliam"と 綴 られ て お り,ま た,

ArnoPressに よ るCronhelm簿 記 書 の リプ リン ト版(1978)で は,タ イ トル ・

ペ ー ジ に"F[rederic]W[illiam]Cronhelm"と 綴 られ て い る。 本 書 で は,一

応,前 者 の表 記 法 に従 って,"FrederickWilliamCronhelm"と 表 記 して お く こ

と にす る(lnstituteofCharteredAccountantsinEnglandandWales[1975],

pp.87,277;Cronhelm,F.W.;DoubleEntrybySingle,reprinteded.,

NewYork,1978,TitlePage)0

133)Cronhelm[1818],p.v.
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イギ リス簿記書 に比 して,教 示上 きわ め晦て近代的 なアプ ローチに基 づ く斬新 な

内容 の簿記解説書で あ った134。

本 書 は,次 に示 すよ うに,大 きく、四っの部分 か ら構成 されて いる135。 す な わ

ち,

た だ し,Cronhelエn自 身 の プ ロフ ィー ル に っ い て は ほ とん ど何 も知 られて お らず,

ヱ)oubleEntrybySingleの 序 文 か ら,彼 が会 計 の 実 務 に 長 年 にわ た り携 わ っ て い

た こ とが 知 られ るの み で あ る(Cronhelm[1818],p.v;cf.Yamey匚1978a],p.'

1)o

な お,注132)で 言 及 したArnoPressに よ るCronhelm簿 記 書 の リ プ リ ン ト

版 に付 され たYameyの 序 文 に は頁 数 が全 く表 記 され て いな い た め,便 宜 上,序 文

の最 初 の 頁 か ら順 に1か ら6ま で の 頁番 号 を仮 に 与 え て お い た 。 上 記 のYameyに

よ る序 文 か らの 引 用 に あ た って は,こ の仮 の 頁 番 号 に よ って い る の で 御 注 意 い た だ

きた い。

134)Cronhelmの 簿 記 書 に 関 して は,既 にLittletonに よ る先 駆 的 な研 究 が あ り,そ

の後 も,会 計 理 論 や 原 価 計 算 の歴 史 に か か わ る研 究 の 中 で 取 り上 げ られ て い る。 そ の

う ち,本 書 の 研 究 主 題 に 関 連 した 前 者 の 歴 史 に っ い て は,Littleton[1928];

[1933],Chap.XI(片 野 訳[1978],第11章);[1961],PartOne(Nineteenth

CenturyTheory1);JacksOn[1956];Yamey[1974];久 野(秀)[1979b],

第1部 第1章 第4節,同 第2部;Hain匚1980],Chap.11等 を,ま た,後 者 の 歴 史

に 関 連 して は,Littleton[1933],Chap.XX(片 野 訳[1978],第20章);Edward

s(R)匚1937],III;宮 上[1952],第1章 第3節;Garner[1954],Chap.II

(品 田 他 訳[1958],第2章);臼 井[1961],第4章 第 皿節 等 を参 照 さ れ た い。

135)Cronhelmの 簿 記 書 は,本 文 中 で も言 及 した よ う に,大 き く 四 つ の 部 分 に分 か れ

て い る。 す な わ ち,「 序 文 」 に続 い て,「 簿 記 発 展 の 概 要 」 で 簿 記 の 歴 史 が 略 述 さ れ,

本 文 に相 当 す る第1部 で は,簿 記 の 定 義 や,簿 記 を 支 え る諸 原 理 を 中 心 に,旧 来 の

「イ タ リア式 」(ltalianMethod)と 彼 の 説 く 「新 式 」(NewMethod)の 複 式 簿

記 の比 較,勘 定 の分 類 や帳簿 組 織,損 益 の勘 定,残 高抽 出表(GeneralExtractofthe

Balances繰 越 試 算 表)と 記 帳 の 検 証,組 合 元 帳,秘 密 元 帳,誤 謬 ・不 正 と そ の

防 止 策,倉 庫 元 帳 な ど の解 説 が行 わ れ る。 さ ら に,第2部 の 「範 例 」 に お い て は,第

1部 で 論 じ られ た教 示 内容 を 小売 商 人,卸 売 商 人,製 造 業 者,貿 易 商 人,銀 行 業 者

の 会 計 実 務 に そ れ ぞ れ 適用 す る際 に必 要 と され る帳 簿 の種 類 と そ の 記 帳 例 示 が 具 体

的 に示 さ れ る とい う構 成 が 採 られ て い る。
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序 文(Preface)

簿 記 発展 の概要(SketchofProgressofBook-keeping)136

第1部 簿記 の理論(TheoryofBook-keeping)137

第2部 範例(Exemplifications)

Cronhelmは,ま ず,序 文 において,商 業 の世界で,簿 記以 上 にそ の重要 性

が容易 に認識 され,一 般 に経験 され る もの は少 ないと述 べて,簿 記 の重要 性 を

指摘す る138。そ して,簿 記 の 目的を,財 産(property)を 記録 す ることにより,

所 有主 に対 して,彼 の資本全体 の価 値 とその各構成部分 の価値 をいつ如 何 な る

時 にで も明示す ることにある と規定す るとともに,簿 記 が常 に 「均衡 の原 理」

(PrincipleofEquilibrium)に 基 づ くもので あ る ことを強調 して い る。 すな

わち,Cronhelmに よ れば,取 引の過程 に あ る財産 の構 成部 分 は絶 え間 ざ る変

形 と変化 の渦中 にあるが,そ れ らが どの ような変化 を被 ろ うと,ま た,資 本 全

体 が増減 しようと一定の ままで あろ うと,資 本 の全体 は常 にその構成部分 すべ

ての総和 に等 しくな けれ ばな らず,こ の均衡関係(Equality)こ そが簿記の もっ

とも本質 的な原 理で あるとされ る。 しか るに,全 体 は部分の総和 に等 しい とい

う明確 で単純 な原理 が これ まで簿記 の基礎 として定 め られず,逆 に,こ の原理

136)な お,Cronheim簿 記 書 の 「簿 記 発 展 の概 要 」 にみ られ る の と 同 様 な 簿 記 の 歴 史

に対 す る 関心 は,イ ギ リスの簿記 書 で は,例 え ば,DafforneのMerchantsMirrour

の 中 に既 に認 め られ,ま た,先 の 注(130)で 論 及 したKellyの 簿 記 書 に も見 出 され

る。 この うち}Kelly簿 記 書 に 含 まれ た 「簿 記 小 史 」(AShQrtHistoryofBook-

keeping)は,わ が 国 で も明 治 期 に 翻 訳 と紹 介 が 行 わ れ て い る(Dafforne[1635],

OpinionofBook-keepingsAntiquity;Kelly[1801],pp.iv-x;東[1903],

583-596頁;cf.Yamey[1980a],pp.84,87,89-90;小 島[1973b],209-216頁)。

137)な お,Cronhelm簿 記書 の 本文(第1部 「簿 記 の 理 論 」)の 核 心 部 分 を教 示 して い

る 第3章 「均 衡 の 原 理 」(PrinciplesofEquilibrium)に つ い て は,Yamey,

EdeyandThomson[1963](Extract111)や,Brief(ed.)[1982] .に リプ リ

ン トの形 で収 録 され て い るの で参 照 され た い。

138)CronhelmO1818],p.v.
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を見落 としていたことか ら,ほ とんどすべての簿記書において,元 帳勘定 を人

名勘定 ・実在勘定 ・擬制勘定に分類 し,あ たかも資本の全体 とその構成部分の

各々が等 しく実在 しないかのような,曖 昧で混乱 した教示がもた らされていた

と批判を加えているのである139。

このように,Cronhelmは,序 文で,複 式簿記の目的を資本主 に対す る財産

の管理 ・報告手段と規定 し,複 式簿記の本質は,財 産の全体がその構成部分の

総和に等 しいという,き わめて明解な原理に基づ くものであることを指摘 して

いる。それゆえに,以 下では,彼 の簿記法教示の核心を成すともいえる 「均衡

の原理」と,こ れに基づ く勘定分類に焦点をあてなが ら,彼 の簿記論 の理論的

特質を分析 してみよう140。

本文 にあたる第1部 において,Cronhelmは,あ らためて複式簿記を資本全

体の価値と各構成部分の価値をいっ如何なる時にでも明示できるように財産を

記録する技法であると定義 している141。そして,全 体がその部分の総和に等 し

いということは科学のもっとも根本的な公理であり,簿 記のすべての上部構造

139)CronhelmO1818],p.vi-vii;cf.[1818],p.4,10.

140)Cronhelmは,簿 記のすべての体系が依拠する基本原理 として,上 記の 「均衡 の

原理」に加えて,「加法の原理」(PrincipleofAdditions)を 挙 げている。後者 の

原理は,連 続的な差引計算に基づく階梯式計算法によるのでは誤 りを生じやすいため,

簿記においては加法的減算に基づく勘定式計算法を採 るべ しということを意味する

が,Cronhelmに あ っては,か かる 「加法の原理」は 「均衡の原理」 に比 してあ く

までも二次的な重要性をもっ もの と位置づけ られてい るにとどまる(Crσnhelm

[1818],pp.10-12)0

141)Cronhelm[1818],p.1.

なお,Cronhelmは 全体 としての財産とその構成部分のすべてについての記録 を

提供できるものを完全簿記(CompleteBook-keeping),全 体 もしくは構成部分 の

一部の勘定が欠けているものを部分簿記(PartialBook-keeping)と 定義 してい

る。部分簿記の場合には,資 本の大きさは実地棚卸 によりその構成部分を集計する

以外にこれを求めることができないが,完 全簿記の場合には,構 成部分の集計か らと

ともに,資 本勘定からも把握するこどができ,と れら二っの結果の符合か ら帳簿の正

確さが検証できるとされる。
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もかかる基礎の上に立脚 している。 したがって,簿 記にあっては財産をさまざ

まな部分から構成された全体 とみて,資 本勘定が資本の全体を記録 し,現 金勘

定や商品勘定,人 名勘定がその構成部分を記録するとすれば,完 全 な帳簿 にお

いては,必 然的かつ不可避的に,一 方における資本勘定 と,他 方 における残 り

Cronhelmに よれば,完 全簿記は従来イタリア式簿記によってのみ充足 されてき

たが,し かし,こ の簿記法は記帳関係が煩雑で多くの時間と労力を必要 とす るので,

これを改良 して,イ タリア式簿記の完全 さと正確さ,お よび,単 式簿記の簡便 さと

を兼ね備えた新式の複式簿記 として,既 述のBoothやKellyに よって本格的に展

開されるようになった分割仕訳帳制(特 殊仕訳帳制)の 採用を機軸とする簿記法を

提示 している。すなわち,そ こにあっては,従 来のイタリア式簿記 にみ られる日記

帳一 仕訳帳 元帳という単純な三帳簿制 は採られず,現 金出納帳や受取手形記

入帳,支 払手形記入帳,商 品有高帳 といった複数の日記帳(;分 割日記帳)か ら元帳

に直接的に転記されるのであり,売 掛金の回収についてみれば,現 金出納帳に借方

記入されるとともに,同 一金額が元帳に転記 されるが,Cronhelmの 場 合には,現

金出納帳それ自体が現金に関する元帳勘定 として取り扱われるため,元 帳において

は相手方の人名勘定に対 してのみ貸方記入 され,帳 簿全体の正確性は残高抽出表(国

繰越試算表)に よって検証される。 しかも,こ の残高抽出表 は,か か る検証機能 に

加えて,各 種の日記帳や元帳から独立 して設けられた財産 目録帳(lnventory)に 収

容されて,い わゆるイギリス式貸借対照表の体裁をもつ財産報告書としての機能をも

担 うというものであった。参考のために,Cronhelmが 教示する残高抽出表(=財

産報告書)に ついて,「 範例」中に掲げられた各種帳簿の記帳例示か ら一例を選んで

示せば,以 下のようになる(Cronhelm[1818],pp.viii,3-4,12-23,32-35,64-65;

cf.L18187,pp.122-123,214-215,294-295,374-375)0

Dr.THEESTATEOFJOHNEVANS,WOOLLEN-DRAPER,HALIFAX,Cr.

31stJanuary1817.

Ll

L2

L1

ToJohnsonandCo.Balance

duetothem

107

100

3

14

s

6

M2

Cl

L1

2

2

匚

ByMerchandise,Balanceas

perValuation

312

so

360

25

17

3

17

11

4

0

10

4

a

O

O

ToFraserandSon,Balance

duetothem

ByCash,Balanceinhand
.匿・

ByWilsonandCo.Balance

duefromthem
.一 一.一 一.一 一.--.

ByCharlesGreen,Balance

duefromhvn

ToStock,mynetCapital

£

207

567

18

18

O

io

ByWilliamBrown,Balance

duefromhim

£775 16 io
■

775 16 io



120 研 究 年 報XXXW

の勘 定 すべ て との 間 に恒 常 的 な均 衡 関 係 が存 す る こ とに な る と説 いて い

る142。

しか しなが ら,現 実 には資本 の構成部分 は同 じ性質 の もののみか ら成 る・の で

はな く,性 質 において相反 す る二 種類 の財産,っ まり,商 品や現金,受 取手形,

売 掛金 とい った積極 財産(PositiveProperty)と,支 払 手形 や買 掛 金 とい っ

た消極財産(NegativeProperty)が 牛 じ,資 本 は,こ れ ら二 種類 の財産 が相

互 に相殺 された差額(difference)に 常 に等 し くな るとされ る。 こ こに,全 体

としての資本ない し財産 に三つ の状 態,つ ま り,「 積 極」(Positive),「 中 立 」

(Neutral),「 消 極」(Nega七ive)の 各 状態 が生 じるとして,そ の具体 例 を以下

の 〔事例1〕 の よ うに示 してい る143。

〔事例1〕

1.積 極 財 産

積極部分:商 品

現 金

受取手形

売 掛 金

£2000

1000

500

1500

£5000

消極部分:支 払手形

買 掛 金

:11

1200

2000

資本,積 極 £3000

(資本 主 は支払可能:£3000の 剰 余,っ ま り,純 資本 を もっ)

142)CronhelmC18187,pp.・4-5.

143)Cronhelm[1818],pp.5-6.
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積極部分;商 品

現 金

受取手形

売 掛 金

II.中 立 財産

£2000

1000

500

1500

121

5000

消極部分:支 払手形

買 掛 金

資本,中 立

:11

3200

5000

£0

(資本主は支払可能:た だし財産ぽな し)

消極部分:支 払手形

買 掛 金

皿.消 極財産

£2000

4000

£6000

積極部分:商 品

現 金

受取手形

売 掛 金

資本,消 極

2000

1000

500

1500

5000

£1000

(資本主は支払不能:£1000の 欠損をもっ)

このように,財 産(資 本)は 積極部分と消極部分から構成 された全体であり,

それは常に構成部分の集計結果に等 しいとみる観点か ら,Cronhelmは,勘 定
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記入にかかわる記帳原則を定立 しようとする。すなわち,積 極財産 にっいてみ

れば,こ れを構成する部分はすべて資本主に対 して同一の関係にあるはずであ

り,例 えば,売 掛金の勘定は借主 との関係を担うがゆえに借方と定めれば,他

の勘定も等 しくこの関係を有することになるとして,積 極部分は借方,消 極部

分 は貸方というように,財 産のすべての構成部分がきわめて機械的に借方 と貸

方に配分される。 この場合に,全 体 としての資本も借方と貸方のいずれかに含

まれる。なぜなら,資 本主は,彼 の財産のすべての積極部分に対 して貸主,す

べての消極部分に対 して借主 となるので,全 体としての積極部分の超過額 に対

して貸方,あ るいは,消 極部分の超過額に対 して借方となり,結 果的に,帳 簿

を通 じての借方 と貸方 との一般的均衡関係が成立すると説いている144。

かかる関係を明らかにするために,Cronhelmは,先 の 〔事例1〕 で示 した

事例を,以 下のように,勘 定形式に書き改めて再掲示 している145。すなわち,

〔事例2〕

1.積 極 財産

積極部分,

商 品

現 金

受取手形

売 掛 金

または借方

£2000

1000

500

1500

£5000

消極部分,ま たは貸方

支払手形 £800

買 掛 金1200

資本(資本主の資本)3000

均 衡 £5000

144)Cronhelm[18187,p.6.

145)Cronhelm[1818],p.7.
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II,

積極 部分,ま たは借方

商 品 £2000

現 金1000

受 取 手形500

売 掛 金1500

£5000

中立財産

消極部分,ま たは貸方

支払手形 £1800

買 掛 金3200

資本(資 本主の資本)0

均 衡 £5000

皿.

積極部分,ま たは借方

商 品 £2000

現 金1000

受取手形500

売 掛 金1500

資本(資本主の資本)1000

£6000

消極財産

消極部分,ま たは貸方

支払手形 £2000

買 掛 金4000

/
均 衡 £6000

彼は,上 記の 〔事例2〕 において,資 本が,財 産が 「積極」の状態の時に消

極の側に現れ,財 産が 「消極」の状態の時に積極の側に現れるのは,結 局,借

方 と貸方の一般的関係において,財 産ないし企業それ自体が資本主から抽象化

され,資 本ないし資本主の勘定もその構成部分として取 り扱われるからである

と述べ,資 本主の財産が積極的であれば,企 業はその財産にっいて他の人に対

するのと同様に資本主に対 しても借主となり,し たがって,資 本主は貸方項 目

の中に含められることになると述べている146。

146)Cronhelm[1818],pp.7-8.
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さらに,Cronhelmは,議 論を進めて,先 の 〔事例2〕 のように,企 業 を資

本主から抽象化 して,資 本勘定を財産の構成部分の中に位置づけるとすれば,

企業それ自体 は永続的かっ必然的均衡関係の中で絶えず中立の状態となり,か

かる抽象化 された企業は常に零(cypher)の 状態 となって,す べての構成部分

は等 しく相互 に依存することになると説 く。 したがって,資 本のみが他 の勘定

のすべてを集計 した結果となるのではなく,あ らゆる勘定 もまた同様なや り方

で求めることが可能になるという。例えば,〔事例2〕 の1に おいて商品勘定

の有高を求めようとすれば,そ れは,次 の 〔事例3〕 に示すように,他 のすべ

ての勘定を集計することにより把握できるのである147。

〔事例3〕

貸 方 支払手形

買 掛 金

資 本

借 方

結 果

現 金

受取手形

売 掛 金

商 品

£1000

500

1500

:11

1200

3000

£5000

3000

£2000

同様な過程を通 じて,他 の如何なる勘定 も求 め ることがで きると して,

Cronhelmは,こ こか ら,す べての勘定はそれを除く残余の勘定の総和に等 し

く,す べては相互に依存 し調和 していることが明らかになると述べ,か かる関

係を代数式を用いてより簡潔に表現 しようとする。

147)Cronhelm[1818],p.8.
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い ま,a,b,c,&c.が 積 極部分 ない し借方 を,ま た,1,m,n,&c.が

消 極部分 ない し貸方 を表 し,sが 資本 ない し資本主 の正 味 財産 を表 す とす れ

ば,全 体 はその部分 の総和 に等 しい とい うことか ら,次 の等式 が得 られ る。

a十b十c,gLc.‐1‐m‐n,gzc._±s(1)

こ の等式(1)こ そ,今 日われわれが資本等式 と呼 んで いる ものに他 な らな

いので ある。

さ らに,Cronhelmは,上 記 の等式(1)の 右 辺 にあ るsを 左辺 に移項 す

ることによ って,下 記 の等式 を展開 して お り,

a+b+c,&c.-1‐m‐n,&c.十s=0(2)

かか る等式(2)一 彼 は これを 「一 般等 式」(generalequation)と 名 づ け

ている か らは,資 本 主か ら抽象化 され た全体財産 ない.し企業 が中立(零)

の状態 にあ り,資 本 もまたその構成部分 の一つ と して含 まれ る関係 が明 らか に

されて いる と説 く。

そ して,例 えば,下 記の等式(3)な い し(4)の よ うに,等 式(2)の 左

辺 にある任意 の項a,あ るいは,1を 右辺 に移項す ることか ら得 られる等式

すなわち,

b+c,gzc,‐1‐m‐n,gLC,十s=‐a(3)

a十b十c,gzc.‐m‐n‐,gLc,十s=1(4)

は,財 産 の任意 の構成 部分aな い し1が,sを 含 む他 の構 成部 分 を集 計

した ものに等 しい,つ まり,よ り一般化 して いえば,帳 簿上 の如何 な る借方 や

貸方 も他 の借方 と貸方 の集計 された結果 に等 しい とい う関係 を明確 に表 して い

ると述べ てい る148。

次 に,Cronhelmは,こ れ まで 「均衡 の原理 」 を も っぱ ら財産 の静 的状 態 に

おいて考察 して きたが,彼 は,こ の均衡関係が動的 な状況下 にお いて も等 しく

148)Cronhelm匚1818],pp.8-9.
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成立することを明 らかにしようとす る。すなわち,Cronhelmは,期 首 と期末

という二つの静的な状態で企業に貸借の均衡が存在するとすれば,等 しいもの

に等 しいものを加えれば総和は等 しく,逆 に,等 しいものか ら等 しいものを控

除すれば残余もまた等 しいという数学の公理か ら導かれるように,期 中のすべ

ての事象に同 じ均衡関係が存す ることは自明のことであるとす る。同時にまた,

財産にかかわる取引の性質からみても,取 引の過程にある財産の構成部分は絶

え間ざる変動と変化の渦中にあるが,例 えば,仕 入では現金が商品に転換 し,

販売では商品が再び現金に転換するというように,あ らゆる取引において二っ

の勘定が影響を受け,一 方は他方が与えるものを受け取 り,与 えた側の勘定 は

常に貸方,受 け取った側は常に借方 となるので,如 何なる事象において も借方

と貸方とは完全に均衡すると説いている149。

149)Cronhelm[1818],p.9.

1.2.で も論 及 した よ う に,PeeleのManerandFourme以 来,イ ギ リス簿 記

書 に み られ る一 っ の 伝 統 を形 成 して き た 擬 人 的 受 渡 説 に従 っ た 仕 訳 規 則 の 残 滓 は,

上 記 の 「与 え た 勘 定 は常 に貸 方,受 け取 った勘 定 は常 に借 方 」 と い う表 現 か ら も うか

が え る よ うに,資 本 等 式 説 に基 づ くア プ ロー チ に よ り簿 記 教 授 法 の近 代 化 ・理 論 化 を

図 ったCronhelmの 簿 記 書 に お い て さ え見 出 す こ とが で き る。 そ して ま た,か か る

擬 人 的 受 渡説 の 影 響 は,彼 に先 行 す るKellyの 簿 記 書 に よ り明 確 に認 あ る こ と が で

き る。 す な わ ち,Kellyは,Elements(>fBooh-beepingに お い て,仕 訳 の一 般 規

則 を,次 の よ う に提 示 して い る。

WhatIreceiveisDr.towhatIgiveorpartwith.

さ ら に,Kellyは 、 元 帳 勘 定 を 人 名 勘 定 ・実 在 勘 定 ・擬 制 勘 定 に 三 分 類 す る 中 で,

これ らの 勘 定 群 に対 す る貸 借 記 入 の 原 則 を 学 習 者 が 記 憶 す る一 助 に と,次 の よ うな

韻 文 形 式 で,こ れ を示 して い る の で あ る。

ByJournalLawswhatIreceive

IsDebtormade,towhatIgive;

StockformyDebtsmustDebtorbe

AndCreditorbyProperty;

ProfitandLoss-Accountsareplain,

IdebitLoss,andcreditGain.

こ の こ と か ら も,複 式簿 記 の 教 示 に あ た り,19世 紀 に 入 って もな お 旧 来 の擬 人 的 受

渡 説 に拠 っ た仕 訳 規 則 を 提 示 す る手 法 が イ ギ リス の簿 記書 に残 存 し,む しろ,こ れ を

か な りの程 度 支 配 して い た と い うこ と が 明 らか に な ろ う(Kelly[1801コ,pp.6-7)。
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さらにまた,彼 は,借 方と貸方 との調和は,利 益や損失,つ まり,資 本の増

減によっても妨げられることがないと述べている。すなわち,全 体における個々

の変化 はその構成部分における対応 した変化によってのみ引き起こされ,例 え

ば,原 価を上回 って商品が販売された時,利 益相当部分は商品勘定(商 品有高

帳)に 借方記入されるとともに,資 本勘定に貸方記入されるというように,二

っの勘定,っ まり,資 本勘定とその構成部分の勘定が常にかかる変化によって

影響を及ぼされ,結 果として貸借の均衡関係 は維持 されると説かれ るのであ

る150。

このように,Cronhelmに よれば,貸 借の均衡は,取 引の本質 とともに、全

体はその構成部分の総和に等 しいという公理か ら根拠づけられ,か かる均衡関

係は,動 的 ・静的いずれの状態にあるにせよ;財 産 に本質的に内在するもので

あるとして,こ のような均衡関係をもって複式簿記の基本原理と定めているの

である151。

そして,彼 は,こ の 「均衡の原理」に基づき,II.で みたような元帳勘定三

分類の教示,っ まり,MalcolmやMairな どの簿記書に見出される人名勘

定 ・実在勘定 ・仮想または擬制勘定(名 目勘定)と いう三つの勘定群からなる

勘定分類の体系を批判 し152,か かる三勘定分類を超えて,次 頁の 〔表1〕 に示

150)Cronhelm[1818],pp.9-10;cf.C1818],pp.19-23,28-29.

151)Cronhelm[1818],p.10cf.[1818],p.vi.

152)Cronhelmは,人 名勘 定 ・実 在 勘 定 ・擬 制 勘 定 とい う元 帳勘 定 の三 分 類 ほ ど 滑 稽

な もの は な い と して,人 名 勘 定 は果 た して 実 在 しな い の か,あ る い は,実 在 も しな

い し擬 制 で もな い別 の もの な のか,資 本 な い し資 本 主 の 勘 定 は単 な る擬 制 な の か,

損 益 の勘 定 も同 じ空 想 的 な 性 質 の も のか と い った 問 い か け を行 う と も に,資 本 主 は

彼 の資 本 の勘 定 か ら何 か 実 質 的 な もの を見 出す こと を 期 待 す るで あ ろ うが,簿 記 の

教 師達 は そ れ が す べ て 擬 制 な い し仮 想 上 の もの と断 言 して い る と の批 判 を 加 え て い

る(Cronhelm[1818],p.27;cf.[1818],p.viii)。



128 研 究 年 報XXXW

すような,財 産の部分 と全体財産という,相 対立す る二っの勘定群か らなる新

たな勘定分類 の体系 を提示 して いる153。す なわ ち,

表1Cronhelmに よる勘定分類の体系

分 類

1.財 産 の 部 分

分 割

1。 人 名

2.貨 幣

細 分 割

3。 物 財

1.現 金

{
2.支 払 手 形

3.受 取 手 形

1.商 品

{
2.不 動 産

3.約 定公債

2.全 体財産 分 岐 分 枝

資 本 一{講
人勘1:::::::::H…1:講

153)Cronhelm[1818],p.27.

な お,Cronhelm簿 記 書 に み られ る資 本 主 理 論 的 な 二 勘 定 分 類 の思 考 は,彼 以 前

の イ ギ リスの 簿 記 書,例 え ば,先 の注129)で 言 及 したFultonのBritish-lndian

:..-beepingに も見 出 さ れ る。Fultonは,こ の 簿記 書 の 序 文 に お い て,複 式 簿

記 の重 要 な 目的 を,資 本 勘 定 の真 の状 態 を確 認 す る こ と,お よ び,資 本 勘 定 そ れ 自

体 の残 高 を 他 の す べ て の 勘 定 を集 合 した残 高 に よ って 検 証 す る こ と と規 定 す る。 そ

して,か か る 目的 に照 ら して,実 在 勘 定 と人 名 勘 定 と い っ た分 類 は重 要 で な く,資

本 勘 定 とそ の 他 の 勘 定 と の分 類 こ そが 不 可 欠 で あ る と して,元 帳 勘 定 を,(1)理 想 勘

定(IdealAccounts),つ ま り,資 本 勘 定 と そ れ が分 岐 し た利 益 や 損 失,費 用 な ど

の勘 定 と,(2)実 在 勘 定(RealAccounts一 人 名 勘 定 を含 む),つ ま り,現 金 や 商

品 そ の他 の財 産 や 債 務 な ど の 勘 定 と い う,二 っ の 勘 定 群 に大 別 して い る(Fulton

[1800],pp.8-11)0

さ らに ま た,ネ ー デ ル ラ ン トの 簿 記 書 に 目 を転 じれ ば,FultonやCronhelmの

簿 記 書 よ り も1世 紀 余 り も前 に 出 版 さ れ たWillemvanGezelのKortbegryp

uan'tbeschouwigonderwijs`π'`hoopmansboehhouden(1681)に も,同 様

な 二 勘 定 分 類 の先 駆 的思 考 が 見 出 され る。 す な わ ち,vanGeze1に よ れ ば,す ぐれ

た 勘 定 組 織 は,商 人 に対 して,彼 の 「状 態」(staat‐position)に 関 す る二 種 類 の 情
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前掲 した勘定分類の体系のうち,第 二分類に属する全体財産の勘定群にっい

ては,第 一の分類におけるような上位の勘定から下位の勘定へという勘定の分

割(divisions)や 細分割(subdivisions)は み られず,あ るの はただ分岐

(branches)な いし分枝(ramifications)の みであるとされる。すなわち,利

益と損失の勘定は資本勘定が単に分岐されたものに他ならず,そ の目的は資本

勘定に多数の小口記入が行われるのを避 け,資 本の個々の増減を集計 して資本

勘定に一括 して振 り替えることにある。同様に,手 数料や利息等の勘定 も損益

の勘定の分枝として,後 者に小口の記入が行われるのを回避 して,そ の個別の

集計結果のみを利益または損失の勘定に一括的に振り替えることにあると述べて,

Cronhelmは,こ れまで人名勘定や実在勘定の相手方勘定の欠如 を補 う仮想的

ないし擬制的な勘定として しか説明されてこなかった損益 にかかわる勘定を,

資本 とその構成部分 との均衡関係か ら,資 本勘定の明細ないし内訳の勘定 とし

て明確に位置づけているのである154。

供 す る と さ れ る。 つ ま り,「 要 約 」(volstrekt-summary)の 情 報 一 取 引 の 開 始

に あた っ て の資 本 の大 きさ と,折 々 の 資 本 の増 加 な い し減 少 の 程 度 と理 由 に っ い て

の 情 報 一,お よ び,「 個 別 」(opzichtelij‐particular)の 情 報 一 あ らゆ る取 引

相 手 や,現 金,取 引商 品 に つ い て の情 報 一 で あ る。 そ して,vanGezelは,か か る

二 種 類 の 情 報 を提 供 す る とい う観 点 か ら,も っ と も一 般 的 レ ベ ル に お い て,す べ て

の 元 帳 勘 定 を,(1)商 人 の状 態 に 関 す る要 約 的 情 報 を 表 示 す る 「自 身 」(eigene‐

own)の 勘 定 と,(2)現 金 や商 品,債 権 ・債 務 に 関 す る個 別 的 情 報 を 提 供 す る 「反 対 」

(tegengestelde‐contrary)の 勘 定 とい う二 つ の ク ラス に 分 類 す る。 しか も,こ

れ ら二 っ の 勘 定 群 は残 高 勘 定 を作 成 す る 際 に相 互 検 証 す る もの と され る の で あ る。た

だ し,こ のvanGezelの 簿 記 書 は,そ の 当 時 の大 多 数 の簿 記 書 と大 き く異 な っ て

い た た め に,そ こ に盛 り込 ま れ た二 勘 定 分 類 の思 考 も19世 紀 に至 る ま で 広 く受 け入

れ られ る こ と はな か っ た と い われ る(Yamey[1974],pp.155-156;Bywaterand

Yamey[1982],pp.123-124)0

154)CronhelmC1818],pp.10,28.

な お,Cronhelmは,種 々 な源 泉 か ら生 じる成 果 を明 確 に示 す た め に,利 益 と損

失 が 一 っ の勘 定 に 収容 され る一 般 的 な意 味 で の損 益 勘 定 は 用 い ず,利 益 と損 失 の そ

れ ぞ れ を集 計 す る二 っ の 勘 定 を 個 別 に設 け て い る(Cronhelm[1818],pp.30-31)。
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皿.3.簿 記教授法の変遷 と資本主理論的簿記論

簿記教授法 としての資本主理論の登場

既に本稿の1以 降でみてきたように,イ ギリスの大多数の簿記書 は,Peele

のManerandFourme以 来,II.2.で 検討 したMalcolmの ような例外 は

認め られるものの,概 ね伝統的な仕訳帳アプローチに依拠 しながら複式簿記の

教示を進めてきた。すなわち,仕 訳帳における取引の貸借分析に教示の重点を

置き,こ れを援助するために,物 の受渡 しと人的関係とを絡めた擬人的受渡説

に基づく仕訳規則を,取 引例や帳簿の記帳例示とともに提示 し,こ れらを学習

者に暗誦 ・暗記させることによって,各 種取引の仕訳パターンの認識を中心に,

複式簿記を教授 しようとする手法が採用 されてきたのである。 しか も,か かる

アプローチは,当 初はさまざまな形態を採 る取引の貸借分析に共通する一般的

.で包括的な指針 としてきわめて概括的な規則を示すものであったが,次 第に,

DefforneのMerchantsMirrourに みられるような,規 則それ自体が半ば取

引例化 した,各 種形態の取引に対応する具体的で詳細な仕訳処理上の指針を提

示する方向へ と変化 していった。 しか しながら,こ のような詳細かつ多岐にわ

たる多数の仕訳規則を,せ いぜい一般規則 と個別規則 という程度に構造的に整

序するのみで,何 らの理論的根拠 も示す ことなく,た だ機械的な反復練習によっ

て暗誦 ・暗記させようとすることは,複 式簿記の習得を援助するという仕訳規

則定立の本来の趣旨に反するばかりでな く,複 式簿記の学習そのものをきわめ

て退屈で困難なものとしたに違 いない。

このような状況の下で,18世 紀 に入り,例 えば,MalcolmのNewTreatise

ofArithmetickandBook-keepingに み られるような,仕 訳規則 と記帳例示

の暗誦 ・暗記を中心とする従来のアプローチか ら脱却 し,教 示の理論化 ・体系

化を図ろうとする簿記教授法近代化の試みが企て られるようになる。 しか しな

がら,Malcolmの 試みはおそ らくは従来の教科書に慣れた当時 の読者にとっ

ては難解 にすぎて,必 ず しも十分な支持を得 られることがなか った。それゆえ
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に,彼 に続 くMairは,再 びイギリス簿記書の伝統的な教授法であ った仕訳

帳アプローチに回帰 し,か かるアプロ凵チの下で教示内容の体系化 ・近代化を

図るという手法を採ることによって,結 果的に多数の読者を獲得 し,彼 のi11-

keepingMethodiz'dは,そ の改訂版にあたる:..-keepingModerniz'dと

合わせて,彼 の死後を含め,お よそ70年 の長 きにわたって版を重ねるとい う,

当時の簿記教科書の標準版ないし決定版 ともいうべき存在になった。ここに至っ

て,Paciolo以 来のイタリア式貸借簿記(;ヴ ェネッィア式簿記)の 伝統を継

承した教科書としての簿記書の体系化はひとまず完成の域に達 したのである。

他方,産 業革命期にみられたイギリス経済の大 きな変動,特 に国内商業や海外

貿易の著 しい発展を背景 に,BoothのCompleteSystemofBook-keeping

に代表されるような,必 ず しも現実の会計実務の動 きを十分に反映 していない

教科書的簿記書の教示内容に満足 しない商人達によって著された,当 時の大規

模商業経営の会計実務に直接適用できることを目指 した実践的簿記書 も18世紀

の末頃か ら現れるようになる。前節で検討 したCronhelmの1)oubleEntry

bySingleは,こ のような18世紀当時のイギ リスの簿記書にみられる二つの流

れ,っ まり,大 多数を占める教科書的簿記書の系統と,こ れに対置される実践

的簿記書の系統とを総合 ・止揚 しようとする試みの中で出版されたものと位置

づけられる。

このCronhelmの 簿記書は,Boothに よってはじめて本格的に説かれた分

割日記帳制(特 殊仕訳帳制)の 採用を中核 とした実践的簿記書 としての性格を

有するとともに,複 式簿記の理論的指導の側面 においても,先 のMalcolm簿

記書をも超えた,き わめて斬新なアプローチを採っている。すなわち,も っぱ

ら取引例に基づ く多数の個別的仕訳規則の集合か ら成っていたかっての簿記書

の限界を認識 し,こ こから大 きく離脱 して,単 なる取引の貸借分析に関する仕

訳処理上の指針を超えた複式簿記全体の基本的計算原理を解明するための枠組

みを与えるものとして,資 本主理論 に基づ く資本等式を提示しているのである。
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Cronhelmに あっては,簿 記は,資 本主に対 して彼の資本全体の価値 とその

構成部分の価値とをいっ如何なる時にでも明示できるように財産を記録する技

法であると定義され,か かる資本主に対する財産の管理 ・報告の手段 として規

定 された簿記は,全 体は部分の総和に等 しい,っ まり,財 産の全体 はその構成

部分の総和 に等 しいという明解かっ単純な 「均衡の原理」に依拠するものであ

ることが明 らかにされている。 しかも,彼 は,こ の関係をきわめて的確に,以

下に示すような代数式を用いて表現 している。

a十b十c,&c.-1-m-n,&c.=±s

この等式 は,今 日,わ れわれが く資産一負債=資 本〉,あ るいは,〈 積極

財産一消極財産=純 財産〉 という形式 で表現 している資本等式に他な らず,

Cronhelmは,か かる等式によって表される 「均衡の原理」を見落としていた

がゆえに,こ れまでの簿記書において曖味で混乱 ・錯綜 した教示がもたらされ,

複式簿記の学習を困難なものたらしめていたと説 く。

そして,彼 は,こ の資本等式に従い,従 来の簿記書にみられた元帳勘定の人

名勘定 ・実在勘定 ・名目勘定への三分類を批判 し,資 本主理論ないし物的二勘

定系統説(純 財産学説)的 な思考に基づ く勘定分類の体系,つ まり,資 本 とそ

の構成部分 とを相対立させた二っの勘定群か ら成る新たな勘定体系を提示 して

いるのである155。

155)ア メ リカ的な会計主体論における資本主理論 と企業実体理論,お よび ドイッ的な

勘定理論における物的二勘定系統説(純 財産学説)と 貸借対照表学説のそれぞれが

主張する特徴点を捉えて,こ れ らを,資 本主理論 一 物的二勘定系統説と,企 業実体

理論一 貸借対照表学説という二っのグループに整理 し把握することにっいては検討

の余地が残 されているかもしれないが,こ こでは,ド イッ語圏のみならず,広 くイギ

リスやアメリカなどの文献を渉猟 し,勘 定学説の系統的分類を試みたKarlKafer

の所説に従 っておくこと.にする(Kafer[1966],pp.18-30(安 平訳[1972],35-61頁);

Vgl.KaferC1974J,5.52-57)0
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この よ うに,Cronhelmは,1)oubleEntrybySingleに お いて,従 来 の擬

人 的受渡説 的思考 か らの離脱 を明確 に示 した資本主理論 的観点 に立 っての簿記

論 の展開 を図 ってお り,そ こにみ られ るアプ ローチや問題 の取 り上 げ方 はきわ

めて斬新 かっ近代 的な もので あった。反面,こ れを教科書 として用 いるには当

時 の水準か らみてあま りに も革新 的な内容で あったがゆえに,当 該簿記書 が出

版 の直後 に出版元 の火災 のためにその ほとん どを焼失 して しま ったとい う事実

と相 ま って,Cronhelmの 影 響 はその後 のイギ リス簿記書 に ほとん ど見出 され

ず,し たが って また,彼 の提示 した資本主理論的思考 も簿記法教示 の基礎 を成

す もの と してイギ リスで受 け入 れ られ るに至 らなか った。む しろ19世 紀 の簿記

書 の大部分 は,な お旧来 の教則 と多数 の実践例 による手法 に依拠 して いたとい

われ るので ある156。'

しか しなが ら,Cronhelmに よ って本格 的な理論化 の先鞭 がっけ られた資 本

主理論 な い し物的二勘定系統説的思考 は,そ の後,ア メ リカにおいて,Benjamin

F.FosterやThomasJonesを 介 して,19世 紀 末か ら20世 紀 は じめにCharles

E.SpragueとHenryR.Hatfieldに よ ってその完成をみるのであ り,同 様 に,

ドイ ツ語 圏で も,FranzHautschl,あ る いは,G.D.AuguspurgやGeorge

156)Yamey[1978a],pp.1,4-5;且olmes[1985],p.130;cf .Littleton[1933コ,

p.181(片 野 訳[1978],227-278頁);Jackson[1956],pp.311-312;Yamey[1974],

p.154.

た だ し,Cronhelmの 影 響 が そ の後 の イ ギ リス簿 記 書 に全 く見 出 さ れ な い と い う

わ け で は な い 。 例 え ば,CharlesHuttonのCompleteTreatiseonPractical

ArithmeticandBook-keeping,特 に彼 の死 後J.Trotterに よ っ て 改 訂 が 施 さ

れ た1871年 版 に お い て は,簿 記 の 目的 や,均 衡 の 原 理 と これ に 基 づ く勘 定 分 類 の 体

系 な ど,き わ め てCronhelmの 簿 記 書 に類 似 した内 容 が 盛 り込 ま れ て お り,し か

も,こ の 且uttonの 簿 記 書 が 明 治 初 期 に 『日用 簿 記 法 』 と して 当 時 の大 蔵 省 か ら抄

訳 ・出版 さ れて い る こ とは,わ が 国 へ の複 式 簿 記 の 導 入 過 程 を 考 え る と き,き わ め

て 興 味 深 い事 実 と な って い る(鈴 木[1986a],25-28頁;[1986b],150-169頁;cf.西

川[1971],199-200頁;[1982],123-139頁)。
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Kurzbauerを 介 して,や は り19世 紀 末 か ら20世 紀初頭 にFriedrichHugliと

JohannF.Scharに よ ってその理論 的体系化 が確立 され る157。

そ の後 にお けるこのよ うな展 開を勘案すれ ば,会 計学 の本格的な出現を前 に,

これ らの人々か ら独立 して,し か も,い ち早 く資本主関係 に着 目 し,こ れ を機

軸 に論理 を展開 させて,複 式簿記 の基本構造 をきわめて明快 に説 明 した とい う

点 で,Cronhelm簿 記 論の もっ理論 的先駆性 は きわめて高 く評価 され るもの と

考 え られ る。

このよ うなCronhelmに み られ る先駆 的な理論展開 の後 を受 けて,1830年

代 か ら20世 紀 初頭 にか けてのアメ リカ にお いて,FosterやJones,あ るい は,

SpragueやHatfieldら に よって本格的 に展 開 され た,簿 記 な い し会 計 の説

明理論 としての資本主理論 の理論 的体 系化の歴史 につ いては別稿 に委 ね ること

に して,ひ とまず本稿 を閉 じることに した い。

(1990.10.25)

157)ド イ ツ語 圏 でAuguspurgやHugli,Scharな ど に よ っ て 展 開 さ れ た 物 的 二 勘

定 系 統 説 一 資 本 主 理 論 的 思 考 につ いて は,も っぱ ら勘 定 理 論 な い し勘 定 学 説 の 史 的

研 究 の 中で 分 析 さ れ て い る。 そ の 詳 細 につ い て は,例 え ば,安 平[1976b];[1986]

を参 照 され た い ・(Cf.Littleton[1927];畠 中[1932];Scheerer[1950](安 平 訳

匚1969]);Kafer[1966](安 平 訳[1972]);[1974])。
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